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平成１９年第１回砥部町議会定例会 
平成１９年３月８日（木） 

午前９時００分開会 
 
○議長（栗林政伸） ただ今から、平成１９年第１回砥部町議会定例会を開会します。 
本日の会議を開きます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第 1 平成１９年度施政方針及び行政報告 

○議長（栗林政伸） 日程第１平成１９年度施政方針及び行政報告を行ないます｡中村町

長｡ 
○町長（中村剛志） 皆さん、おはようございます。ごあいさつの前に、ただ今、全国町

村議長会表彰を受けられました、田室議員様、平岡議員様、山本議員様、本当におめでと

うございます。心からお歓びを申し上げたいと思います。もとより砥部町には１０期の三

谷議員さん、玉井議員さんと、立派な先輩議員さんがいらっしゃいます。既に３０年表彰

を頂いているわけでございます。したがいまして、皆さん方はまだまだ先輩議員の方の半

分でございますので、これから是非とも当選を重ねていただきまして、３０年表彰を受け

ていただきたいというふうに思います。また先ほどは、施政方針及び重点施策のプリント

を、配布を怠りまして、大変皆様方にご迷惑をおかけいたしましたことを、まずもってお

詫びを申し上げておきたいというふうに思います。それでは３月定例会のごあいさつを申

し上げたいと思います。 

 ３月定例会の開会にあたり、一言ごあいさつを申し上げます。啓蟄を過ぎ、いよいよ、

本格的に春の訪れを感じる時候になりました。議員の皆様には、公私、何かとお忙しい中、

ご出席を賜り、本日から１６日までの９日間にわたり、町政運営に関わる諸案件につきま

してご審議賜りますことに対し、衷心より、感謝を申し上げます。昨年９月、小泉政権か

ら安倍政権にバトンが渡り、以来、半年が過ぎようとしております。派手で、メリハリの

あった小泉総理と比べて、どちらかといえば地味な安倍総理という印象を受けております。

安倍内閣発足当時は、６０％を超える高い支持率でしたが、ここにきて、４０％を割り込

んでいるということでございます。支持率に一喜一憂する必要はないと思いますが、小泉

改革の影の部分としての格差問題に加え、「女性は生む機械」といった閣僚の問題発言など

も大きく影響していると思います。安倍総理も、再チャレンジ支援、成長力底上げ戦略を

打ち出すなど、格差是正に力を入れようとしておりますが、その成果がどのように現れる

か、今後に期待するものであります。議員の皆様も実感されておりますとおり、我々町村

を取り巻く環境は依然として厳しい状況にあり、少子高齢化の進行に加え、地域経済も、

言われるような景気回復を実感できません。依然として農林業、商工業など地域産業は極

めて厳しい状況にあり、中央と地方、都市と農村、大企業と中小企業、そして持てる者と

持たざる者の格差は、ますます拡大しており、安倍総理の唱える「再チャレンジ」は極め

て困難であるといわざるをえません。しかし、地方は、長い歴史が育んだ文化を守りなが

ら、国土及び自然環境の保全、食料の供給、水源涵養などの重要な役割を保ちつつ、人々
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の命を育み、潤いを育む努力を続けております。こうした中、昨年１２月、地方分権改革

を総合的・計画的に推進することを目的とする地方分権改革推進法が成立し、公布されま

した。いよいよこれから、本格的に、国から地方へ、権限及び税財源の移譲のための改革

が、進められることになると思います。その中で、今後も我々町村が担っている重要な役

割を果していくためには、新しい制度が、町村の財政運営に支障をきたすことがないよう

に、地方交付税の持つ財源保障機能と財源調整機能の堅持、そして所要総額の確保のため、

全国の町村が協調しながら、国に対し、強く声を上げていく必要があります。どうか、町

民の皆様、議員の皆様のご支援・ご協力をお願い申し上げます。 

さて、一般会計の当初予算編成につきましては、昨年、一昨年度は、合併もあって、財

源の見通しが立たず、骨格的予算を余儀なくされ、皆様にご迷惑をおかけしました。この

２年間で、大幅な経常的経費の削減に努めた成果もあり、財源の見通しがつきましたので、

平成１９年度当初予算は、通年の予算を計上することができました。また、平成１８年度

予算の中で、今回提案をさせていただきますが、財政調整基金として３億円を補正予算で

積立てることができました。このことは、平素から議員の皆様、町民の皆様の温かいご理

解と、ご指導、ご支援の賜であり、心から感謝を申し上げます。したがいまして、一般会

計の当初予算の総額は、昨年度より７．２％にあたる約４億円を増額し、５９億２６６万

８千円になりました。その財源の主なものは、町税の２０億１，９００万円と地方交付税

の２０億３千万円であります。その他は、国県支出金が約４億４千万円、町債の約３億６

千万円などであります。また、平成１９年度の特別会計・企業会計につきましては、１２

会計の総額が７９億９，８００万円となり、一般会計と合わせた全体の予算額は、１３９

億円になっております。その詳細につきましては、後日の議案審議の場で、ご説明を申し

上げますので、ご理解を賜り、ご議決・ご承認いただきますようお願い申し上げます。以

下、平成１９年度の施政方針並びに重点施策について述べさせていただきますので、議員

の皆様、町民の皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

続きまして、１２月定例会以後の行政の概要について、ご報告申し上げます。かねてよ

り進められておりました国道３３号拾町交差点立体化工事の四車線が、いよいよ今月、供

用開始されることになりました。これによりまして、町民の皆様の利便性の向上と地域の

活性化が期待されます。 

 次に、入札の執行状況についてですが、まず、本町で初めて一般競争入札を実施しまし

た。公共下水道事業の砥部中央幹線管渠工事は、戸田建設株式会社四国支店が１億４，２

２７万５千円で落札し、工事請負契約を締結しました。その他、１２月から２月末までに

実施しました入札９件につきましては、設計総額４，３４０万円に対し、契約総額は３，

８６９万円で平均落札率は８９％であります。 

次に、公共下水道事業につきましては、浄化センターの進入路及び造成工事は、いずれ

も予定通り進捗しており、工期内に完成する見通しであります。また、日本下水道事業団

に委託しておりました浄化センターの詳細設計につきましても、予定通り工期内に完成す

る見通しであります。農業集落排水施設の管渠工事、中継ポンプ設置工事及び処理施設建

設工事は、予定通り工期内に完成し、今年４月１日に処理施設の供用を開始いたします。
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平成１７・１８年度にかけて実施してまいりました野地池改修工事につきましても、完成

をしております。 

次に、宮崎県における高病原性鳥インフルエンザの発生に伴い、県の要請を受けて、緊

急に町内の１７９戸に対し、家禽等の飼育状況の調査を行いました。 

合併と同時にスタートしました陶街道五十三次も２年を経過しました。その間、道標や

案内板を整え、巡回された皆様から、「わかりやすくなった」「砥部にはいい所が沢山ある」

といった感想をいただいております。さらに魅力を高めるため、完巡メダルのイラストに

その年の干支を入れることにしました。ぜひ皆様には、毎年完巡し、１２の干支を集めて

いただきたいと思います。これまでの完巡者は、１，１３２人。県外からの特巡者は、１，

６００人。イレブンウォークの４２２人を合わせると３，１５４人の皆様に来ていただい

たことになります。今後は、国道３３号と３７９号を砥部陶街道のメインルートとして情

報発信しながら、より魅力ある街道になるよう努めてまいります。また、無人市を各所に

設置するなど、町内外の皆様に一層親しまれるルートづくりを進めてまいります。 

２２回を迎えた東京松屋銀座砥部焼まつりは、１月２９日から２月６日の間で開催され

ました。関東の砥部焼ファンにも定着するなど、生活食器を中心とした展示即売会は、好

評を得ました。来場者には、観光パンフレットや伊予柑を配り、町のＰＲに努めました。 

早春のイベントとして人気の七折梅まつりが、２月２０日から３月１０日の間に開催さ

れており、約１万６，０００本の梅が咲き誇る七折梅園に、今年も、県内外から大勢の人

が訪れております。 

 次に、五本松の新カツノ様が百歳を迎えられました。２月１３日に祝状と記念品をお届

けして長寿をお祝いしました。これで、１８年度は５人の方が百歳を迎えられたことにな

り、これからも健康で長生きされることをお祈りします。 

次に、昨年１２月の定例会でご議決いただいた愛媛県後期高齢者医療広域連合の設立に

つきましては、去る２月１９日に知事の許可を受け、正式に設立されました。これを受け、

同日県庁において広域連合長の選挙を行い、松山市長が就任しました。事務局には、準備

委員会に引き続き、本町職員を１名派遣しております。さらに、本定例会において、広域

連合議員１名の選挙を行っていただくことになっておりますので、よろしくお願いします。 

その他、平成１８年度の各種事業につきましても、仕上げの時期が迫っております。再

度点検し、落ち度のないよう努めてまいります。以上、行政の概要について、報告を終わ

らせていただきます。 

続きまして、今定例会に提案させていただきます議案について申し上げます。町道路線

の認定について１件。指定管理者の指定について２件。条例制定及び改正等の議案２１件。

平成１８年度補正予算案６件。平成１９年度当初予算案１３件についてご審議をいただき

ます。議案の内容につきましては、いずれも順次詳細に説明させていただきますので、ご

議決･ご承認を賜りますよう、お願い申し上げ、ごあいさつとさせていただきます。 

 平成１９年度施政方針及び重点施策。新町が誕生して３年目を迎えました。ホップ・ス

テップを経て、ジャンプの年になります。未来に向かって、飛躍できる年になるか、まさ

に真価が問われる年であると、改めて自覚しているところであります。平成の大合併が推
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進され、３年前には、全国で３千を超えていた市町村数が、現在１，８００余りまで減少

しております。また、愛媛県におきましても７０あった市町村が、現在では、１１の市と、

９つの町に統合されました。いずれ松野町が合併することになれば８つの町になります。

こうして、合併した市町村の大半は、国からの褒美を期待したと思います。しかし、期待

はずれに終わったというのが本音ではないでしょうか。今、地方の中小自治体の大半は、

窮境の中で財政運営を行っております。本町におきましても、年々地方交付税が減額され、

その上、国・県補助金の削減・廃止によって、財源確保に、極めて難儀をしております。

こうした中においても、少子高齢化対策、保健・医療の充実、情報･交通の充実、地場産業

の振興、上・下水道の整備、消防・防災の充実、環境保全・保護、教育文化の振興といっ

た山積する課題に向かわなければなりません。財政が厳しいからといって、必要な事業を

止めることはできません。町民の皆様、議員の皆様と十分相談させていただきながら、重

要性、必要性を検証し、やらなければならない施策は、確実に推進してまいりたいと考え

ております。平成１９年度におきまして、新町最初の長期総合計画を策定いたします。１

０年後、さらにその先を見通した砥部町のグランドデザインを描き、「個性と魅力、潤いと

活力に溢れ、そして町民の皆様一人ひとりが誇りと生きがいをもち、安心して暮らせるま

ち」を目指してまいります。そのためには、まず、一層の行財政改革が不可欠であり、経

常的経費の縮減、特に人件費の削減、施設の統廃合や民営化なども、積極的に具体化して

まいります。また、公平・公正なまちづくりを進めるため、受益者負担の原則にたって、

利用される皆様には、応分の負担をお願いします。それによって生じた財源で、行政サ―

ビスの充実に努めてまいります。特に、本格的に着手しました公共下水道につきましても、

整備区域内の皆様と区域外の皆様とに分かれますので、受益者の皆様には応分の負担をお

願いしなければならないと思っております。また、ごみ処理につきましても、適正にごみ

を分別し、ごみの発生を抑える努力をされるご家庭とそうでないご家庭との負担の公平化

やごみの減量といった観点などから、ごみの有料化をお願いいたします。さらに、すべて

の国民の義務であります納税につきましても、適正に徴収を行う必要があります。多額滞

納者に対しては、愛媛地方税滞納整理機構に徴収をお願いするなど、より一層、負担の公

平･公正を確保してまいります。また、三位一体改革によって、国県補助金や地方交付税が

削減される一方で、地方分権がますます進められています。今後一層、自前のまちづくり

を行わなければなりません。そのため、職員の意識改革、資質の向上に努めながら、行財

政運営の仕組みの改革に着手します。そして、スリムな自治体となり、住民サービスの向

上、住民福祉の増進に努めてまいりたいと思います。その施策の一つとして、町民の皆様

が、より一層、健康で安心して暮らせるよう、保健･医療・福祉の充実に努めます。 

まず、生活習慣病等の発病を予防するため、地域に出向きストレッチ教室を中心にした

健康維持活動の普及に努めるなど、働き盛りの人の死亡や要介護状態にならないよう、一

次予防に重点を置き、町民一人一人が、健康で長生きができるよう「地域に根ざした生涯

健康づくり」を推進します。さらに、町民の皆様の命を守る医療体制を整え、小児保健医

療の整備、地域医療の拡充及び救急医療体制を確保します。 

また、今年４月、設置・稼動いたします砥部町地域包括支援センターを核にし、介護予
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防ケアマネジメント事業を始め、総合相談事業、権利擁護事業等に取り組み、高齢者の皆

様の、心身の健康保持及び生活の安定のための必要な援助を行い、住みなれた地域で安心

して生活できるように努めてまいります。 

障害者福祉では、昨年１０月に法制化した地域生活支援事業によって、障害のある皆様

が、それぞれの能力や適正に応じ、自立した生活ができるように支援するとともに、障害

者の立場に立ったサービスの充実に努めてまいります。 

医療制度の改革に対応するため、国民健康保険事業につきましては、保険者への特定健

診の義務付けに伴う５箇年間の実施計画策定や、７０歳未満の被保険者の入院に係る高額

医療費の現物給付化、出産育児一時金の受領委任払いを実施します。また、平成２０年度

からスタートする後期高齢者医療制度につきましても、広域連合と連携し、制度の円滑な

実施に向け準備を進めてまいります。 

 さらに、昭和３６年に開設されました広田地区唯一の医療機関国保診療所につきまして

は、広田地区の皆様にとりまして、必要不可欠な施設でありますので、引き続き経営改善

を図りながら、地域医療の要として経営をしてまいります。 

地域福祉の推進につきましては、民生児童委員や社会福祉協議会、ボランティアなどの

活動を支援するとともに、連携を密にしながら、きめ細かな福祉行政を推進します。また、

１９年度は民生児童委員の改選があり、これの適正な執行に努めます。 

児童福祉では、保育所の延長保育、放課後児童クラブ、集いの広場事業、児童館事業な

どにより、子育て支援や児童の健全育成を推進します。さらに、将来に向け保育所運営の

あり方について検討してまいります。児童虐待など、保護が必要な児童及び家族への支援

強化を図るため、要保護児童対策地域協議会を設置し、関係機関の皆様と連携しながら、

問題行動の早期発見や適正な援助に努めます。 

 青少年の健全育成につきましては、青少年育成センター、学校、警察署その他、関係機

関や団体との連携を図り、青少年犯罪の未然防止に努めるとともに犯罪のない明るい社会

づくりに努めます。 

また、女性の社会参加を促進しながら、男女が協力して地域づくりに取り組む機運を高

めるため、女性団体への支援や女性が地域活動に参加する機会や場を充実し、男女共同参

画社会の構築に努めてまいります。 

２つ目の施策としまして、道路や上・下水道、ごみ処理など生活基盤の充実に努めてま

いります。まず、本町始まって以来の大事業であります公共下水道事業は、いよいよ平成

１９年度から浄化センターの建設工事に着手し、平成２２年度の供用開始を目指します。

それに伴う、中央汚水幹線の管渠工事も引き続き整備してまいります。また、総津地区の

農業集落排水施設につきましては、今年４月１日に供用を開始します。今後は、排水設備

の接続率の向上に努め、地域の快適な生活環境を確保し、玉谷川の清流を守ってまいりま

す。さらに、公共用水域の水質保全を図るため、引き続き合併処理浄化槽の普及啓発と適

正な維持管理に努めてまいります。そして、平成１９年度から公共下水道区域内の認可を

受けていない地域の家庭における合併処理浄化槽への改造に対しましても、補助金の交付

を行います。 
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循環型社会の実現を目指し平成１８年３月に作成しました砥部町環境基本計画に基づき、

行政、住民及び事業者が、お互いに役割を認識しながら、一体となった廃棄物の排出抑制、

再使用、再生利用を推進してまいります。さらに、分別収集体制の充実強化、収集運搬の

指導監督、処理施設の効率的・経済的運営に努めます。平成１９年１０月から、指定ごみ

袋制によるごみの有料化を計画しておりますので、町民の皆様のご理解とご協力をお願い

申し上げます。 

上水道につきましては、安心安全な上水の供給を行い、老朽化した施設については、順

次改善し、有収率の向上を目指すとともに、万一に備え、新たな水源の確保に努めてまい

ります。 

 一般国道３３号砥部道路、宮内・千足間の延長９００メートルの四車線化については、

平成１９年度供用開始に向け工事が進められております。また、３３号三坂道路につきま

しても、暫定二車線の７．６キロメートルについて、平成２０年度の供用開始に向けて工

事が進められており、これらの事業が円滑に進められるよう国土交通省及び地元関係者の

窓口として協力支援してまいります。また、国道３７９号岩谷工区、県道砥部・伊予・松

山線、大平・砥部線、上尾峠・久万線、広田・双海線等の町内にある県管理の主要道路に

つきましては、引き続き、関係道路期成同盟会を通じて、予算の確保に努めるとともに、

局部改良や舗装改良など安全な道路維持を促進し、県と一致協力のもと円滑な用地買収に

努めます。特に、国道３７９号につきましては、川登トンネルが貫通しました。引き続い

て、万年トンネルの早期着手を要望してまいります。 

町道につきましては、部分改良と老朽化した町道の舗装・補修に努め、高齢者など交通

弱者にやさしい道づくりを推進します。工事実施に当たっては、優先すべき箇所を厳選し、

より効果的・効率的な事業実施に努めるとともに、施設の延命に努めます。 

平成１７年度、１８年度において地域防災計画、防災マップ、避難看板、広田地区防災

行政無線などの整備を行い、さらに、国民保護計画の完成も近づき、防災の基盤が整いつ

つあります。平成１９年度は、これらの計画を運用するためのマニュアルや基準を作成す

るとともに、訓練を行い災害時に適切な対応ができる体制を整えてまいります。 

また、交通安全・生活安全対策を推進するため、交通安全教室の開催や交通安全教育の

充実に努めるとともに、カーブミラーなど、交通安全施設の整備や防犯灯の整備を図ると

ともに、町民の皆様に対し、様々な犯罪や事件事故から身を守るため、不審者情報の配信、

悪徳商法などへの対応など、危機意識、防犯意識の向上に努めてまいります。 

次に、地域産業の振興施策でありますが、農業につきましては、食料を安定的に供給す

ることや水源涵養、洪水予防、土砂崩壊の防止など、多面的機能を有する農地の保全など

重要な役割を担っているにもかかわらず、現在の農業を取り巻く情勢は、極めて厳しい状

況にあります。こうした中、魅力と活力ある農業、農村づくりを目指し、関係機関と連携

しながら各種事業を進めてまいります。まず、良好な生産基盤を維持する事業として、中

山間地域への直接支払い事業を継続し、耕作放棄地の発生防止と農地の多面的機能の維持

に努めます。 

また、優良な銘柄産地とするための事業としまして、優良品種の苗木補助やマルチ栽培
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の支援などを行うとともに、平成１８年度から実施しているブルーベリーの普及を、より

一層推進いたします。さらに、担い手支援事業として、新たに担い手アクションサポート

事業を実施します。また、担い手の育成･確保のため、縦割りの支援体系を一本化し、地域

の担い手の利便のため、ワンストップ支援窓口を農林課に設置いたします。担い手が経営

改善のため真に必要とする支援内容について協議する担い手アクションサポート会議を設

置し、各種支援策の普及啓発、農業経営改善計画の作成支援、認定農業者や青年農業者の

研修活動、農業生産法人化に向けた支援などを行います。引き続き、農作物の被害対策事

業として、有害鳥獣の捕獲に努め、農作物被害の防止に努めます。 

 農林業基盤整備事業では、老朽化により補修工事が増加している銚子ダム関係施設の機

能回復のため、県営農業水利施設保全対策事業を実施します。また、老朽ため池の整備と

して、町単独土地改良事業で角谷池の改良事業を実施します。中山間地域直接支払推進事

業を、新たな視野でとらえた農地や水などの資源の保全と質の向上を図り、自然や景観を

守る地域共同活動や、環境負荷低減活動、化学肥料・農薬の５割削減を行う営農活動に対

し、支援を行う農地･水・環境保全対策事業を３地区で行います。 

林業振興につきましては、森林の持つ国土保全や水源涵養など多面的機能を維持するた

め、間伐を中心とする森林整備に対する支援を行ってまいります。 

次に、商工業の振興につきましては、地域の皆様や商工業の皆様と連携し、本町の文化

と伝統を育みながら、砥部焼まつり、町産品フェスタなどの物産イベントの充実に取り組

み、町産品の需要拡大に努めるとともに、関係機関と連携し、販路開拓に積極的に取り組

んでまいります。また、砥部焼の伝統を継承するとともに芸術性・文化性を高め、新しい

砥部焼文化を創造できる人材を育てます。 

 観光事業の振興につきましては、長期化する景気低迷により、本町観光客数も減少傾向

にあります。高速交通体系の整備により、広域交流の範囲が拡大する中、観光地間競争も

激化しております。こうした状況を踏まえ、砥部の魅力をより高めるため、本町の玄関口

であります拾町地域へ、大型の砥部焼モニュメントを設置するとともに、３３号の千足地

域に整備中の、ポケットパークにも砥部焼を使うなど地域資源を活かしてまいります。さ

らに、広域観光を推進するため、松山市・東温市と連携し、新しい観光ルートづくりや魅

力づくりに努めます。 

雇用対策では、地場産業、地元企業の活性化により、新たな雇用の創出を図るともに、

労働環境の改善に努めてまいります。 

次に、教育・文化の振興についてでありますが、まず、学校教育におきましては人間性

豊かな砥部の子どもの育成を基本目標に、基礎学力の確かな定着を図りながら、個性や創

造性を尊重した教育を展開するとともに、本町独自の地域の特色を生かす教育推進事業を、

地域の人材や自然資源の活用などにより実施し、地域に誇りをもち、心豊かなたくましい

子どもが育つよう、特色ある教育の推進に努めます。 

いじめ問題につきましては、各校に配置を予定しているスクールカウンセラーなどの相

談員と連携して、兆候をいち早く把握し、迅速に対応できる体制を整えるとともに、適切

な教育指導により、いじめを許さない学校経営に努めます。 
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また、学校安全につきましては、引き続き家庭や地域が一体となった危機管理意識の向

上及び防犯体制の充実に努めます。さらに、学校が地域の災害時の避難場所でもあること

から、安全性に配慮した施設へ改善を図るため、麻生小学校体育館の耐震補強工事を行い

ます。 

また、砥部中学校の老朽化を総合的に判定する耐力度調査を実施し、望ましい教育環境

の整備に向けた準備に取り組みます。同時に、中学校統合につきましても、統合検討委員

会の答申を尊重しながら、円滑に統合が進むよう準備を始めます。さらに、将来に向け、

幼稚園運営のあり方についても検討してまいります。 

学校給食については、引き続き衛生管理に万全を期し、栄養バランスの取れた給食の提

供に努めます。 

生涯学習の推進につきましては、町民の皆様が、生涯学習に取り組めるよう、その拠点

となる中央公民館、地区公民館、分館を活用し、地域コミュニティの活性化に努めます。 
図書館においては、開館当初から使用していたコンピュータシステムを更新し、蔵書の検

索ができるようにするなど、利用される皆様の利便性を向上します。 

また、文化会館・総合公園、田ノ浦町民広場は、指定管理者に管理を移行するため、連

携を図りながら、より一層、サービスの向上と効果的な運営に努めます。 

文化の振興につきましては、文化財の調査、保存顕彰事業を推進し、文化財に対する町

民の関心と理解を深めてまいります。また、地域に伝わる伝統的な文化の伝承に努めるほ

か、子どもを対象に、文化活動の体験の場を提供します。さらに、あらゆる人権問題や差

別の解消を目指し、広報活動や小集団学習会・各種相談事業の開催により、人権意識を啓

発し、基本的人権が尊重される町づくりを推進します。 

 社会体育の振興につきましては、社会体育事業の充実を図り、町民の皆様の健康増進の

ため、それぞれの体力に応じたスポーツ、レクリエーションや体操に親しむ機会を充実さ

せるとともに、体育施設の適正な維持管理に努めてまいります。また、自発的に学習でき

る場や機会を提供するため、「生きがいある人生は、豊かな出会いから」の公民館スローガ

ンのもと、出会いと交流の場として、中央館、地区館、分館それぞれの機能を発揮し、町

民の皆様の生きがいと、コミュニティづくりを支援します。 

以上、各種施策や事業の推進に当たっては、議会の皆様、町民の皆様のご理解と、ご支

援ご協力が不可欠であり、協働しながら取り組む必要があります。そのため、町が保有す

る情報は、広報とべやホームページその他を通して、積極的に開示し、行政の公平性・透

明性を高め、町民の皆様の視点に立った行政を進めてまいります。一方、個人情報の保護

を適正に扱うため、条例の厳格な運用と電子情報の管理の徹底などに努め、情報のセキュ

リティを高めてまいります。そして、今後一層、町民の皆様に積極的に町政に参画してい

ただき、行政と住民が一体となって、砥部町の更なる飛躍を目指してまいりたいと思いま

す。特に、平成１９年度策定の長期総合計画には、町民の皆様にご参画をいただきながら、

確実に実行できる、そして夢のある計画を策定いたしたいと考えております。 

 以上、平成１９年度の重点施策につきまして、要点のみ述べさせていただきました。い

ずれも実行に当たりましては、議員の皆様、町民の皆様のご意見ご提案をいただきながら、
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さらに理事者、職員が一丸となって、知恵を出し、創意工夫しながら取り組んでまいりま

す。そして、未来に羽ばたく砥部町を目指してまいりますので、一層のご指導ごべんたつ

を賜りますようお願い申し上げます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（栗林政伸） 平成１９年度施政方針及び行政報告を終わります。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第２ 会議録署名議員の指名 
○議長（栗林政伸） 日程第２会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会

議規則第１１８条の規定により、１５番平岡文男君、１６番山本典男君を指名します。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第３ 会期の決定 
○議長（栗林政伸） 日程第３会期の決定についてを議題とします。 

おはかりします。本定例会の会期は、去る２月２６日開催の議会運営委員会において、

本日から１６日までの９日間とすることに決定しました。これにご異議ありませんか。 
[「異議なし」の声あり] 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって会期は、本日から３月１６日までの９

日間に決定しました。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第４ 諸般の報告 
○議長（栗林政伸） 日程第４、諸般の報告を行います。 
 まず、地方自治法第１２１条の規定により、町長以下関係者の出席を求めましたので、

ご報告します。 
次に監査委員より、１月末日までの例月現金出納検査について、良好であった旨の報告

がありました。 
また、本日までに受理しました請願及び陳情は、お手元に配りました請願・陳情文書表

のとおり所管の常任委員会に付託しました。委員会の審査報告は、３月１６日の本会議で

お願いします。 
傍聴人より会議中の写真撮影及び録音の申し出があり、砥部町議会傍聴規則第９条の規

定によりこれを許可しております。これで諸般の報告を終わります。 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第５ 一般質問 

○議長（栗林政伸） 日程第５一般質問を行います。質問回数・質問時間は従来通り制限

しておりますので、要点を簡潔に要領よくまとめて質問されますよう、議員各位のご協力

をお願いします。それでは、質問を許します。７番、井上洋一君。 
○７番（井上洋一） ７番、井上洋一であります。久しぶりにトップバッターを仰せつか

りましたので、多少緊張しております。それでは２点ほど質問いたします。 
まず、入札制度の改革についてであります。知事が関与した談合事件が続発したのを受

け、昨年末、全国知事会による公共調達改革のガイドラインが公表されました。談合防止

の柱は、一般競争入札・電子入札・制裁強化であります。２月１９日、県の入札制度の改

善策を話し合う県建設業審査会があり、一定基準の価格を下回って入札すれば落札を認め

ない失格基準を２００７年度から新たに導入することを決めました。予定価格の６７から

８５％の範囲内に設定する調査基準価格は現行では事前公表しているが、同価格との同額

入札が相次ぎ、くじ引きによる落札が多発しているとして事後公表にするとのことであり

ます。また、現行１億円以上の工事が対象の一般競争入札を２００７年度に３千万円以上、

２００８年度には８００万円以上に、段階的に拡大するとのことであります。新聞報道に

よりますと、県内自治体の昨年１１月時点で一般競争入札制度を導入している１６市町の

うち、７市町では一度も実施例がないとのことであります。一般競争入札の拡大は、時代

の要請であり、不良業者が入る懸念がある場合、金融機関などの審査を利用する入札ボン

ドを検討されてはどうでしょうか。また、総合評価方式も含め、砥部町として入札制度に

ついて町長のご所見をお伺いします。 
２点目であります。選挙の開票時間の短縮についてであります。茨城県取手市は、マン

ネリ化した開票作業の見直しを打ち出し、キャノンの社員を講師に招き、開票所となる体

育館で職員の研修会を開催したとのことであります。社員らのアドバイスを受け、その結

果、開票は４２分で終了。４年前に比べ、作業にあたる職員の数は２３人少ない１１５人。

逆に票数は約３，０００票増えたにもかかわらず、所要時間は３３分も短縮した。職員に

支給する時間外手当は、ほぼ半減したとのことであります。砥部町でも、各種選挙により

バラツキはあるもののイメージとして長いという印象があります。特に４年前の知事・町

議のダブル選挙の時には、２４時前後に最終確定発表があったと記憶しています。より効

率的な行政運営という視点で、職員の意識改革が大事だろうと考えます。公職選挙法には、

「速やかに結果を選挙人に知らせる。」と規定があります。選挙管理委員会は、正確性や公

平性は当然のことですが、迅速性についても考えるべきです。町長のご所見をお伺いしま

す。 
○議長（栗林政伸） 中村町長。 
○町長（中村剛志） ただ今の井上議員さんのご質問にお答えをいたします。まず始めに、

入札制度の改革についてでございますが、本町は新町発足と同時に入札担当課を一元化し

て制度の改革に取り組んでまいりました。その結果、１８年度から 1 億円以上の建設工事

に一般競争入札制度を導入し、抜本的な改正をしております。特に、一般競争入札では、
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今までに２件実施をいたしまして、非常に大きな成果をみております。本町としましては、

今後、井上議員さんご指摘のとおり、一般競争入札を拡充、充実させていくとともに、指

名入札における指名基準の数値化など、より公平、透明な制度構築に力を注いでまいりた

いと思います。ご質問にありました入札ボンド、総合評価方式、電子入札などの入札制度

ですが、総務省を中心に中小自治体に向けた実施マニュアルや、共同運用などの考え方も

検討されているようでございますので、中期的な課題として考えてまいりたいと思います。 

次に、選挙の開票時間の短縮についてでございますが、私もこの報道を読ませていただ

きました。さすがに、ラインマンがどうすれば時間が短くなるかということを１つ１つ検

証してやった結果、おっしゃられたように時間の短縮ができたということでございます。

当町におきましても、先般行われました愛媛県知事選挙におきましては、開票能率を上げ

るため開票作業台を高くし、作業方法を見直し無駄を省くことで、午後９時に始めた開票

作業は約３４分で終了し、午後１０時１０分にはすべての開票事務が終了しました。この

結果を、平成１５年に行われました愛媛県議会議員選挙と比較してみますと、開票事務時

間は約１時間短縮されました。開票事務は１４人少ない人数で行うことができました。こ

の結果、開票にかかる経費は約３７万円削減され、半分以下の経費で開票事務を行うこと

ができています。平成１７年の衆議院議員総選挙から開票事務の改善を進めておりますが、

開票時間の短縮は事務改善だけでは達成できない部分もあります。しかし、愛媛県知事選

挙において大幅な時間短縮の実現により、経費削減等の効果があったことは、高く評価で

きます。効率的な行政運営において意識改革が必要なこと、そして選挙においては正確性・

公平性・迅速性が求められることはご指摘のとおりでございます。選挙管理委員会は、こ

のことを十分認識していますので、今後、なお一層の事務改善を期待するものでございま

す。以上で、井上議員のご質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（栗林政伸） 井上洋一君。 
○７番（井上洋一） 皆さんご存知のとおり宮崎で談合問題が発生し、県知事が交代をさ

れまして、特に連日連夜、宮崎県の東国原知事の報道がされております。東国原知事のマ

ニュフェストによりますと、平成１９年度中に一般競争入札へ移行することになると。対

象工事の予定価格を１億円以上から一気に２５０万円以上にまで広げることが盛り込まれ

ているとのことであります。詳細については、宮崎県議会を聞いておりませんので分かり

ませんが、新聞報道でありますので。それとこの金額の問題はさることながら、先ほどは

申し上げませんでしたが、この入札契約制度の改革についても問題は地元経済のことであ

ります。当砥部町についても、すべての公共工事を一般競争入札にしてしまえば、ご案内

のとおり、東京の方から大手ゼネコンが押し寄せて、この地方の工事を取ってしまうと、

そういうおそれは十分にあります。ましてや、その地元の企業が下請けに回って安い請負

額で犠牲になるという危険も考えられます。その辺りの整合性が一番重要な部分ではなか

ろうかと思います。また、この入札については以前質問いたしましたが、昨年土居美智子

議員さんも質問されております。先ほどの事前公表と、事後公表の問題でありますが、新

聞報道でも事後公表は県内ではどうも砥部町だけみたいであります。県は事後公表にした

いとのことでありますが、どちらが良いのか悪いのかという理論もあろうかと思います。
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その辺も含めて、先ほどの総合評価方式と絡めて再度その金額と、その地元の関係との答

弁をしていただきたいと思います。それとこの開票の関係ですが、町長の方のご努力で１

時間短縮したと。３７万円削減したと。これは努力の成果であって、やはり評価していい

と思います。良いことは良いことで、こういうことも広報とべにでも載せて、やはり頑張

っているよというようなことも報道してはいかがでしょうか。それも含めまして再答弁を

お願いいたします。 
○議長（栗林政伸） 中村町長。 
○町長（中村剛志） 井上議員さんの再質問にお答えをさせていただきます。まず、一般

競争入札。先ほどもご質問の中でもいただきましたように、愛媛県は１９年度になります

と、３千万円以上は、一般競争入札。そして２０年度になりますと、８００万円になると

いうことでございます。それでは砥部町はどうかということでございます。砥部町も一般

競争に向かっていくということは紛れもない事実でありますし、今後進めていかなければ

ならないと思います。そして、先ほど井上議員さんからご指摘もありましたように、地場

の業者をどうするかというこの大きな問題も一つ抱えております。やはり砥部町にとって

は土木建設業も大きな事業の一つでございます。そしてまた、いざ災害というときに役に

立つのは地元の業者であるというふうに思っております。しかし時代のすう勢があり、そ

れぞれの土木業者さんが今まで以上に努力をしていただいて、そして、今までが適正でな

いというわけではございませんが、もっともっと安く適正な価格を設定していただいて努

力をしていただくということは今後必要ではないかというふうに思っております。そうい

うことで、今後の一般競争入札の中で地域指定とか、そういう問題もいろいろ出てくると

思います。これは県においても同じ方向であると伺っておりますので、県においても愛媛

県内に本社があるとか、そういう限定も一部入るのではないかというふうに思っておりま

す。そういうことで、この入札制度については議員の皆様方とも十分に議論を交わして、

そして砥部らしい良い方向で、私は進めて行きたいというふうに思っております。また、

事前の金額公表につきまして、砥部は事後ということでございます。昨日、たまたま久万

町長さんと同席しまして、この話題が出ました。久万は、事前に公表しておりますが、「案

外事前に公表しても高止まりしていかんな。」という話を久万の町長さんからはお伺いをい

たしました。いずれにいたしましても、両方とも長短があると思います。そういうことで、

この辺もまた検討の課題のひとつというふうに思っております。入札につきましては、公

正ということは一番大事なことでございます。このことは十分に肝に銘じて進めていきた

いというふうに思っております。 
次に開票作業の事ですが、お褒めをいただきまして本当にありがとうございます。私も

自分で選挙に出まして、なかなか開票結果が出ないのでイライラして事務所で待った覚え

がございます。やはり迅速に開票作業を進めて、出来るだけ早く町民の皆さんに結果を知

らせるということは大事なことであるというふうに思います。そういうことで、今後もい

ろんな角度からさらに検証いたしまして、短時間で、そして少ない人数で出来るように努

力をしていきたいというふうに思います。どうぞよろしくお願いいたします。 
○議長（栗林政伸） 井上洋一君。 



 14

○７番（井上洋一） 今の再答弁で、町長、この来年度、平成１９年度からいろんな角度

から検討されると思います。昨年の愛媛新聞ですが、公共工事の落札率を県内のを見てお

りますと、砥部町は９２．７％と。県内でいえば、まずまずかなというところには載って

おります。そんなことで、特に砥部町がどうこうというわけではございませんが、県内で

も更なる努力をしていただきたいと思います。また、この一般競争入札の関係ですが、県

内で結構高い所ございます。各自治体、平成１９年度にいろいろ検討されていくだろと思

います。この、大洲の１５億円とか、八幡浜市、西予市の１０億円以上とか、こんな金額

になれば現実論として、そんなにある金額じゃないだろうと思います。よっぽどこう大き

い工事がなければ、これだけの金額を出すというのは本当に少ないだろう思います。こう

いうのは形骸化だろうと私は思います。そんなことで、砥部町は常識の範疇の１億円です

ので、これは特に悪いというのではございません。いろんな角度からご検討を願いたいと

思います。そんなことで、この一般競争入札について、入札制度そのものですが、本当に

難しいと私も感じております。両方の分野で本当に良い物を皆さん方で一緒になって作っ

ていっていただきたいと思います。以上です。答弁はいりません。 
○議長（栗林政伸） 井上洋一君の質問を終わります。ここで暫く休憩します。再開は１

０時３０分。 
 

午前１０時１４分 休憩 

午前１０時２９分 再開 

 

 
○議長（栗林政伸） 会議を再開します。４番、土居美智子君。 
○４番（土居美智子） ４番、土居美智子でございます。私は３つの項目についてお尋ね

したいと思います。 
最初に下水道財政についてお尋ねします。平成１８年の春、今までのまちづくりの発想

に対して１８０度の転換を求めるともいえる従来の日本の政策運営の原則を完璧に逆転さ

せるような「まちづくり三法」が成立しました。「中心市街地活性化法」「都市計画法」「大

店舗立地法」この三法です。従来の考えと大いに変わった点は、１、８つの府と省庁の共

同作業であること。２つ目に、人口減少、右肩下がりの社会となったことをしっかりと認

識し、従来の右肩上がりの経済社会を前提としてきた政策を根本から転換する方向に舵を

切ったことです。政府の胸の内の苦しさが見えるようです。さて、内閣府は各省がばらば

らの縦割り行政ではまちづくりの推進はできないと認識し、農林水産省は、食料自給率が

４０%を切る状況の中、これ以上田畑を潰すことは認められないと結論付け、総務省は、

悪化する地方自治体の財政状況の中、すべての地方都市の下水道事業を整備し負担維持す

るには財政余力を失いつつある現状では無理と判断。国土交通省、文部科学省、厚生労働

省、警察庁もそれぞれの思惑でこの三法が成立したのではないでしょうか。政府自体が今

の日本を右肩下がりと認識したことは大変重要なことです。１８年３月、総務省の「今後

の下水道財政の在り方に関する研究会」の報告書の中に提言という形で出されております
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が、もちろん町長はご存知と思いますが、その報告書によりますと、「下水道事業は長期間

と多額の投資を必要とするものであり、整備については計画的に行われることが必要であ

る。特に処理施設の選択には多様な処理施設の中から、地域の特性にあった最も効率的な

ものを選択するよう十分留意する必要がある。」と提言しております。お尋ねします。交付

税措置分として９６億円を計画していますが、この考え方に間違いはないのかどうか。今

回ろ過方法を変更したい旨の提案がありましたが、この方法を採用した場合、財政計画は

どう変化するのか。また、受益者にはどのような影響がありますか。具体的に金額で知ら

せてください。また、運営方法として、企業会計を採用する考えはありますか。以上の４

点についてお尋ねしたいと思います。町長のご答弁をお願いします。 
２つ目について、山村留学制度についてお尋ねします。学校が家族、地域と三位一体で

機能することが教育環境の理想とされておりますが、現社会では、この三者の関係がバラ

バラの状況にあり、特に地域的教育環境として、地域の教育力が取り沙汰されています。

１９６０年代の高度成長期において急速に進んだ人口の大都市流入による家族規模の縮小

と形態の変化に伴い、家庭の持つ養育・教育機能に変化が生まれてきました。過疎化の進

んだ山村の郷土芸能の伝承、里親制度による擬似親子の子供の養育など、都市と山村の交

流を通して、地域社会の教育機能を最大限に活用し、地域の活性化を求めることが、山村

留学が教育の場として重要な役割を果たすのではないでしょうか。私たちが視察に行った

長野県八坂村、安曇町小谷村の山村留学は地域住民と一体となる運営により、村民、留学

生そしてその子どもの家族をも巻き込み、改めて家族を思う親子関係を創造しています。

まさに、山村留学は今日的教育問題の解決の手段となるのではないだろうか。砥部町高市

地区にあります留学センターについて真剣に考えなければならないと全員が感じて、行動

計画案を話し合いながら帰路につきました。残念ながら現在諸事情により計画は実施でき

ておりませんが、可能な時期がくれば実施したいと考えています。教育長にお尋ねします。

砥部町にとって山村留学の意義、目的は何でしょうか。山村留学制度の存続について、ま

た将来の見通しはいかがでしょうか。以上、２点をお尋ねしたいと思います。よろしくお

願いします。 
３つ目として、女性模擬議会開催についてお尋ねします。緊縮財政が続く中、手数料、

利用料等の値上げ、最も関心があるのはごみ有料化。もちろん下水道工事による第二の夕

張市になるのではないかという財政不安。台所を預かる女性にとって黙って見過ごすこと

ができないのではないでしょうか。また、介護保険料、国民健康保険、高齢者問題、少子

化と地域の関わり方、障害者自立支援法の行方など地域福祉については多くの問題がある

と思います。合併後はや２年が過ぎました。それぞれの地域からも要望、あるいは疑問が

あるのではないかと思います。体育施設、文化会館の指定管理者制度など、目まぐるしい

変化に理解が不十分ではないのか、と心配しています。十分に日頃の疑問を聞くためにも

女性の模擬議会を開いてはどうでしょうか。住民の参加でまちが活気づき、少しでも行政

に興味を持っていただくことは、これからのまちづくりには必要ではないかと考えます。

開催日は、土・日曜日か夜間に行い、多くの住民の方が傍聴できるよう配慮していただき

たい。できるならば、１階ロビーのテレビにも放映できるといいのではないでしょうか。
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町長のお考えはいかがでしょうか。お尋ねします。以上３点でございます。よろしくお願

いいたします。 
○議長（栗林政伸） 中村町長。 
○砥部町長（中村剛志） 土居美智子議員さんのご質問にお答えをさせていただきます。

下水道事業に関しましては、日頃から非常にご理解をいただき、そしてまたいろんな研究

もしていただきまして本当にありがとうございます。私と本当に考え方は一緒だなという

ふうに思っております。と申しますのもやはり、下水道事業というのは時代にあったもの

をやらなければならない、その時代にあったものをやるということ。そしてまた、効率的

なものをやっていかなければならない。やはり、技術の進化とかそういうものもあります

ので、私もいつも言っておりますように、とにかく整備していくにしても、計画を立てる

段階、第１次工事はできましたけども、第２次、第３次とやっていく中で、やはり計画を

見直しながらやっていかなければならないというふうに言っております。そういう点にお

きましても、土居議員さんとは同じ考え方ではないかというふうに私は思っております。 

それではまず１点目の起債の交付税措置につきましてのご質問でございます。この起債

の償還金の５０％が、交付税措置になります。９６億円という下水道基本計画の中で立て

ておりますが、この数値は、この間も下水道の特別委員会でも申し上げました、一番最初

にやるのは国が示す全国一律の費用関数式で計算した概算事業費から算出しているという

ことです。それで、確定値ではありませんが、今後、実質、事業費の変動、実施設計をし

て変わってくるものでございますので、これは平成１８年度から、下水道事業に係る財政

措置が今行なわれていますので、今後、変更があるかと思います。しかし、現時点での考

え方としては費用関数で計算しておりますので、間違いということではございません。 

２点目の、処理水のろ過方式の変更につきましては、変更することで設計工事費が約１

億円減少することになり、町の負担が軽減されます。そういうことで、町にとっても１億

円倹約できるということで非常に良いことだというふうに思います。 

そして３点目の、受益者の皆様への影響についてでございますが、これは一部ではあり

ますが、負担が軽減されるというのが考え方としては妥当なんではないかというふうに思

います。 

そして、４点目の企業会計の導入でございますが、これ私も、なんか前にもご質問いた

だいてご答弁させていただいたと思います。それで今、総務省において地方公営企業の会

計基準等について検討されておりますので、経営状況がより明確に示される会計システム

が確立した時点で導入を検討したいというふうにご答弁させていただきました。これにつ

いては今も変わりございません。やはり、今日の所信表明でも申し上げましたように、こ

れは下水道というのは、自分の受ける受益、受ける方と、受けない方というのがございま

すので、出来れば企業会計で成り立つようにしたいというふうに考えておりますが、近隣

の町村とのバランスもある程度は考えなければなりませんので、今後そういうことも入れ

てこの下水道事業に取り組んでいきたいというふうに思っております。 

そして、山村留学制度につきましては、教育長の方から答弁をいたしますので、よろし

くお願いいたします。 
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そして、３項目目の女性の模擬議会についてでございますが、過去にどういう議会があ

ったかということで調べてみますと、平成元年に、砥部・原町婦人会の代表２５人の方が

議員になって、そしてまた、議会議員の２２人の方が理事者になって女性模擬議会が開催

されているようでございます。模擬議会というのは、町政への理解促進という意味におい

て非常に有効な手段であると思います。その中で、ちょっと若干気になることは、やはり

イベント的な要素が高くなるのでその辺を注意して開きたい、開かなければならないと思

っております。そしてこれは、平成１５年度、１７年度にも土居議員さんからご提案をい

ただいております。そして１５年度に募集をいたしました。これは土居議員さんにも格別

ご尽力をいただきましたが、応募が３名しかいなかった。これは、期間が短かったという

こともひとつの原因であると思いますし、それともう一つ考えられるのが、とべの宝箱や、

ホームページでご意見やご提案がいつでも言えるというのが一つあったのではないかとい

うような気がいたします。しかし、この女性模擬議会というのも必要な会であると思いま

すので、今後もう一度いろんな角度から点検をしてまた土居議員さんにもご相談をしたい

と思いますので、いい方法で考えてみたいというふうに思います。そしてまた住民参加の

まちづくりのポイントは、町民の皆さんから、いかにして多くの町政に対する意見を引き

出すかというところだと思います。まず、意見が出る土壌を作ることが大切でありますし、

その土壌が出来上がれば必ず女性の皆さんに限らず、おのずと町政に対する意見が男性か

らも、子供からも、お年寄りからも、出てくるというふうに考えております。今後もいろ

んな手段を持って町民の皆様からご意見やご提案をいただき、町民の皆さまの声最優先の

まちづくりを基本理念に、町民の皆様が自由に自分の意見が言える明るいまちづくり、心

の通うまちづくりを進めてまいりたいと考えております。以上で土居美智子議員さんのご

質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（栗林政伸） 佐野教育長。 
○教育長（佐野弘明） 土居美智子議員さんの山村留学センターのご質問に対してお答え

申し上げます。議員さんが視察をされました長野県の小谷山村留学センターでございます

が、小学校の統合それから財政難から平成 17 年度末でいったん廃止されましたけども、現

在は、ＮＰＯ法人により運営が再開されているというふうに聞いております。ここの事例

につきましては、篤志家による運営資金の提供があるというふうな特殊なケースではない

かというふうに考えております。ご質問の山村留学の意義・目的についてでございますけ

れども、ご承知のとおり、豊かな自然の中で異年齢集団の生活をしながら自然体験や勤労

体験など様々な体験活動や経験を通して、自立心や生きる力、こういったことを身につけ

ることにあるわけでございますし、一方地元の子どもにとりましても、新しい仲間から刺

激を受けながら、それぞれの長所を伸ばして豊かな人間性を養うということができる大き

な教育的効果もありまして、ご指摘のような理想に近い教育環境で運営されておるんでは

ないかというふうに考えております。一方で、地域の多くの方々のご支援をいただきまし

て、年間を通じて様々な体験事業を行っております。地域と共に歩む留学センターとして、

過疎化傾向にある地域の活性化対策としても期待をされておるものでございます。留学制

度の存続、あるいは将来の見通しにつきましては、この留学センターについて、県もその
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意義を理解していただきまして、財政的な支援をしていただけるということになっており

ます。また、新年度からは町内の児童も留学の予定がございます。今後も町内の多くの子

供にも留学していただき、そして、豊かな自然の中でたくましく育ってほしいなというふ

うに思っておるところでございます。以上で、土居美智子議員さんのご質問に対する答弁

とさせていただきます。よろしくお願いします。 

○議長（栗林政伸） 土居美智子君。 
○４番（土居美智子） まずは、下水道財政の方から再度お尋ねをしたいと思います。先

ほど町長さんの答弁の中に、これは費用関数によって９６億円というお金が出たという計

算の報告だったと思うんですけれども、実はこのいわゆる財政交付税措置という意味合い

なんですけど、まず私が確認したいと思いますのは、交付税措置の意味は、下水道事業費

はですね、基準財政需要額、非常に難しい言葉なんですが、に加算ができる費目であると

いうこと。それぞれの需要額を積み上げましたその基準財政需要額から、いわゆる砥部町

における基準財政収入額を引いたものが、それに対する財源の不足分としてそれぞれの団

体に交付基準額として入ってくるもの。というふうに私は理解しておるんですけども、も

し私の考えが違っておりましたらまたご指摘いただいたらよろしいかと思います。まず、

下水道事業で算入できるのは雨水処理費用分として、元利償還金の４５％、単位費用とし

て５％、計５０％が今算入できるとなっておりまして、公共下水道財政の中の、起債償還

費は合計が１９３億１，６００万というふうに計画されております。これの５０％が９６

億５，８００万。このように表の中では見受けられます。そうしますと、もし総務省の事

務次官から各都道府県あてに財政運営上の留意事項が通知されておりますけれども、まず、

この５０％ということになりますと、５０％が９６億５，８００万。それから砥部町の基

準財政収入額を引くということになりますと、もちろん全部を合算してますから、下水道

の分がどれだけになるかというのはまずありえませんけれども、もし町の財政が、収入が

６０％あって４０％が不足分であるとすれば、この９６億５，８００万から４０％しかい

ただけないのではないか。そうしますと、非常に大きな額が過剰に予算計上されておるの

かなと、計画されておるのかなという危機感を非常に持っておりますので、私の考えが違

っておりましたらまた教えていただけたらと思います。あの、総務省の方が言っておりま

すのはですね、使用料金につきましては積極的に使用料金の適正化を図りですね、地方公

営企業法の財政規定に基づいて新規に着手する団体にあっても、企業会計法を実施するよ

うに、このようなことを通知しておるかと思います。まず今我々が徴収されるお金としま

してですね、雨水分は公費で行いますよと、それから汚水分は私費で、自分の方でいわゆ

る受益者が負担しなさいよと、独立採算制の原則を踏まえて適切な使用料徴収を行ってい

くこと。各団体は安易な一般会計からの繰出しを行わないように計画しなさいよというこ

とを提言していると思います。今後は一定の使用料金の徴収を前提とするような方向にも

検討がされていくように書かれております。また雨水・汚水の資本費の対比をみますと、

雨水が３、汚水、いわゆる生活廃水の汚水部分が３と計算されておるんですけれども、決

算を行いまして、その決算から見ますと、全く数字が逆転されておりまして、雨水が３、

汚水が７と、このような決算が出ております。それによりまして、今後、公費負担分ので
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すね、雨水に対して、今いわゆる７の部分に対してですね、やはり検討しようということ

になりますと、砥部町の場合は雨水の処理については管を入れないわけですから、いかに

これらが減っていきますと、需要交付税措置分が減っていくのではないかと、このように

思っております。私が町長に提言したいのはですね、ろ過方式が今度変更になります。こ

れを最大のチャンスとしてですね、下水道が砥部町にとって最大の重要課題なのか、これ

からの高齢社会に財政は大丈夫なのか。町民が心配する破綻の町にはならないのか。その

根拠は町民に示すことが出来るのか。これらの問題をしっかりと検討する必要があるので

はないかと考えます。急がば回れです。勇気がいることですが、一度立ち止まって再検討

すべきではないかと思います。いかがでしょうか、町長の考えをお知らせください。 
 それから、山村留学センターの話なんですけど、教育長の方からご答弁をいただきまし

た。本当に山村留学制度、私も去年の１０月、秋祭りに高市地区に入っていきました。そ

の時に言われましたことはですね、「土居さん、この子供たちがいなくなったら、祭り出来

んのよ。」と。たまたま私の家の近所に、高市地区からお嫁さんにきていらっしゃる方がい

らっしゃいまして、「土居さん、私らが子供の時、１００人子供がおったのよ。」と。まあ

こういう話です。しばらく祭りも途絶えていたけれども、留学センターが始まって、やっ

とお祭りが、もっともっと縮小されたお祭りが今現在行われている。もちろん祭りだけじ

ゃないんですけれども、そのように本当に伝統的な行事を伝承していくためにもですね、

この留学センターというのは非常に地域に貢献しているのかな、とこのように感じます。

ただ、私たちが心配しますのはやはり財政の問題なんですよね。先ほど教育長さんの方か

ら、県の方も理解していただいて、財政の支援が受けれますよ、というお話でしたから、

多少安心もしておるんですけれども、やはりこれは本当に、生きた訓練の場であるんじゃ

ないのかなと、このように思っています。しかし、今のままの留学センターでいいのかど

うかと。やはり私たちの、その当時のいわゆる総務文教常任委員会の全員のメンバーはで

すね、特色を持った留学センターにしなくてはならないのじゃないか。やはり２箇所を視

察しました時に、本当にそこの担当者の方たちの熱の入ったですね、意見をあるいは考え

方を聞かされましてですね、私たちの方も本当に真剣にこれを考えていかなければならな

いのではないかというふうになりました。なにか継続するのか、廃止するのか、というと

ころにですね、私たまたまこの間、中学校統合の審議会に傍聴に行かさせていただきまし

たけれども、やはり地域にある歴史というものの重さをですね、つくづく感じたわけなん

です。ですからこれを考えますときに、プロジェクトチームを早めに作りあげまして、長

期間この問題について検討して、砥部町にとってどんなメリットがあってどんなデメリッ

トがあるのかそこを洗い出してですね、継続するのか廃止するのかということに結論を付

けるのがベストではないのかなと思っておるんですけど、教育長さん再び申し訳ないんで

すけど、ご答弁をお願いしたいと思います。 
 それから、女性の模擬議会ですけど、本当に前向きにご答弁いただきましてありがとう

ございます。前回におきましては、私も個人的な思惑が入ってはいけないと思いまして、

皆さんにお知らせすることもしなかったんですけども、やはり女性が５０%生活をしてい

るわけですから、やはりいろんな会合におきましても、もっともっと女性の登用といいま
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すか、参加が必要なことでないかと思っております。そういう点では町長さんと同じよう

な考えだと思いますので、是非前向きに取り組んでいただきたいと。よろしくお願いいた

します。 
○議長（栗林政伸） 中村町長。 
○砥部町長（中村剛志）交付税措置につきましては担当の係より答弁をさせていただきま

す。それから、先ほど急がば回れということで、もう一回下水道を見直したらどうかと。

私、ちょっとひとつだけね、ここは違うんですよね。やっぱり議会でご議決をいただいて、

皆でやろやということあげたらですね、もう決まって、そしてまた急がば回れ。これは私

はいかがなものかというふうに思います。やっぱり正直言って、私も皆さんとご相談しな

がらこの公共下水道事業は進めてまいりました。私も何度も通って、土地の交渉その他も、

本当に私は一生懸命やらせていただいたというふうに自負をしております。そういうふう

にして、皆さんとご相談をしながら進めてきた事業に対して、今もう一回急がば回れ。や

っぱりもう一つ言えばチャンスを逃すなというのもあるわけです。そういうことでせっか

く私は、ここまで議決もいただいて、議会の皆さんと共にこの下水道事業をやるというこ

とであれば、私はいい方法はないかということで、これからは私は進みたいというふうに

思います。そういうことで、皆さんと共に、私はもちろんご相談を常にしながら砥部町に

とっていい下水道ができる、そして財政的にも耐えうるものをやはりやっていかなければ

ならないというふうに思っておりますので、その辺がちょっと私、今日の土居議員さんと

意見が一致しているなと思っていたんですけど、今のご意見聞くと、若干違いがまだある

なというふうに思いました。そういうことで、ご意見としては当然賜っておりますし、そ

の検証をし直すというのも必要かもしれませんが、それはあくまで過去のことであり、こ

れから前向いて砥部町の町民の皆さまのために、生活の利便性、そして健全財政を守って

いくにはどうすればいいか、それを考えていきたいというふうに思っております。 
 また、女性議会については意見も同じでございますので、この点については今後、いろ

いろお話をさせていただいて進めていきたいと思います。以上です。 
○議長（栗林政伸） 佐野教育長。 
○教育長（佐野弘明） 土居美智子議員さんの再質問にお答えいたします。特色を持って

運営をというお話しでございました。現在の山村留学センターにおきましても、地元の方々

のご協力をいただきまして、先ほど申し上げましたように、年間を通していろんな自然体

験的な、その山村の特色を生かした体験活動というのを展開をしておるところではござい

ますが、またいろんな方のご意見をいただいて検討させていただきたいというふうに思っ

ております。財政的な問題につきましては、先ほど申し上げました。確かに、過去かなり

の財政負担があったわけですけども、このセンターの持つ教育的効果、意義に対して県の

方が支援をしてやろうというふうなことでございますので、若干和らぐことがあるのかな

というふうに思っております。全体の将来に向かっての考え方につきましては、いろんな

方のご意見もいただき、山村留学センターの運営協議会という組織もございますし、地元

の方々の、支援をしていただいている皆さんの声も拝聴したいというふうに考えておりま

す。そこらあたり、いっぺんにすぐこうするとかいうのではなくて、今までやってきた意
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義、そしてその効果、あるいは地元との繋がり。先ほどお話もございましたように、祭り

が復活できたということもございます。そういったものも含めて総合的に考える必要があ

ろうというふうに思っております。参考までですけれども、先ほどご質問の中にありまし

た、視察されました長野県の小谷の留学センターですけども、今までは年間を通しての留

学制度を実施しておりましたけれども、新年度からは短期の体験留学に制度を改めるとい

うふうな運営方法を変えるというふうなことを聞いております。そこの原因がどこにある

のか、私どもは聞いておりませんが、そういったことも参考にしながら将来に向かっては

十分検討させていただきたいというふうに思っております。以上でございます。 
○議長（栗林政伸） 東岡課長。 
○下水道課長（東岡秀樹） 土居美智子議員さんのご質問にお答えをさせていただきます。

まず、下水道事業の交付税措置の件でございますが、ご承知のように普通交付税と申しま

すのは、先ほど議員さんも言われましたように、自治体が基準財政需要額と、基準財政収

入額とを一定の基準より算定をいたしまして、調整率による調整を加えまして、基準財政

需要額が基準財政収入額を超える団体に対しまして、その差額が普通交付税として交付さ

れるものでございます。交付税措置と申し上げますのは、基準財政需要額への当該経費の

算入のことでございまして、下水道事業の場合で申し上げますと、現行制度では起債償還

金の５０％が交付税措置されるということになっておりまして、交付税算定時に基準財政

需要額に算入されるということでございます。つまり、再算定年度の下水道事業の償還金

の５０%分を基準財政需要額に計上するということでございます。次に繰出金の関係でご

ざいますが、これは議員さんも言われましたように、雨水公費、汚水私費の費用負担の原

則の元に、公費で負担すべきものが地方財政計画の中に計上されておるものでございます。

雨水分に係る資本につきましては、中長期的に雨水汚水全体の７割になるとの前提にたち

まして、地方財政計画上、７割を公費負担として計上されておったわけでございますが、

分流式の普及によりまして、雨水分の比率が一貫して減少傾向にあるということで、現時

点での決算における雨水分の資本比率というのは、先ほど議員さんも言われましたように、

約３割となっとりまして、下水道繰出金についての実態を踏まえた上で公費負担の必要性

を明確にしまして、合理的な財政措置をするということが必要ということで見直しが行わ

れたものでございます。この見直しにつきましては、先般の土居議員さんのご質問にあり

ましたように、昨年、見直しが１８年にございました。これにつきましては、まず分流式

の場合につきましては、雨水は１割としますということでございます。そして、新たに汚

水の公費負担が決められまして、汚水の公費負担分につきましては、処理区域内人口密度

に応じて、償還金の２割から６割の５段階を区分して公費対処するということでございま

して、人口密度が高くなれば公費負担は下がるということになっております。まず、処理

区域内人口密度が２５人未満の場合は６割、２５人以上５０人未満の場合は５割、５０人

以上７５人未満の場合は４割、７５人以上１００人未満の場合は３割と、１００人以上は

２割というふうなことになりまして、これに雨水の１割を加えるということでございます。

したがいまして、本町の場合を例えますと、供用開始までにつきましては、処理人口密度

がございませんので雨水１プラス汚水が６になりますので、公費負担については７割とい
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うことで、交付税措置が変わりません。ただ、供用開始の２年目以降につきましては人口

密度が２５人から５０人未満になりますので５となりまして、１の雨水分足しまして６と

いうことで、７割が６割になるということでございます。これが１割減少になった分がこ

の交付税措置にどのように影響するというのは現時点では国から具体的な指示がございま

せんので申し上げることが出来ないわけでございますが、今後これらの情報につきまして

は、情報収集いたしまして、経費削減、コスト削減に努めまして、影響がないようにした

いというふうに考えております。以上でございます。 
○議長（栗林政伸） 土居美智子君。 
○４番（土居美智子） まず、町長からのご答弁の方から入りたいと思います。下水道の

財政の問題です。私、おそらくこのようなお返事が返るだろうと、もちろんそれ承知の上

で下水道の見直しを発言する、この覚悟はですね、本当に両手突いてもいい、土下座して

もいい、どんな批判浴びてもいい、なぜ私がこれだけ強く言うのか、実は私ここにひとつ

の棒グラフ持っています。これは国土交通省が１４年度の決算の中で作成したものです。

借金が減らないんです。右肩上がりで、ずっと上がっているんです。これを見たときに、

この工事をするんであれば、住民に本当にどれだけ、いわゆる使用料金が幾らに設定した

らどんなふうになるのか、何が増えていくのか、借金はもしかしたら返済していきますか

ら減るかもしれないけど、逆に一般財源から、一般会計から、いわゆる借入金が増えてい

るんです。この現実を私たちが見たときに、どのようにして町民の皆さんに説明をするの

か、私は、何人にも言われています。「土居さん、１回議会で決まったことじゃないか。」

それも言われております。だけど、こういう国土交通省が作成した棒グラフを見せられた

ときに、私たちが本当にいいのかどうか、じゃあ３千円の利用料金を取ったときにどれだ

けの規模のものが設置出来るのか、本当に８０%のときはどれだけのものになっていくの

か。赤字が増えていくのか。６０%だったらどうなのか。いろんな資料を見てみましても、

大体５０％から６０％までが接続率、いわゆる収入率と言ったらいいんですかね。１００％

なんか、こちらの表を見ますと、１００％にするためには、砥部町の場合でしたら人口密

度が２５から５０になると先ほど東岡課長の方から言われました。これで１００％の経費

を回収しようとしたら、月６，１４６円徴収しなさいよと、こういう実数字まできちっと

できる表を見たときに、果たして議会に通ったからいいのか、じゃあ議会が通ったんだか

ら、議会が責任持つのか、この問題が起きてくるかと思います。それから先ほど東岡課長

さんが言われました基準財政需要額に５０％を算入できますよというのは言われましたで

すね。我々の手元に届くときはそれから財政基準収入額が差し引かれるわけですよね。そ

れは、おそらく一個一個の費目ではないと思います。トータルして幾らと。砥部町として

幾ら、ということであれば９６億円が丸々入るんではないんではないか、この懸念が私に

はあります。そうすると私たちに頂いた財政の計画表というのはまったく成り立たない。

大体今、２万人の町村において、下水道工事をした場合、年１８万くらいの利用料金を頂

かないとやっていけない。それでも一般財政借入金がぐんぐんと増えてくる。財政がマイ

ナスにならないと、マイナスでない、ゼロにならないと。こういうことが報告されている

中で、いくらきれいに健全財政をやりますと言われても、我々は本当に今がちょうどいい
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チャンスです。ろ過方式を変更するその時点の時につかまえて、もう一度真剣にこれは考

え直すべきじゃないかな、でなければ本当に我々が破綻の道に転落していくのか、あるい

はやっとこさ思いとどまっても福祉関係、教育関係の費用は削減されていくのか、町民税

が上がっていくのか。こういう議論が当然なされる。私はお願いしたいのは、本当に職員

の皆さんも一丸となって、この財政のことについて考えてほしいと思います。もちろん町

長の公約でありますから、我々だってすべてを無げにしようという考えはありません。良

い物はどんどん取り入れたい。だけど私たちに現時点に知らされたものは、利用料金すら

住民説明会の中で明確にされてない。近隣の町村の利用料金がこれほどになっています。

松山市、東温市、それぞれの町の料金が手元に示されただけで、砥部町としてはどれだけ

っていうお金は、もちろん工事費用は変わりますけれども、現、今計算されている費用の

中で計算した場合に砥部町はこれだけになります、この答えすらも出来てない住民説明会

を見聞きした時に私は、砥部町の皆さんは本当に寛大な心をお持ちの方だなとこのように

考えました。もう一度、本当に今やっているこの工事が砥部町にふさわしい工事なのか、

どうしても下水道をやらないといけないということであればですね、規模として一点に集

中して購入するのがいいのか、２億５千万もかけてポンプアップしなければならない所に

工事をすることがいいのかどうか、多くの問題を抱えています。私も今までは決まったこ

とですので、黙ってはおりましたけれども、やはり今のチャンスをつかまえてこれを言っ

ておかなければならないと思って今日発言しております。また下水道の財政問題のこれか

らを研究している会があります。その中で交わされた意見の中に、人口密度の低い所、効

率の悪い所に財政措置をすることが、下水道財政のためになるのか、このようなことまで

発言されております。ぐんぐんぐんぐん下水道に対する国の考え方は厳しくなっておりま

す。もちろん下水道が完成するときに、私たちの命が有るのか無いのか自分でもわかりま

せんが、３０年もよう生きていないと思います。真剣に考えていただきたい。それで住民

の皆さんに絶対大丈夫です、これだけの料金です、と言える所まで皆さんで諮って計算し

ていただきたい。もちろん今回のように１億円の資本費がマイナスになった場合には安く

なりますよ、だけどもしかしたら、他の不足の部分で値上がりがあるかもしれない、それ

らを考えたときに、本当に真剣に考えなければならない問題じゃないかな。もし今でした

ら、いわゆる運営の方式はＰＦＩ方式であったりＰＰＰ方式であったりとか、今流行りの

市民債、町民債を、町民債と言うんですかね、発行してですね、というふうに町民の方か

らの投資を受ける方法とかいろんな方法ありますけれども、その前に、この今現在計画さ

れておる、いわゆる下水道事業団が我々に提示している、この下水道の規模が砥部町にお

いて的確なものなのか検証していただきたいなと、このように考えております。本当に泣

きたい気持ちで今言っているんです。これから先、私が砥部町内において非常な批判を浴

びるのは覚悟の上なんです。それぐらい、やはり現実を、こういう数字を、国土省が出し

ている数字を見せられた時に私たちは、まあまあ行けるがなと、いう気持ちではやれない。

将来の子供たちにただでさえ地球温暖化において負の、マイナスの負担を背負うとする子

供たちに、これ以上のことを背負わすことはないんじゃないか。今、留まるしかないんじ

ゃないかなと、このように思って発言しました。終わります。 
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○議長（栗林政伸） 土居美智子君の質問を終わります。１７番、玉井啓補君。 
○１７番（玉井啓補） １７番、玉井でございます。３点についてお尋ねをいたします。

１点目、財政問題についてですが、先ほど土居美智子議員さんの公共下水道問題と併せて、

ちょっと重なる点がありますが、ご了解のほどお願いするとともに、ちょっと声が悪いの

でいよいよ聞き取りにくい面があるかと思いますが、併せてご了解いただきたいと思いま

す。 
さて、三位一体で国庫補助負担金が削られる。税源移譲もやられない、そこに交付税の

切り捨てだということになりますと自治体全体が福祉や教育や暮らしを守るという本来の

機能を果たせなくなるということですから大問題です。結局は鳴り物入りの小泉政権での

三位一体論は政策案がない崩れた見通しの甘さであったことを証明しております。また、

最近のとべ広報では、公共下水道の話の連載と、砥部町行財政改革が主なものです。そこ

でお尋ねいたします。７点でございますが、平成１８年６月に説明がありました砥部町財

政健全化計画には次のように書かれています。１、健全な財政運営をしていくためには、

町債の発行を極力抑え、起債残高を減らしていかなければなりません。その結果として、

公債費の減額を図り弾力性を高めていきます。健全化計画の見通しの中では、普通会計の

町債残高は６０億円まで減らせる見込みですが、公共下水道事業に着手することから特別

会計の方で町債残高が膨らんできます。平成２３年度以降は、町全体の町債が１００億円

を超えることになります。今後の財政運営では、特別会計側の公債費負担を考え、できる

だけ普通会計での町債発行を抑えておく必要があります。と書かれております。一般会計

平成３１年度、５８億５千万円。公共下水道特別会計、５７億６千万円との計画ですが、

果たして計画通りにいくのかどうかが問題です。参考までに岸和田市が２市合併で、公共

下水道計画をされておりますが、維持管理費計画が１０億円の勘違いがあり、現在大きな

問題になっています。１２月議会の時に質問しています。県営かんがい排水事業は昭和４

６年、総事業費１０億４千万円が２１年後、平成４年には６７億６００万円と約７倍に跳

ね上り、特別助成金も平成１７年度までに、９，２００万円、後８年で３，７００万円の

助成計画です。建設事業費は、平成１０年度から平成１３年度にかけて、ごみ燃料化施設

ＲＦＤ、文化会館、小学校大規模改造計画を行ったため大幅に増加しています。その後、

財政事情を考慮し、建設費を抑制したので減少していますと言われております。町債は、

短期間で多額の資金を要する公共施設の整備には欠かせない財源です。償還金は将来に大

きな負担を残し、財政を圧迫する要因となります。町債に適正管理が健全化のための重要

な事項となります。今後は公共下水道特別会計でも町債を発行することになるので、普通

会計だけでなく町全体として町債の適正管理が求められています。そのため、補助金・交

付金・負担金は無駄な補助金等は減額すべきですが、各種団体の活動などは補助金が頼り

です。一方的ではなく理解を得るべきではないかと思います。使用料手数料の見直しで４

月から５０％平均値上げの提案がありましたが、算出コストを元に改革推進本部で計算さ

れたとのことですが、再度詳しく経過説明をお願いいたします。最後に、国においては「庶

民には増税、大企業には減税」という安倍内閣の逆立ち税制です。それに合わせたように

砥部町も平成１９年は住民いじめの負担増です。その原因は、公共下水道建設の２３６億
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円がネックになっていると考えます。今からでも遅くはないはずです。計画変更すべきだ

と考えますが、いかがでしょうか。財政問題についての 7 点について町長のご所見をお伺

いいたします。 
 次の問題。ごみ有料化についてですが、砥部町ごみ有料化実施計画（案）が町ホームペ

ージに掲載されています。ごみ有料化とは、日常生活に伴って家庭から発生するごみの排

出者自身のごみ処理費用の一部をごみ袋などの手数料として負担を求めるもので、ごみの

減量、リサイクルの推進及び負担の公平化などを主な目的としております。実施によって

ごみの排出者の負担がより明確になるほか、町民のごみ問題に対する意識が一層高められ、

最終的にはごみの発生抑制・排出抑制が図られることを期待するものであるとＢ４判１２

ページにおいて書かれています。ごみ問題も２年前に質問していますが、再度お伺いいた

します。５点ありますのでお尋ねいたします。１点目、住民の負担なしに、無料で収集・

処理・処分してきたというが、ごみ処理事業は、諸経費として別途に住民から住民税など

として徴収した一般財源で事業を賄っているのです。住民が費用負担なしにタダでごみ処

理をしてきたという認識は、事実に反しています。ごみの収集・処理・処分の事業はこれ

まで有料でありました。無料であったような誤解を与える最近の有料化論には、明らかに

事実誤認があるし、住民を惑わす極めて危険な世論操作です。どう説明されるのか。 
２点目、有料化が安定的減量化に効果があるとする認識や見地にも疑問を感じます。自

家処理は、集合住宅や過小住宅に住む住民には無理な状況があるし、その上、現在消防法

で野焼きは禁止されています。有料化先行自治体においても、ごみの安定的減量化に成功

していません。むしろ有料化の半面で、山林、農地などで不法投棄が多発し、市町村間で

トラブルを引き起こしています。不法投棄も以前から指摘しておりますが、不法投棄の禁

止はできるとのお考えかお尋ねをいたします。ごみ有料化導入の背景には、廃棄物懇談会、

平成 6 年、１０年前でございますが、9 月に町内集会所にて廃棄物懇談会を３９回開催。

参加者１，４２５人よりごみ有料化等についてアンケートを取り、早急に導入４１％、す

べきでない３６％の回答があったと言われましたが、いろいろ聞いてみますと知らない人

が多い。議事録はあるのか。あればお知らせください。有料化問題は、議会で審議の結果、

指定ごみ袋購入時において、レジ袋のみ有効とのことで、町内の商店に薄い袋をと了解を

もらい実施したものである。現在有料化、私はこう思っていますが、１７年度決算では、

ごみ袋売上金１３０万６，０７３円の利益があり、これが４０円になると売上金幾らの算

用しているのか。県内２０市町のうち有料化未実施市町は、砥部町を含め４町となってい

る。砥部町のどこが未実施であるのか具体的にお答えください。全員協議会の説明では、

早い時期に、ごみ有料化について、各地区に説明会を開催するとのことでしたが、計画は

どうなっているのかお知らせください。なお、広報１月号に町ホームページに掲載されて

いますと書いてありますが、それで説明責任を果たしたとお考えか。また何人ホームペー

ジを見た人がいるか分りましたらお知らせください。広報１月号にごみ有料化についてご

意見を提出してくださいとの記事がありましたが何件意見があったのか併せてお答えくだ

さい。町長のご所見をお伺いいたします。 
 ３点目、臨時職員の正職員化についてお尋ねをいたします。町例規集の町職員の臨時的
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任用に関する規則は、第 1 条、この規則は、地方公務員法第２２条第５項の規定に基づき

職員の臨時的任用に関し必要な事項を定めるものとする。第２条では、 (1)災害その他の

重大な事故のため、地方公務員法第１７条第１項の採用、昇任、降任又は転任の方法によ

り職員を任命するまでの間、その職員の職を欠員にしておくことができない緊急の場合。

（2）臨時的任用をおこなう日から１年以内に廃止されることが予想される臨時の職に関

する場合。第３条臨時的任用の期間は、町長の承認を得て６月を超えない期間で更新する

ことができる。と明記されています。さて、１０年前に町職員の採用について採用試験も

なしに採用されたうわさがあり、一般質問しています。最近では、職員採用は募集されて

いますが、問題は臨時職員の身分の問題です。昨年の国会での予算委員会で、わが党の質

問において、労働者派遣法に基づけば、とうの昔に正社員となっていたはずの人たちが、

身分は派遣のままで、正職員と同じような仕事をしているのに、正職員の半分以下の賃金

で違法に働かされています。との質問に、安部総理大臣は、法違反は厳正に取り締まると

も言明され、法律が厳格に運用されれば、製造業では１年、その他の業種では３年、と正

社員の道が開かれると言われています。砥部町も同様ではないか。６点についてお尋ねい

たします。恒久的に考えられる職務に従事させる職員を雇用期間を限って雇用するという

ことは妥当性を欠くものであるから、原則に定数以内での臨時職員の採用は行わないもの

とすること。現に雇用されている臨時職員は、配置の合理化を図ることにより、安易な再

雇用又は雇用期間の延伸を極力避けるとともに、速やかに順次、定数内の職員に切り替え、

計画的かつ斬新的にその数を減少させること。定数内に切り替えられるまでの臨時職員に

対する給与その他の待遇については、一般職員との均衡を考慮し、順次改善を図られたい。

一般職、２２条職員の身分であったものが何故日々雇用になったのか説明を求めます。特

に幼稚園・保育所は専門職です。現在、職員は何名で臨時者は何名か。子供の教育のこと

を考えると臨時職員では力が入らないと考えますが、いかがでしょうか。私の質問に対し

て、一般職、特に幼稚園等の職員に関しては、臨時２２条は３年も４年も臨時を２２条で

やってあるというようなことで、要望もあったというようなことで、町としまして、試験

用紙を作りまして、面接をかわして、５名のうち３名を正職員にいたしました、当時、平

成１１年の高市町長の答弁です。臨時職員は正職員の半分以下の賃金で、働かされていま

す。行政の責任で改善すべきだと考えますが、以上のことを踏まえて、町長のご所見をお

伺いいたします。 
○議長（栗林政伸） 中村町長。 
○町長（中村剛志） 玉井議員さんのご質問にお答えしたいと思います。砥部町財政健全

化計画の中からご質問をいただきました。 

まず、ご質問の７点のうち、まず、１点目から４点目までを総括してお答えします。財

政運営につきましては、今後ますます厳しくなる財政事情を考え、それを乗り切るために、

財政健全化計画を定めました。この計画に沿って収支の改善を図っていきたいと思ってお

ります。なお、町債は、財政運営に大きなウェイトを占めますが、償還を長期的に考えた

うえで発行してまいります。一般会計では、制度的なものである臨時財政対策債の発行が、

見込みより多くなっていますので、計画より残額も多くなっていますが、下水道の工事費
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が低く推移していますので、町全体でみると計画の数値を達成できると考えております。

５点目の補助金等につきましては、平成１７年度に補助金等の実態を調査し、個々に評価

しております。その評価を基に、削減できるものは削減の方向で進んでおります。行政上

効果があるものなど、その必要性や公共性を十分検討する必要がありますので、町民の皆

様にも理解を求めていきたいと思っております。６点目の使用料、手数料の見直し基準に

つきましては、昨年９月に議員全員協議会で皆様にご説明いたしました。さらに、この見

直し基準に基づいて原価計算をして求めた金額につきまして、昨年１２月の議員全員協議

会でご説明をいたしました。原価計算をして求めた金額を判断材料に、現在、町民の皆様

からいただいている使用料や手数料、施設の利用料などが適当かどうか、全職員に検証さ

せております。その中で、住民票や納税証明書の発行に伴う手数料や閲覧などの手数料に

つきましても原価計算を行い、３００円を超える算定結果が出ましたので、これらの手数

料につきまして、４月から１００円値上げをして、現在の２００円から３００円に改正し

たいという提案をいたしております。玉井議員さんが５０％の値上げということですが、

これは単位にもかなりよると思います。金額の１００円の５割であれば５０円でございま

すし、１円の５割であれば５０銭でございます。それと、１千万の５割であると５００万

になるわけですので、５０％というのにあまりこだわり過ぎると、数字的なものがパーセ

ンテージだけ先行するのではないかというような気がしております。この改正案につきま

しても昨年１２月の議員全員協議会でご説明し、広報とべ１月号とホームページに掲載し

て、町民の皆さんにもお知らせしております。証明書などの発行の業務は、特定の人に対

して便宜を図る事務でございます。そのために発生する経費は、受益者が全額負担するの

が原則だと考えております。受益と負担の公平を確保するという考え方で、適正な金額を

負担していただくということです。７点目の公共下水道事業につきましては、市街化区域

の整備を始めたばかりであり、まず、市街化区域内の整備を立派にやり遂げなければなら

ないと考えております。認可区域を拡大する時点で、全体計画の見直しを行いますので、

その時点で本町の実情を考慮しながら、柔軟に検討していきたいと考えております。これ

は以前から申し上げておりますように、全体計画の見直しが一次、二次、三次と行われま

すので、その時点でよく実情を見て考えていきたいということでございます。 

次にごみ有料化についてのご質問の、１点目でございますが、ご指摘のとおり、ごみ処

理の経費の大部分が税金などを財源とする一般財源で賄われており、住民の皆様の費用負

担がないわけではもちろんありません。そのことは、すべての行政サービスについていえ

ることだと思います。ごみだけが特定ではございませんで、すべての行政サービスについ

てもいえることだと私は思っております。ごみ有料化とは、ごみ処理に要する費用の一部

を手数料としてごみを排出する人に負担していただく方法です。ごみ処理は、市町村が住

民全体に対して負う一般的な義務であると同時に、収集処理を必要とする住民の利益のた

めになされる役務の提供という側面もあり、この役務の提供に対して手数料をいただくと

いうものです。また、住民の皆様各自のごみ排出量に応じた費用負担を求めることにより、

ごみの減量に努力している人とそうでない人との公平化が図れると考えております。この

ことは、２点目のごみの安定的減量化が疑問であるというご意見にも関連いたします。ご
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みの減量化は、堆肥化などの自家処理だけを指すものではありません。ごみの分別を徹底

することや、今あるものを長く使うこと、商品を購入するときには、リサイクルできる物

を選ぶなど、住民の皆様一人一人の意識が高まることも減量化に繋がります。また、負担

の公平化を図ることで自分の出すごみに対しての責任が明確になることで更にごみ減量に

対する意識が高まり、安定的減量化に繋がるものと考えております。不法投棄対策につき

ましては、通報等があれば職員が現地を確認し、投棄者が判明すれば投棄者に撤去させ、

悪質なものは県や警察へ相談して対応しております。今後も県や警察と連携して対処する

とともにパトロールの強化に努めたいと考えております。具体的な防止策としては、常習

箇所へ啓発看板を設置するとともに、可能であればロープやダミーカメラなどの設置を検

討しています。また、町内各団体に情報提供を依頼するなどして、町内一丸となって取り

組める体制を作りたいと考えております。不法投棄は、個人のモラルの問題ですので、あ

らゆる機会をとらえて啓発していきたいと考えております。３点目につきましては、平成

６年の廃棄物懇談会の議事録を環境保全課で保存しています。内容については、アンケー

トの結果と併せて平成７年３月の広報に３ページを使って掲載しています。４点目につき

ましては、あくまで試算ですが、年間約４，０００万円程度を見込んでいます。現在の排

出量を基に試算しておりますので、町民の皆様のご協力によりごみが減量した場合は、当

然この収益も減ることになります。ごみ有料化の捉え方につきましては、指定ごみ袋など

の使用を義務付けし、手数料を徴収するなどの方法によりごみ量に応じた公平な費用負担

を求めるものと認識しております。現在、燃料ごみについても雑ごみについても、どちら

も指定ごみ袋の使用を義務付けていませんので、ごみ有料化は未実施であると考えており

ます。５点目につきましては、新しい指定ごみ袋や分別表などが完成する７月頃から１箇

月半程度かけて、各集会所で説明会を開きたいと考えております。具体的な日程について

は今後区長さんと相談して決めたいと思っております。広報１月号の記事につきましては、

これはパブリックコメント募集の記事を掲載いたしました。議会にもお配りいたしました

砥部町ごみ有料化実施計画（案）についてのご意見を広く町民の方から募集するもので、

この計画案をホームページに掲載するとともに環境保全課、広田支所で閲覧できるように

しております。また、各区の区長さんと廃棄物減量等推進員さんにも配布しております。

ホームページを見た件数は、パブリックコメントの募集期間中、９，３９９件でございま

した。そのうち計画案の閲覧は４３件で、制度内容に関するご意見の提出はございません

でした。 

次に、臨時職員の正職員化についてですが、定員管理については、平成１８年３月に策

定した定員適正化計画に基づく削減計画の中で、部門ごとの適切な人員配置に努めていま

すが、今後も最小限の範囲で臨時職員の任用は必要であると考えております。臨時職員の

任用は、一時的な行政事務の増加や欠員に弾力的に対応するものであり、恒久的な職への

採用はできないものであると考えております。また、臨時職員の給与等については、一般

職員や近隣自治体の状況を踏まえ、必要に応じ見直しを行います。日々雇用の件につきま

しては、地方公務員法第２２条の規定により一定の期間を定めて任用し、給与について日

額により計算するというものであり、給与が月額により計算されていたときと身分の変動
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はございません。今、保育所と幼稚園の運営は、保育や子育て支援、幼児教育を取り巻く

環境が変化していることなどで、国の方針が変わってきており、現在の町内の施設は、抜

本的にそのあり方を見直す時期にきていると思われます。３月現在の保育所の常勤職員は

４６人で、そのうち臨時職員が２７人。幼稚園の常勤職員は１９人で、うち臨時職員が６

人となっています。このような中で、現在、医療技術大学の村井教授を座長に、幼稚園、

保育所運営検討懇談会を設置して、運営のあり方を検討しています。この報告を待って具

体的な対応を決めたいと思います。合併特例債の活用も視野に入れ、砥部町の生活実態に

合った選択をしなければならないと考えております。以上で、玉井議員さんのご質問に対

する答弁とさせていただきます。 

○議長（栗林政伸） 玉井啓補君。 
○１７番（玉井啓補） 答弁をいただいたんですが、抜けとるというか、この計画につい

ての中に抜けとることがありますので、再度お尋ねいたします。 
健全財政計画の中に財産収入として下水道用地の売却収入の見込みとなっていますが、

これは幾らで計算しているのかお尋ねします。それと、公債費の償還利率２％と見込んで

いますが、３０年の間、利率が変更しないはずがないと考えられる。県営かんがい排水事

業も利率が４．７５％～６．５０％と大きく変動したため、返済に計画予算より１７倍も

かかったのではないかということでございます。なお、町債現在高は、利子は含まれてい

ませんと書かれていますが、この計算はいかがでしょうか。建設工事費は、財政事情を考

慮し、建設費を抑制したので減少しています。と言われていますが、当面、中学校、小学

校体育館の新・改築計画があります。数字が大きすぎるのと専門用語のため理解できにく

いので、１７年度見込みは借金１０３億９，９００万円。貯金６億３，４００万円となっ

ていますが、１９年度はどのように変わるのか。また、一人当たり幾らになるかお知らせ

ください。６つの特別会計がありますが、一番大きな問題は、公共下水道です。これが普

通会計で運営するのですから、当然、他の会計に影響してきます。使用料手数料の値上げ

を始め、ごみ有料化、幼稚園の授業料、医療、介護保険の値上げが目白押しではないでし

ょうか。ちなみに、松前町は公共下水道見直しをし、周辺地域は合併浄化槽に計画変更し

ています。そして、先日研修に行きました岡山県高梁市の環境部長は｢公共下水道加入率８

２％だが、企業会計で運営していますが赤字のため、一般会計からの持ち出しで一般会計

は大変です｣と言われていました。財政問題は、公共下水道計画のときから反対し指摘して

きましたが、まさにそのとおりで、住民泣かせで、北海道夕張市になるのではないかと心

配している町民もいますが、町長のご所見を再度お伺いいたします。 
次に、ごみ有料化についてですが、市町村は、ごみ問題に係わる情報を積極的に公開・

開示する責任があります。市町村が問題を解決しようとするなら町民や団体の協力が必要

です。そのためごみ問題の情報を開示し、学習を期待し、判断をうながし、解決につなが

る住民要求を積極的に集約・組織することです。原則的には、収集・運搬・処理・処分の

事業の一切は、市町村の手で一般財源を使って行うことが建前となっています。しかし、

砥部町は民間委託の方が安い経費で済むなどの理由で業者委託にしています。民間委託で

は収集・処理・処分などの個別的、部分的な業務だけが、ごみ処理事業の特性というべき
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総合性などを無視して委託され委託費以上の機械的仕事以外期待しにくい決定的な違いが

あります。１４、５年以前になりますが、厚生委員会で沼津市に研修に行きました。直営

のため職場では、処理しやすいからと、なんでも焼却してしまうのではなく、徹底的に分

類しリサイクルすることが経費節減、施設の延命、地方財政に寄与するとの考え方で、担

当者が自発的にビデオを作製し、各地区に説明に行き、地区集会を開催し完全分別の説明

をしたそうです。そして、新入社員研修はごみ焼却場からの出発です。再度お尋ねいたし

ます。平成６年の町内説明会でのアンケート結果により４１％の賛成があったとのことで

値上げの計画と言われましたが、反対も３６％あったことを頭に入れるべきです。また、

ホームページでのごみ実施計画と協議会での説明会での資料はぜんぜん違います。住民説

明会ではどちらを使用するのか。昨年の説明会では、年明け早々との説明であったのが、

協議会で説明では７月から、今町長が答弁されましたが、７月からの説明となっており、

有料化は１９年１０月１日からと決まっているようです。これは、説明会ではなく押し付

け説明ではないかお尋ねします。最後に、ＲＤＦ施設は焼却施設よりも維持管理に経費の

かかる施設だが、埋め立て処分している焼却灰が出ないため埋め立て処分場の延命化が図

られる。今後は、千里埋め立て処分場の延命化のためにも、ごみ減量化を図る必要がある

といわれますが、平成１３年度に供用開始された固形燃料の焼却委託期間は、聞き間違い

かも分かりませんが、１０箇年と聞いていますが、契約が切れたとき処置の対策はあるの

かどうなるのかお尋ねをいたします。 
次に、臨時職員の正職員化についてですが、私もサラリーマン生活４３年経験していま

す。実感としては、臨時職員の存在は当局にとって大変都合のよいものです。賃金などの

労働条件を極端に低く抑えることができ、人件費を節約できる。同一職場に待遇の異なる

者を置くことによって、正規職員の労働条件改善へのブレーキとすることができる。期限

が到達すれば、当局の都合によって実質的に解雇することも再雇用することも簡単にでき

る。法的に問題があることを十分承知の上で導入しているものではないでしょうか。臨時

職員の身分の取り扱いについては再度申し上げます。そこでお尋ねいたします。町例規集

は国で言うと憲法です。条例集は、臨時的任用は第２条、災害その他の重大な事故のため、

後任又は転任の方法により職員を任命するまでの間、その職員の職を欠員にしておくこと

ができない緊急の場合。と明記されています。前町長の高市さんは、採用３年経過若しく

は３０歳未満の２２条職員は試験をし、正職員に切り替えたいとの答弁でございます。特

に、若い臨時職員は、現在日々雇用でも正職員に採用されると思っているのではないか。

特殊技能を持っている、保母、幼稚園の臨時職員は特に採用されるべきだと考えますが、

町長はいかがお考えでしょうかでしょうか、再度お尋ねをいたします。 
○議長（栗林政伸） 中村町長。 
○町長（中村剛志） ただ今、玉井議員さんから再質問いただきました。大変たくさん科

目がございますので、私だけではお答えが出来ません。それで、今後、私もちろん勉強し

ておかなければいけないんですけど、適切にお答えができるような方法を何か今後勉強を

私どもしていきたいと思いますし、また議員さんの方からもご指示をいただいたらという

ふうに思います。議員さんの方は、原稿で次の質問を用意されておると、私ども、聞くだ
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けで正直なところ精一杯でございます。そういうことで、担当の方からまた、答弁をさせ

ていただきます。それと、中でですね、町の町債を含めての、いろいろなこれから事業を

していく中で、学校の改築等もあり、これ大変だということで、当然町債が増えていくで

はないかということで、ご意見をいただきました。これにつきましても、健全化計画の中

で、もちろん一時期町債がはるときがあっても、できるだけ事業を減してやりくりをして

いくということで、企業でいうキャッシュ・フローであったり、ご家庭でいうやり繰りで

あるかと思います。町においても、どうしてもやらなければならないものはその時期を逃

さずに、やっぱりやらなければならないというふうに考えております。そういうことで、

町債が膨らむときも、当然出てこようかと思います。出来るだけ膨らまないようにしたい

と思いますけど、そのときもやむを得ないのではないかと思います。しかし、お金をどの

ようにして払っていくのかという過程だけはきちんと把握してお金を使っていきたいとい

うふうに思っております。それから、下水道の関係につきましては、また担当の方からあ

れをさせていただきます。それから、ごみ有料化につきましては、地域への説明が押しつ

けになるんではないかなということもご意見いただきましたが、これにつきましては、広

報等でもご説明しておりますし、また区長さんにも先般説明をさせていただきました。そ

ういうことで、あと各公民館で町の職員が行ってご説明をするということにしております

ので、それにつきましては、ご理解をいただきたいというふうに思います。それから、大

事なとこで、臨時職員さんの正職員化ということで、いただいておると思います。今、私

も感じるのは、保育所の先生の半分以上が臨時職員であるということ。これについては、

私も心を痛めておりますが、今、幼保一体化をどうするかという議論がなされているとこ

ろでございます。そういうことで今しばらく猶予をいただいて、この点についてはよく勉

強していきたいというふうに思います。また、臨時職員の方が、3 年後くらいには正職員

になるというようなお話もございましたが、今の砥部町の方針としてはあくまで試験で採

用していくということになっておりますので、その方を優先するというのが出来にくい状

況にございます。確かにこれからの中で考えなければならないのは、もちろんペーパーテ

ストも大事ですが、その人間性も大いに論議されて、採用の中のポイントになる必要があ

るというふうに思っております。しかし、この人間性とか、そういうものについては人の

それぞれの主観というものが、かなりの部分を占めます。そういうことで、私としては本

当はやっぱり明るい子であったり、いろんな面で企業が採用するような方式をとりたい。

しかし、こういう公の立場であればやはり基本的にはまず試験で、4 名採用するんであれ

ば、8 名までは成績順に残すと、そういうような方向でやはりやらなければならないんじ

ゃないかなというふうに考えております。その他につきましては、担当係より答弁をさせ

ます。そしてまた、答弁が抜けておる点につきましては、再度ご指摘をいただきましたら

またご答弁を申し上げますのでよろしくお願いいたします。 
○議長（栗林政伸） 松下監理財政課長。 
○監理財政課長（松下行吉） 玉井議員さんの財政に関するご質問に対してお答えいたし

ます。まず、処理場用地の普通会計から下水道会計への移行の問題が１点あったと思いま

す。それにつきましては、１８年度から２１年度までで下水道会計が買い戻すということ
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でご説明をしておると思います。額として、先行用地取得事業債で１０億ございますが、

それを４年間で買い戻していただく。全体では１１億ほどの処理場用地だったと思います

が、買い戻していただきます。下水道会計側は、これは２分の１を国庫補助、残りの分を

下水道事業債を出して買い戻すことになりますから、この残り５億ほどになりましょうか、

これが起債として残るのではないかというふうに思います。これらの償還については健全

化計画の中に、下水道の方の繰出計画の中に含まれるものでございます。次に利率の問題

でございますが、現在借り入れておる状況では２％を切る状態で、幾らという率までは手

元にないんですが、１％台で借り入れております。長期的にみましては上昇傾向でござい

ますので、２％でいけるのかというところは、平均的なところで２％と考えておるという

ふうにご理解いただいたらと思います。それから、この１９年度予算との関係でございま

すが、１９年度普通会計の方で、町債を４億４千万ほど借りる見込みにしております。こ

れを町民１人当たりにいたしますと、約２千円程度の額ではなかろうかと思います。これ

に伴いまして、１９年度末までで町債残高が幾らになるかという見込みですが、公共下水

道特別会計、農業集落排水も含めまして９８億程度になろうと、ほぼ健全化計画の見込み

で進んでおると考えております。それに対してこの９８億の町債残高、町民１人当りにざ

っと計算いたしますと、４３万円程度となろうと考えております。これらの使用につきま

しては財政係といたしましては、出来るだけ皆さんに知っていただくためにそういう分析

が出来ましたら、町報、それからホームページとか、議会の皆様にも都度お知らせしてい

きたいと考えております。私の方で議員さんのご質問を把握したのは、ちょっとここまで

しか掴めておりませんでしたので、また追加のご質問がございましたらご指摘いただいた

らと思います。以上でございます。 
○議長（栗林政伸） 日浦環境保全課長。 
○環境保全課長（日浦昭二） 玉井議員さんのご質問にお答えさせていただきます。住民

説明会の資料の件でございますが、新しい資料を作成いたしまして説明をする予定でござ

います。また作成時期の関係でございますが、１９年度当初予算に要望させていただいて

おりますパンフレットとか分別事典、それが出来てからということで、どうしても７月頃

になりますので、ご理解をお願いいたしたいと思います。もうひとつ、ＲＤＦ利用契約の

件でございますが、１９年度末で契約が切れますが、新しい利用先が見つからなければ契

約の変更は可能という契約になっとりますので、一応新しい利用先は探しているところで

はございますが、もし見つからなければ延長の契約をさせていただくということでご理解

願いたいと思います。以上で玉井議員さんのご質問の答弁とさせていただきます。 
○議長（栗林政伸） 玉井啓補君。 
○１７番（玉井啓補） 反対から臨時職員の正職員化についてですが、ちょっと先ほどの

答弁を聞いてみますと、臨時者が多いというようなことであるんですが、やっぱりこのこ

とについては、経験と、勉強やってただペーパーで採用するんではなく、それと先ほど言

いましたように特殊技能の誰まれが出来んということは頭に入れてもらいまして、採用し

ていただきたいと思います。それでちょっと日々雇用ですので、よその町村に聞きますと

ボーナスが出てないというような、砥部町はそういう話を聞いておるんですがよその町村
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は出とるというようなことでございます。そこらも含めまして、やはり格差の問題があり

ますので、検討していただきたいと思います。 
 それと次に財政問題についてですが、この「庶民には増税、大企業には減税」という自

民、公明両党が決めた所得税と住民税の負担増の逆立ち税制の問題を再検討してみますと

住民税、個人税、配偶者所得税、その他公的年金控除、老齢年金の控除、配偶者特別控除、

定率減税の廃止というように、国はものすごい値上がっております。それと併せまして、

マスコミの報道でご存知の夕張市の財政は、年間予算１００億円程度です。それが市の総

額で６３０億円の負債、市は短期の資金不足を、銀行からの借り入れで補う地方債、俗に

いう縁故債を利用する巧妙な手口で、１０年以上も赤字を隠し続けていました。年度をま

たがる不適正な会計処理で赤字決算を先送りし、赤字を大きく膨らませたと指摘されてい

ます。負担押し付けに市民は悲鳴をあげています。再建計画は市民切り捨て計画であり、

市民生活を守ることはできないということでございます。みのもんたの｢ほっとけない｣は、

夕張市民は、行政、議員は何をしてくれたのか、定年、任期が来れば｢はい、さようなら｣

では住民はたまりません。本当に市民のことを思って活動していたのかと怒っていました。

夕張市の定数は９名で、１８名が９名になり、報酬費は２４万円が１８万円ですが、現在

立候補の意思は４、５人だそうです。なり手がないというようなことで、自分で自分の首

を切っているのが、夕張市の職員は１５０人の内半分はこの３月末で辞めるというような

ことでございますので、この辺りも考えてみなければならないと思います。それと併せま

して、公共下水道の借金はもうご存知のように半額は借金で、返済が６０年。それと併せ

まして各種団体への補助金を減らし、手数料その他を値上げせざるを得んのかどうかとい

うことです。また、町財政健全化計画書は「厳しい財政状況は、ある意味では私たち自治

体を鍛え直す絶好の機会です。今後も進む分権型社会への対応、少子化高齢化、高度情報

化、環境問題への取り組みなど社会経済情勢の変化に応じた様々な課題を克服していくた

めに、今ここに、全職員が一丸となって財政健全化に取り組んでいきます。」と書かれてい

ます。公共下水道のための、公共下水道の建設は、先ほど申し上げましたように、住民い

じめではないかと思います。北宇和郡松野町の出直し選挙は、町長派が統一公約を掲げ合

併問題を住民投票で解決すべきとの公約で全員当選をしています。公共下水道問題は、審

議会に掛けたと言われますが、夕張市のようにならないため、町長公約のとおり情報を公

開し開かれた町政にすることが大切ではないかと考えられますがいかがでごさいましょう

か。 
最後、ごみの問題についですが、今、財政は、最新鋭技術の高額な焼却炉建設の借金で、

その後の高額なランニングコストと合わせて、自治体財政を圧迫しています。全国では、

リデュース、リユース、リサイクルというように、完全分別のことをやっていますが、残

念ながら砥部町はＲＤＦ施設のため熱量を上げるためにプラスチックなどを一緒に燃やし

てしまうなど、ごみの分別・原料に逆行する事態が生じています。一方、国の計画では２

０１０年までにごみを５％減らさなければいけない、という前提が一応ありますから、家

庭のごみは、多くの自治体で減らす計画が立てられ、実際減りつつあるところも少なくあ

りません。砥部町は、そのためのごみ有料化ではないかと考えられますがいかがでしょう
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か。広島市の取り組みは、２００５年計画で０８年度にはごみの総排出量を２０％削減す

ることを目標に掲げ、減量・リサイクル可能量を明らかにしています。名古屋市では、資

源化量が２．４倍に増えて資源化貧乏という事態になり、ペットボトル１ｇの資源化費用

として、事業所６１円に対し、市が１４２円。負担が重いことを指摘し、その経験を通じ

て、「拡大生産者責任を明確にしたごみ行政に変えていかなければ、ごみの根本問題は解決

できない」と提起しています。ごみを削減しようという意識を高めるためには、住民がご

みになるものを買わない、使わない、出さない、分別を徹底することなど、住民の自治体

への協力が欠かせません。行政の押し付けでは解決できないと思います。それから先ほど

申し上げましたように、このごみ有料化の説明書とごみ有料化実施計画をインターネット

で出したんですが、これ全然内容が違うんです。最後の、このごみ有料化についてを基本

に説明に回っておるといわれておりますが、これについては、値上げをする説明会じゃな

しに、押し付けだと私はこう考えておりますが、この件も含めましてやっぱりごみは完全

分別をするということを建前にして、やっていただけたらと思います。 
○議長（栗林政伸） 玉井啓補君の質問を終わります。 
○１７番（玉井啓補）ちょっと答弁を。 
○議長（栗林政伸） 答弁いるんですか。はい、中村町長。 
○町長（中村剛志） 砥部町が夕張市のようにならないかとご心配をいただいております。

絶対ならないとは申し上げられません。それはどのようなことが起こるか分からないとい

うことでございます。しかし、ならないようにやりたいと思います。まず、夕張市をみて

おりますと、私も仕事柄夕張市にも添乗で行きました。その中で、その当時は本当に夕張

市というのは夕張メロンが有名であり、そしてまたいろいろな事業をしてその時代のちょ

う児として持てはやされていたのを思います。しかし、時代が大きく変わって今こういう

ような悲惨な状態になっております。そして、やはり私が言えるということは、まず、時

代が変わって大きく失敗したのはもちろんあります。そして、住民の皆さんが知らなかっ

たということ、知っていてもどうにもならなかったかもしれませんが、まず財産状況とい

うのが三セクの中に隠れて町の財政には見えなかったというのが大きな一つの落とし穴で

あったんではないかと思います。しかし、なんでも自分の身の範囲でものはやらなければ

ならないというのは一番大事なことでありますので、砥部町においても自分が払える範囲、

そういうことでよく考えて事業を進めていかなければならないというふうに思います。下

水道につきましても先ほどから度々ご意見もいただいておりますし、私も前から申し上げ

ておりますように、今後次の計画をとるときに、本当に今必要なところ、そしてまた効率

のいい方法でやっていかなければならないと思います。そういうことで計画を次から年次

計画立てていきますので、そのときまた皆さんからもご意見いただき進めていきたいとい

うふうに思います。 
 それから、ごみの有料化等につきましてもご意見をいただいております。砥部のＲＤＦ

の方式についても、これはその時代としては斬新的な物で一番すばらしいということで皆

さん方が称賛をして造った物であると私は認識をしております。しかし、今となって若干

いろんな問題が出てきたという事で、この施設についても今すぐやり変えという事はとて
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も出来ませんし、この施設をうまく活用して、そしてまた、後の焼却された物をどういう

ふうに使うかということ、焼却というか燃料になった物をどのように使うか。これが大切

ではないかと思います。そういうことでこれをいろいろと研究しながら、いい方法を考え

ていきたいというふうに思います。現時点としてはそれしか方法がないのではないかとい

うふうに思っております。 
それと、職員のボーナスが出ていないということで、日々雇用になったのでそのあたり

がひとつは問題になっているんではないかというふうに思います。先般も保育所の臨時の

職員の方の募集をいたしておりますが、なかなか応募がございません。そういう中で、松

前町については、小額ではありますが、賞与が出ております。そのへんと砥部町がどうか

と、まあ時間給において、若干砥部町の方が今、募集しているのは金額が高くなっており

ます。そういうことで、合わせますと賞与があるないが、時間給において計算しますと、

ほぼ同額になるというようなことをしております。そういうことですので、これは中身を

考えていただくとあまり変わりないというふうに思っておりますので、よろしくお願いい

たします。先ほどから申し上げておりますように、今、幼保一体化の問題を論議しており

ますので、これの方向が決まりましたら出来るだけそういう方向にしていきたいと思いま

す。しかし年々少子化ということでございますので、たくさんの人員を正職で採用してお

りますと、後の減ったときにまた大変な事情もございます。そしてまた町の財政的にもや

はり人件費を、今削らなければならないということで、職員自体も、一般職員自体も出来

るだけ削っていく方向で努力をしておりますので、その点も含み置きをいただきたいとい

うふうに思います。以上でございます。 
○議長（栗林政伸） 玉井啓補君の質問を終わります。ここで昼食のため休憩をします。

再開は午後１時半の予定でございます。 
 

午後０時１７分 休憩 

午後１時２８分 再開 

 

○議長（栗林政伸） 再開します。５番、中村茂君。 
○５番（中村茂） ５番、中村でございます。私は歴史遺産について質問をいたします。 
 ２００５年１月１日砥部町と広田村の合併を機に、砥部の里を巡る陶街道五十三次がス

タートしました。国道３３号から３７９号沿いに点在する自然、歴史、文化、砥部焼に関

する５３のポイントを自由に回るスタンプラリーです。回り方にルールはなく、５３箇所

は広域のため、１日ではとても回りきれないので何日かに分けても、興味を持ったポイン

トだけでも回ることができます。スタートして２月でちょうど２年が経過し、完巡して記

念メダルを取得した人が、現在１，２００名に達しています。参加者からいろいろな問題

点を指摘されていますが、町外のみならず県外からも、多くの人が訪れており、砥部、広

田地区に点在する名所、旧跡を知ってもらうことのできる上で、有効なイベントであると

思います。しかしながら、このイベントを永続きさせるためには、問題点を洗い出し、そ

の上で一つ一つを改善していかないと一過性で終わる可能性があります。ちなみに、今ま
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でに指摘された問題点を取り上げますと、１、ポイントの場所が分かりにくい所にある。

２、駐車場がないため、近所の家の前に止めて迷惑をかけている。３、スタンプ台が雨ざ

らしになっている所がある。４、ポイントを示す幟が破れており見苦しい。等々でありま

す。過日、３７９号線沿いにある川登水車に立ち寄った時に、主人と懇談する機会を得ま

した。川登水車は、明治中期に造られた別名太鼓水車で、唯一残っており、陶街道旧跡の

目玉的存在であります。水車は直径５．２m あり、砥部川から引いた水を水車の上部にか

けて回す仕組みで、砥石を砕く「乾搗き」と「水搗き」の両方の設備があり、現在もイベ

ントのときには稼動させています。この水車は、嘉永元年に井岡大蔵が肥前の水車を見て、

岩谷口に造ったのが太鼓水車の始まりであり、明治以降砥部川上流には砥石を砕く水車が

４８基ほどあり、「水車銀座」と呼ばれていたが、今では佐川製陶所に残る水車がかつての

面影を残しているのみであります。こうした歴史ある水車も時代の移り変わりとともに、

永年使用することなく今日に至り、維持管理がなされてないまま老朽化が進み、建物や水

車の修理を行わないと倒壊する恐れがあります。製陶所の主人は、陶街道五十三次のポイ

ントにはなっているが、今後、この建物及び水車の改築、保守にはかなりの費用がかかる

ため、取り壊しもやむをえないとの意向でありました。私は、この様な砥部焼の歴史に残

る貴重な歴史財産をなくすることは、１２０年続いた砥部焼にかかる唯一の歴史的な財産

を失うことであり、皆でいろいろな知恵を出し合って検討したいので、少し時間を頂きた

いと申し入れをいたしました。陶街道が２年を経過してやっと町内外に認められて、定着

されつつあるときに、川登水車がなくなることは、５３箇所の目玉を失うことであり、な

んとしても守る必要があると思いますが、町長のご所見をお伺いいたしまして、私の質問

を終わります。以上でございます。 
○議長（栗林政伸） 中村町長。 
○町長（中村剛志） 中村議員さんのご質問にお答えをいたします。まず、ポイントの場

所が分かりにくい所があるということでございますが、これにつきましては、今後も看板

整備を進めることにより対応してまいりたいと思います。少し看板が高い所にあるという

のが原因ではないかと思いますので、設置の場所等についても今後検討をしていきたいと

いうふうに思います。駐車場の問題につきましては、ポイント周辺の皆様には大変ご迷惑

をおかけしていることと思います。大変厳しい財政状況の中で、駐車場用地の確保は困難

であります。近隣にある駐車可能場所への案内等を含め、ご案内を徹底していきたいとい

うふうに思っております。次にスタンプ台の雨ざらしの問題につきましては、水満田古墳

公園や陶祖ケ丘などの数箇所で、建物がないため、雨ざらしになっているスタンプ台がご

ざいます。これにつきましては、当初からある程度雨ざらしになってもいいようにという

ことで、丸い円形の屋根の代わりをする物を置いてやったわけでございますが、やはり雨

が中に入るということもございますので、今後皆様のお知恵をお借りしながら野ざらしの

スタンプ台を省いていくといいますか、避けていくようにしていきたいというふうに思い

ます。次に、幟の破れ等につきましては、皆様のご指摘や職員等の巡回により、随時交換

を行っております。巡回の回数を増やしたり、各箇所にボランティアを置くなどして、一

日も早くそれの対応ができるように努めていきたいというふうに思います。最後の質問で
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ございますが、川登水車の保存につきましては、砥部焼の歴史を語る上で、今に残る貴重

な資料であり砥部焼産業の財産であるということは、ご質問いただいたとおりでございま

す。所有者のご理解を得て、保存する方法で考えていきたいというふうに考えております。

早速昨日、佐川収入役が保有している佐川さんとお話し合いをしていただいております。

砥部陶街道五十三次は、陶街道沿線に点在する自然、歴史、文化、観光、産業に関する地

域資源を活用することにより、地域の活性化に繋げようと、始めた事業でございます。事

業が一過性に終わらないよう趣向を凝らし、リピーターの確保にも努め、町や観光協会、

商工会などが一体となって推進してまいりたいと思っております。以上で、中村議員さん

の質問に対する答弁とさせていただきます。 
○議長（栗林政伸） 中村茂君。 
○５番（中村茂） ご答弁ありがとうございました。その中で２点ほど私の考えを述べさ

せていただきます。まず、駐車場の件でございますが、近所の人にやっぱり了解を得てで

すね、やっぱり納得していただかないとトラブルの元になっていくのではないかとこのよ

うに思います。もう一点。スタンプ台でございますけれども屋根をですね、ちっちゃい屋

根を作る等の改善をしていったらいんじゃないか、大きめの屋根を、ひさしのある屋根を

作って対応したらいいんではないかとこのように思います。スタンプを押す場合の雨の日

は、手が濡れたりしますので、屋根を、ひさしの長い屋根を、簡単なものを作っていった

らいいんじゃないかとこのように思います。もう一点。幟の件ですけれども、これはナイ

ロン製に変えたらですね、布製よりかは長持ちをして、雨を弾いてですね、ナイロン製を

用いたら結構長続きするんでないかとこのように思います。最後の太鼓水車でございます

が、本当に私も行ってみまして、素晴らしいものが残っておるし、昔は木であったのが今

は鉄板になっておるんですね。鉄板である以上やっぱり塗装もしなきゃならんということ

でもありますし、また、その支えている建物等がもう古くなってですね、いつ壊れるか分

からないような状況であるんですね。本人としても、このままいつまでもほっといたら崩

れてしまうとそういうふうな話をされておりましたので、早急にいろんなことを考えてで

すね、ボランティアとか募金とかいろいろな方法でなんとかこれは歴史に残していく必要

があるのではないかとこのように思います。そういうことで、五十三次がせっかくスター

トして、長く町の一つのベントとして成立するためにも、やっぱりいろいろな意見をお聞

きして、みんなで工夫して歴史を残していきたいとこのように思います。そういうことで、

今後の対応もよろしくお願いいたします。以上で質問を終わります。答弁はいりません。 
○議長（栗林政伸） 中村茂君の質問を終わります。１２番、大野和博君。 
○１２番（大野和博） １２番。大野和博でございます。私は、砥部町の町単事業の負担

率の見直しについて質問をさせていただきます。砥部町が合併いたしまして２年が経過し

ました。砥部の町民の皆様が安心して生活できる地域、そして環境のよい地域で暮らせる

ことは、町民誰しもが思う願いであります。さて、町内におきましては、現在、生活環境

整備事業。これは１地区事業費が１００万円以上ということでありますが、この事業につ

きましては、一応町負担が現在では５０％、それと地元負担が５０％になっております。

地元負担が５０％ということは、かなり負担が大きいということで、地元が５０％を出す
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ということは、それだけ整備がなかなか進んでいないということで、未整備の所が数箇所

あると聞いております。今後、安心して生活するためにもこの生活環境整備事業を実施す

る地区の負担を少しでも軽減すればよりよい環境づくりが推進できると私は思っておりま

す。そこで、この事業の地元負担率を２０％若しくは３０％ぐらいにしていただきまして、

そういう条例改正をですね、議会に提案していただきたいと思いますが、町長のご意見を

お伺いいたします。以上であります。 
○議長（栗林政伸） 中村町長。 
○町長（中村剛志） ただ今の大野議員さんのご質問にお答えをさせていただきます。生

活環境整備事業は、家庭排水対策と農業用水の確保が必要な宅地化が進んでいる地域の水

路改修事業であり、本来ならば、水利権を持つ地元水利組合と家庭排水を流している受益

者等が負担すべきものと考えております。目的が特定地域における生活環境保全及び生活

排水対策でございますので、受益と負担の公平性を確保するため、現在は５０％でご理解

をいただいているものでございます。今大野議員さんより具体的に２０％から３０％の負

担でというご意見を頂きました。今の町の状況からいいますと、なかなか２０％、３０％

の地元負担で、後は町でというのは、非常に難しい問題があろうかと思います。しかし、

生活環境も非常に変化してきたということも事実でございます。そういう中で、町がどれ

ぐらいの負担ができるか、それによって住民の皆さんがどれだけの公益を受けるのか、そ

ういうバランス的なことも考えてやっていかなければなりません。現時点では、５０％し

か申し上げられませんが、今後検討を重ねていきたいというふうに思っております。また、

地元の皆さんとも十分協議をして、いい生活環境が整うように努力をしてまいりたいとい

うふうに思います。以上で、大野議員さんに対する答弁とさせていただきます。 
○議長（栗林政伸） 大野和博君。 
○１２番（大野和博） 町長の答弁につきまして再質問をさせていただきます。今ご答弁

をいただきましたが、先の質問では触れてはおりませんが、緊急排水特別事業といった事

業があるそうでございます。これにつきましては、一定の要件を満たさないかんというこ

とでありますが、それは１％ぐらいと聞いておるんですが、できましたらすぐでなくて、

長期にわたりまして、一挙にやるというのは難しいですが、そこらも加味していただきま

して、できましたら私が質問しました事項につきまして、是非また検討していただきまし

て、是非とも条例を議会に提出ということで是非お願いしたいと思います。今後ともそう

いうことで前向きに取り組んでいただいたらと思います。答弁はいりません。 
○議長（栗林政伸） 大野和博君の質問を終わります。１番、山口元之君。 
○１番（山口元之） １番、山口元之です。私は、２点について質問をさせていただきま

す。まず１番目に経費のかからないまちづくりのためにです。平成１９年度から砥部町史

上最大の事業である公共下水事業が本格的に始まり、多額の投資が必要になりますが、我々

が汚した水をきれいにして、自然に返すためにも必要な事業であると思います。しかしそ

のことによって他の住民サービスが著しく低下するような事がないように再度、無駄なも

のはないか、あらゆるチエックをする必要があります。スリムで脂肪の少ない体、すなわ

ち経費のかからない自治体として生き抜くためには、施設の維持管理費や人件費の削減の
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ための取り組みが必要ではないでしょうか。現在既に、公共施設において、一部指定管理

制度を導入するなど、経費削減に努めていますが、しかしこれだけでは十分ではなく、も

っと思い切った削減をやらなければ、将来の町財政に不安を残し、大半の町民の方にも不

安を感じさせると思います。そこで、思い切って施設の統合を行い、施設の維持管理費や

人件費の削減を図ってはいかかがでしょうか。私の提案ですが、砥部町には幼稚園、保育

所合わせて 6 施設があります。これを、例えば「認定こども園」として 1 箇所にまとめ、

現状では園長、主任合わせて１２名が、統合により２名に減し、そして教諭や保育士、調

理員の人数もかなり減らすことが出来るのではないでしょうか。又老人施設も砥部町には、

生きがいの家、憩いの家、福祉センターと３箇所ありますが、これを１箇所にまとめ、６

箇所を１箇所に、３箇所を１箇所にすることにより、施設の維持管理費も半分以下になり、

人件費と合わせると削減効果は１億円を超えると思われます。特に今の施設はほとんどが

大規模改修の時期を迎え、さらに耐震性にも問題があり、１箇所１箇所の改修も多額の投

資が必要になります。それなら新しく充実した施設を 2 つ建設した方が得策ではないでし

ょうか。出来ればこども園と老人施設を隣接すれば、園児と老人の交流も出来、相乗効果

も望めるのではないでしょうか。その施設を利用するため遠距離の人には巡回バスを運行

し、不便にならないように配慮し、こども園には通園バスを運行すれば不便さを回避でき

ると考えます。又廃止する施設の土地は民間に売却し、建設費にあてるという提案です。

実現するにはいろいろな課題もあると思いますが、本格的な試算をして長期的な視点で検

討していただきたいと思います。町長のご所見をお伺いします。 
２番目は、町内巡回福祉バスの運行をです。先般伊予鉄道から極めて不採算となってい

る、七折、外山、万年、いよ砥部を終点とする系統は廃止するという通告が町に示され、

資料として１８年１１月の利用者数は４路線で３７５名、１路線１日約３名程度の利用し

かなく、関係している区長には総務課から説明があり、今現在の車社会では廃止もやむな

しということですが、このバスを利用しているのは、車の運転の出来ない方、身体の不自

由な方、高齢者の方が多いと思われます。公共の交通機関であるバス路線の廃止を町とし

て容認し、4 月からの廃止であればその地区への対策を早急にとる必要があるのではない

でしょうか。例えばタクシー利用の場合、割引の補助とか、町のマイクロバス、通園バス

の空き時間の利用等、いろいろな方法があると思います。急にバスが廃止になれば利用さ

れている特に弱者の方は、その不便さを感じるのではないでしょうか。温かみのある町行

政と細やかな住民サービスでその対策を立てていただきたい。そして将来高齢化が進む中、

町全体を回る巡回福祉バスの運行も考えていかなければならないのではないでしょうか。

町長のご所見をお伺いいたしまして、２点についての質問を終わります。 
○議長（栗林政伸） 中村町長。 
○町長（中村剛志） 山口議員さんのご質問にお答えをしたいと思います。おっしゃると

おり経費のかからないまちづくり。これは私どもが目指していかなければならないところ

でございます。よくスクラップアンドビルドということも申され、古いものを廃棄して、

また、必要なものを作っていくということも当然考えていかなければなりません。今財政

状況が非常に厳しい中、全国のほとんどの自治体で公の施設の運営のあり方が見直されて
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いるところであります。その中で、今後の幼稚園及び保育所のあり方について、現在、砥

部町幼稚園・保育所運営検討懇談会において検討しているところであります。まだ方針は

決まっておりませんが、今後の運営の在り方として、ご提案の各施設の統合という方向も、

合理的かつ多様なニーズに対応できるという観点から選択肢の一つとして考えられます。

しかし、広田保育所を除いた砥部地区の６つの施設を１つにすることになると、今年２月

１日現在の各施設の利用者数で計算しますと、幼稚園が２６９人。保育所２６３人。合計

５３２人の大規模園になります。就学前の、心身ともに未発達の乳幼児を、このような環

境の中で保育・教育することが、安全面や健康衛生面において適当かどうか。また、保育

部門については０歳児からの受入れになりますので、送迎バスの運行に当たり、０歳、１

歳児の送迎が可能かどうかなど、課題もありますので、十分議論を重ねていきたいと思っ

ております。また、老人福祉施設につきましては、運営費や建設のことを考えれば、３箇

所を１箇所にまとめ、利用者を巡回バスで運ぶことは、合理化の 1 つであります。しかし、

現状の３施設はそれなりに意味を持っております。自分の足で身近な地域にある施設まで

ウォーキングを兼ねて通うことで健康が維持され、健康意識が高まり介護予防に繋がると

いうこともあります。平成１８年度の維持管理費は、３施設合わせて約９８０万円が見込

まれ、１７年度においては 1 日平均６６人の人が利用をしております。今後、高齢者の増

加を考えたとき、「自分たちが利用する施設は自分たちが維持管理する。」、「自分たちが、

自分たちの地域で、自分たちのために利用する。」ということが、重要な意味を持ってくる

ように思います。近い将来、自分たちのこととして高齢化を考え、「私たちが利用する施設

の管理・運営をどうするか。」といった観点で検討を進めてまいりたいと考えております。 

思い切った施設の統合や民間事業者への売却が最も経費の削減になるのは、ご指摘のとお

りでございます。今後、経費と合理化のバランスも考えながら、サービスの受け手である

町民の皆さんのご意見も聞きながら、経費のかからないまちづくりを進めていかなければ

ならないと考えております。 

次に町内巡回福祉バスの運行についてでございますが、ご承知のとおり、伊予鉄道から

不採算となっている七折、外山、万年、いよ砥部を始発・終点とする路線の廃止の協議が

あり、関係する地区の区長さんに説明をいたしました。過疎化の進行やマイカーの一層の

普及等により、全国的な傾向として不採算路線からバス事業者の撤退が見られます。この

ような状況の中、公共交通の不便な地域の住民の交通手段や主要施設や観光施設等を循環

するコミュニティバスを運行する自治体が見られるようになってきました。しかし、この

実態は、バス事業者が撤退した路線や運行していない地域等を運行し、しかも運賃を低く

設定しているため、収支を均衡させることが非常に難しいようです。今回の廃止路線を利

用されている主な利用者は、運転免許を持たない人、高齢者や障害のある人たちが主であ

り、コミュニティバスの運行を、純然たる営利事業として捕らえることが適当ではないこ

とは、十分に認識をしております。現在、障害のある人に対しては、社会参加の促進や移

動支援として在宅者に限り要件を設けて１枚５５０円のタクシー利用助成券を交付してい

ます。財政状況が非常に厳しいこともあり、将来の高齢化の状況、住民の要望や実態、ま

た財政状況などをみながら検討をしてまいりたいと思います。以上で、山口議員の質問に
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対する答弁とさせていただきます。 
○議長（栗林政伸） 山口元之君。 
○１番（山口元之） 今町長さんのお答えをいただきましたように、ちょっと今一箇所に

言うんは極端な意見ではあるとは思います。でも、こういう大事業が始まるときに、経費

の削減をするためにはかなり思い切ったことをやっていかんとこれから将来に不安が残る

と思いまして、こういうことを言わしてもらいました。それと、老人施設と子供の施設を

一箇所にして町のバスを運行せいと言うのは、２番目のと一緒になってくると思います。

何故ならば不便を感じるのは遠くにおる人で、そういう施設があっても遠い人は歩いては

いけないんですね。近くの人はそれで十分賄えると思いますけど。幼稚園にしても保育所

にしても老人施設にしても、そういうバスがあれば利用できるけど、なければそういう所

は、遠くの人は利用できないんですね。そういうことも考えて、そういうバスを運行する

ような考えでやっていただきたいというのが主な意見なんですけれども。町長のご所見お

願いいたします。 
○議長（栗林政伸） 中村町長。 
○町長（中村剛志） ただ今の山口議員さんの再質問にお答えしたいと思います。先ほど

おっしゃられましたように、やはりやるときはかなり思い切ったことをやらなければ改革

はできないということで、私は例としてあげていただいたことが多少大きいことであって

も、やはりそれぐらいの気持ちを持ってやらなければ、本当の改革はできないということ

では私も同感でございますので、そういう気持ちを持ってこれからいろいろな改革には取

り組んでまいりたいと思います。 
 次に老人施設の問題。確かに今おっしゃられましたように近くの人だけが歩いて行くの

ではなくて、遠くの人も当然行かれます。そういう中で、前ほどから私が申し上げておる

のは、やはり今の３つの施設だけでは十分ではない。では、それを補完するのはどうする

かというと、やはり地域の集会所ではないかというふうに思っております。今後集会所の

充実を図っていき、そして、その集会所で老人の方が集える、そしてまたいろいろなボラ

ンティアの方が行って、いろいろな遊びやそして勉強会もできる、そういうふうにしてい

ってお年寄りの方が、楽しめる、人生の老後を楽しめるまちにしていかなければならない

というふうに考えております。また、福祉バスについては、今後の検討としてお預かりを

させていただきたいというふうに思います。以上でございます。 
○議長（栗林政伸） 山口元之君。 
○１番（山口元之） ご答弁よく分かりました。やっぱり周りの過疎になっていくとこも

大事に考えてこれから町政をやっていただきたいと思います。以上です。 
○議長（栗林政伸） 山口元之君の質問を終わります。１１番、宮内光久君。 
○１１番（宮内光久） 議席１１番。宮内光久でございます。私は２点について質問をい

たします。まず、１点目は、一般競争入札についてでございます。現在、砥部町は、設計

金額１億円以上を基準として、指名競争入札から一般競争入札に切り替え、砥部町が行っ

た公共下水道工事に係わる一般競争入札の執行には、大きな効果があったと思われます。

愛媛県では、現行の設計金額１億円以上の工事が対象となる一般競争入札を２００７年度
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から３，０００万円以上に、２００８年度には８００万円以上に拡大する方針を固めてお

ります。砥部町においても、地元業者に配慮した上で、設計金額３，０００万円以上の工

事について一般競争入札に拡大すべきだと考えておりますが、町長のご所見をお伺いいた

します。 
２点目は、宮内バス停の「うわや」の設置についてでございます。宮内バス停の移動に

ついては、大変お世話になり、バスを利用している町民にとって、安全な場所での乗降が

でき、安心をしているところでございます。しかし、雨の日など、雨をよける所もなく大

変困っているのが現状でございます。現在、国を中心とした地球温暖化防止対策や、京都

議定書基準目標達成に向けた取り組みは、都市部だけでの問題ではなく、自動車の依存度

の高い砥部町でも、今後、子供、孫の世代のために真剣に取り組まなければならない問題

であると思います。自治体として住民サービスの向上の側面から「うわや」の設置をして

いただけないでしょうか。町長のご所見をお伺いいたします。以上。 
○議長（栗林政伸） 中村町長。 
○町長（中村剛志） 宮内議員さんのご質問にお答をいたします。初めに、一般競争入札

についてのご質問でございました。今朝ほども井上議員さんからもご質問をいただきまし

た。時代のすう勢として一般競争入札。これが主力になってくることはもう間違いない事

実であるというふうに思います。また、先般行いました一般競争入札も、非常に効果があ

りましたし、事務的に特別な問題もありませんでした。それでは、今後建設工事１億円と

いう範囲を、いつまでやるのかということでございますが、これから十分に検討して、県

が３，０００万ということでございますので、砥部町におきましても、もう少し踏み込ん

で議論をして、できるだけ早い機会に方針を出したいというふうに考えております。ご提

案いただいた３，０００万円という線も、一つの案だというふうに考えております。また、

地域性を考慮することも必要であるということも仰せのとおりであるというふうに思って

おりますので、そのあたりを踏まえまして、できるだけ早く方向付けをしたいというふう

に思っております。 

次に、宮内バス停の「うわや」についてでございます。バスを利用する人々が、バスを

待つ間、雨風をしのぐための施設であります。宮内バス停がある交差点は、道路改良によ

り見通しが良くなりましたが、以前から事故の多い交差点であります。松山側の方は、現

時点でもまだ見通しが非常に悪く、全面的に改良されたということにはなっておりません。

現在、バス停の看板の他に、ＮＴＴの電柱や道路照明の柱などが立っており、「うわや」を

設置することで交差点の見通しが悪くなることも考えられるのではないかと思います。今

後、バス事業者や愛媛県、ＮＴＴなどと協議をして、このバスの「うわや」については検

討をしてまいりたいというふうに考えております。以上で、宮内議員のご質問に対する答

弁とさせていただきます。 

○議長（栗林政伸） 宮内光久君。 
○１１番（宮内光久） まず、一般競争入札についてでございますが、これは昨年１２月

に土居美智子議員、また午前中に井上議員さんが同じ質問を、ほとんど同じような質問を

されております。その中で、やはり私は、ある程度の効果があげれば、ある程度の勉強も
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していただきたいし、効果を大きくしていってもらいたいと思います。まず、最初にお聞

きいたしますのは、１６年度から１８年度までの１億円以上、町が工事をした件数。また

５千万円以上の件数。３千万円以上の件数がこの３年間で何件くらいあったのかお伺いを

いたします。また、やはりですね、この一定の金額を私は３千万と決めたのは、やはりで

すね、地元業者の、やはり行政としては、育成も考えなければならないし、地元の業者さ

んに負担をかけるわけにもいかないと思いますので、私は３千万円が適当ではないかと今

考えております。いろいろ職員さんも仕事がいっぱいあろうかと思いまして、考えますが

一つの前回１億円以上の、なんと言うんですかね、マニュアルというかそういうものが出

来た以上はですね、やはりもう少し勉強していただいて、もし出来ればこういう一般競争

入札にある程度拡大をしていただいきたいと考えるところであります。まず、１億円、５

千万円、３千万円以上の件数が何件あったのかをお知らせください。 
 ２点目の、バス停の「うわや」についてでございますが、確かに今の宮内交差点は見通

しが悪く、日々、何か大きな事故又は小さな事故が発生する所でございます。「うわや」を

設置するとなればやはり見通しなども考えていかなければならないし、そこへんは十分わ

かる訳でございますが、町民のサービスの低下をしないように考えていただきたい。また、

この「うわや」を設置する場合は、行政の方もよくご存知かと思いますが、国土交通省の

方の通達によりますと、道路管理者が設置する場合とか、また事業者が設置する場合、自

治体が設置する場合と、この３通りあるということがございます。私は出来れば今後雨風

で、お客さんというか、住民の方がですね、雨風の中、濡れてバスを待つのではなく、や

はりある程度の配慮をしていただきたいなと思います。また、万が一町としても、やはり

その方向で考えていただくならば、僕は、行政だけではなく、事業者と共同で考えるべき

じゃなかろうかなとは思います。このへんについて、町長の答弁をお願いいたします。 
○議長（栗林政伸） 中村町長。 
○町長（中村剛志） それではまず１点目の、１億円以上、５千万円以上、３千万円以上

の１６年度から１８年度の件数につきましては担当の方よりご説明をさせていただきます。

そして、交差点の「うわや」につきましては、今おっしゃっていただきました、三者のい

ずれかが設置する、又は協力して設置するということでございますので、先ほど答弁の中

でも申し上げましたように、バス事業者や、愛媛県、ＮＴＴなどと協議をさせていただき

まして、これについては今後検討重ねていきたいというふうに思っております。以上でご

ざいます。 
○議長（栗林政伸） 松下監理財政課長。 
○監理財政課長（松下行吉） 宮内議員のご質問にお答えいたします。ご質問の１６、１

７、１８年の３箇年というご質問だったんですが、１６年度合併ということで、データが

ちょっと手元にございませんので、１７、１８の現状でご理解いただいたらと思います。

まず１７年度でございますが、１千万から３千万の建設工事１１件ございました。３千万

から５千万はございません、ゼロでございます。それから５千万から１億までが３件、１

億以上が１件ございます。これは大南の町営住宅でございます。続きまして１８年度でご

ざいますが、１千万から３千万の工事、建設工事が８件、３千万から５千万が２件、５千
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万から１億が１件、１億以上が、先般３月に行いました一般競争入札も含めまして２件で

ございます。以上でございます。 
○議長（栗林政伸） 宮内光久君。 
○１１番（宮内光久） 一般競争入札の件について質問をいたします。この１７年度、１

８年度みてみますと、やはり年間に十何件かの工事がございます。今後、中学校統合問題、

下水道問題等大きな工事がございますので、行政にいたしましてもより一層の勉強をして、

少しでも拡大をしていただきますようお願いをいたします。答弁はいりません。 
○議長（栗林政伸） 宮内光久君の質問を終わります。８番、樋口泰幸君。 
○８番（樋口泰幸） ８番、樋口でございます。１年ぶりの質問台に立たせていただきま

した。地域の防災について町長にお伺いをいたします。現在、先ほど町長の所信表明の中

にも、防災について説明がございました。現在砥部町におきましても自主防災につきまし

ては各団地、また自治体におきまして、町の支援によりそれぞれの地域におきまして拡大

を図られておりますのが現状でございますけども、今後予想されます大災害に対しまして

は、住民としてどの様な対応策を取るべきか、支援を待つだけでなく地域で出来ることは、

地域住民が協力しながら、助け合える自主防災体制をしっかりしたものにする必要がある

のではないかと思います。砥部町には山間部に小集落や高齢者、団地には密集した家屋等

いろいろな条件の違いがあります。その中での対応が必要になろうと思いますけれども、

住宅災害、道路の寸断、水道の寸断、電力の不通、病人やけが人の移送などの対応につい

ては、大災害になりますと一番必要になるのは初期活動でなかろうかと思います。そのと

きにはどうしても身近な住民の活動以外には対応ができないのではないかと思います。例

えば、水道がまず一つ止まったと想定すると、自分達の住んでいる地域には飲料水に適し

た井戸はどこにあるのか。またその井戸が使用できるのか。また、大きな事業所の井戸な

どが利用できるのかどうか。また、電気が止まったと想定すると、今の時代でございます

ので、なんとか電力というのは確保したいということで、今農村地帯では、また町の中で

も発電機を持っておる家庭も多々あると思います。そういう物が使えるかどうか。町の施

設だけでは台数は制限されると思います。住んでいる地域の誰の家に発電機があり使用で

きるのか、また、住民の資材も活用できるような対応策が必要だと思います。先般、東伊

豆地区で防災の研修に行ったことがございます。そこでの防災の実態をちょっと説明して

みますと、ここの地域におきましては、先般、あの辺りは地震の多発地帯でございまして、

あそこのメインの道路は国道１本しかございません。そこで、国道が不通になった時にど

ういう対応策をとったかというと、あそこでは観光客が、まず第一の避難に優先という形

で、漁船を全部チャーターしまして協力を得ながら搬送したという経歴を公表されており

ました。その中で、やはりそういう対応をとるためには何が一番大切かというのは、やは

りそこに防災自治という形の班編成を２８年前位だと思いますけども、そういう班編成を

しながらその地域地域でそれぞれが対応していくという、自主的に、町の支援というもの

でなくして、その地域中心となった防災体制をとるというようなことを成されておりまし

た。そのときにリーダーというのは決めておりましても当てにならんと。誰でもが行動で

きるような体制を作らなければならないということをしきりに主張しておりました。リー
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ダーを決めておりましてもリーダーが被災するかもわからんと。そのときにはリーダーに

代わるべき他の仲間が全部協力できる体制を作るという自治班の編成をしておりました。

砥部町におきましても、小さい小グループ、１０～２０名くらいの班編成で地域の誰でも

が、行動に移せるように日頃から訓練をしておかなければならないかと思います。その為

には事前に地域の防災に使用できる器材・設備等の調査も行う必要があるのではないかと

思っております。それともう一つ、防災について言いますと、今、町の方では非常食とか

携帯食品というものを確保はしていますけども、実際にいざ自分たちの地域で災害が起こ

るということになりますと、防災グッズという物はある程度考えておかなければならない

と思うんですけど、実際に町の実態を把握しておるんであれば、防災グッズをどのくらい

整備しておるのか、ひとつお聞かせを願いたいと思います。それと、また、町の防災マッ

プの活用についても配布だけで意味はないんじゃないかと思います。この議員の中でも、

今家に防災マップが即ここにありますよと出せる人、どのくらいおられますか。みんなあ

げてないわ。というようなこの、実際に防災マップにしましても配ってもらったんは覚え

とるけれども、実際にじゃあ自分の地域では避難場所はどこで、防火施設はどこにある。

あのマップを見てみますと、私たちの川井部落にしましても、防火水槽は一箇所しか記載

しておりません。あと、2 つ有りますけれどもあの地図には載ってないわけですね。まあ

それが２０トン以上の規模でないから載ってないのかもわかりませんけど、２ｍ、３ｍそ

こら辺の水槽は 2 箇所くらいありますけど載っておりません。それと公の所の避難場所は

載っておりますけれども、山間地地域における避難場所というのは載っておりません。私

たちの所はたまたま崩壊危険地域の、山崩れの地域でございます。もし被災したとなると、

今のネットでは到底防ぎきれないような状態ですから、どっかに避難しなければならない

ということでございますけども、そういう場合、公民館にそういう避難施設にするとしま

しても現実には行って住めるということではなく、ただ仮の就寝場所が設けられるという

だけではなかろうかと思います。そういう現状の中でこれから防災については本当に真剣

になって考えていく必要があるんではないかと思いますので、町長のご所見をお願いしま

す。質問終わります。 
○議長（栗林政伸） 中村町長。 
○町長（中村剛志） 樋口議員さんには 1 年振りのご質問いただきましてありがとうござ

いました。議長さんとして 1 年間大変お世話になりました。ありがとうございました。高

い所と一般の席といかがでございましょうか。それでは樋口議員さんのご質問にお答えを

させていただきます。平成７年１月に発生した阪神・淡路大震災以前は、「防災は行政の仕

事」と言われてきました。しかし、阪神・淡路大震災では、交通の阻害や同時多発する火

災への対応に追われて、公的な防災関係機関の活動能力は著しく低下しました。家屋の倒

壊による生き埋めや建物などに閉じ込められた人のうち、約９５％は自力又は家族や隣人

に助けられたといったデータが残されています。これを境に、自主防災組織の活動が見直

され、愛媛県におきましても、組織率が低迷していることから、設立に力を入れておりま

す。町におきましても、組織の活動に必要な資材を貸与するなど設立の支援をしており、

現在、１７組織が設立され活動をしております。組織は、平常時には、地域の安全点検や
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地域の危険箇所の確認、防災訓練を通じて大災害に備える活動を行っています。防災の基

本は、まず自分の地域についてよく知ることだと言われております。組織や家庭でどのよ

うな資機材を持っているのか、また、最寄りの避難場所はどこなのかなど、組織や各家庭

で地域の見直しにあわせてご確認いただきたいと考えております。町としましては、引き

続き組織が防災活動に使用する資機材を貸与するなど、組織の設立や活動の支援と併せま

して、防災マップの活用や自分たちの地域の見直しにつきましても啓発してまいりたいと

考えております。なんといいましても、やはり訓練を行うということによって、いざとい

うときに役に立つ訳でございますので、地域での訓練、これを是非行っていただきたいと

いうふうに思います。また防災グッツの数につきましては、担当の係より答弁をしますの

でよろしくお願いいたします。 

○議長（栗林政伸） 明賀総務課長。 
○総務課長（明賀徹） ただ今の樋口議員さんのご質問なんですが、まず 1 点目に地域で

定められている避難場所が防災マップに記載されていないということでしたが、先ほど町

長の方からもご説明がありましたように、地域における防災組織をまず立ち上げていただ

きまして、地域地域でまた更なる詳しい防災マップを現在作っていただいております。そ

れによって、地元の方に周知していただくということで、この度お配りしました防災マッ

プにつきましては、砥部町で、自分がどういう所に住んでいるか、また全体で避難する場

合の場所とを載せております。ですから、より詳しく扱いやすい地図につきましては、各

地区の防災組織が今後充実してまいりましたら、砥部町内のそういう地図が完全に出来上

がっていくのではないかと考えております。それと、防災グッズというか、これは食糧の

ことなんでしょうか。非常持出食糧。あの、原則的にですね、防災の非常用のは、皆さん

各家庭でお願いしますということで。ただ砥部町の方で揃えております物は、ただ集まっ

て何百人という方が来られたときの非常用の食糧については備蓄して、期限が来れば新し

い物と交換して、今現在準備はしております。ただ、これも全住民の分を保管している、

準備しているかというと、せいぜい来られた方対象ですから、2 千人分くらいしかござい

ません。ただ、それ以上につきましては、その後の県なり国なりの支援を待つという形で

臨んでいきたいと思います。 
○議長（栗林政伸） 樋口泰幸君。 

○８番（樋口泰幸） 一応この前の、砥部町における学習会の中で、砥部の地域におきま

しては地震に対しては比較的強いというようなことで、安心はしておるんですけれども、

やはり一つの災害が起こりますと、どういう形で起こるのか、一定ではないと思いますの

で、これからはいざというときのため、どうしても必要な物は、地域で確保するような形

を住民に協力をしていただくというような啓蒙が必要であろうと思います。そのために、

この防災マップにつきましても、各地域で、出来るまでに自分たちで、この中に今どうい

うような避難したらいいとかそういうものを自分で書き込めれば一番効率が上がるんでは

ないかというふうに思います。まず自分がどういうふうな経路で逃げるか、恐らく夜間に

なってくると、昼間で自分らが頭に描いておることとは違いますので、先ほど町長が言い

ましたとおり、やはり訓練というものが必要でないかと思います。特にこれから高齢者を



 47

抱えておる家庭につきましては、普通の健常者が避難するのとは違うということも頭に入

れておかなければ対応が遅れるんではないかと思いますので、その点も今後町としての対

応策も検討していただきたいと思います。答弁はいりません。終わります。 

○議長（栗林政伸） 樋口泰幸君の質問を終わります。これで一般質問を終わります。 
 以上で、本日の議事日程をすべて終了しました。本日はこれで散会します。 

 
 

午後 ２時２９分 散会 
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平成１９年第１回砥部町議会定例会 
平成１９年３月９日（金） 

午前９時００分開会 
 
○議長（栗林政伸） これから、本日の会議を開きます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第１ 議案第５号 砥部町道路線の認定について 

（説明、質疑、産業建設常任委員会付託） 

○議長（栗林政伸） 日程第１議案第５号砥部町道路線の認定についてを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。萬代建設課長。 

○建設課長（萬代喜正） 議案第５号砥部町道路線の認定についてご説明いたします。町

道の路線を認定することについて道路法第８条第２項の規定により議会の議決を求めます。

平成１９年３月９日提出。砥部町長中村剛志。路線名「岩谷口線」。起点及び終点、砥部町

岩谷３１６番先から岩谷口９３５番１先まで。「麻生団地１号線」。砥部町麻生１９９番１

７先から５２先まで。「麻生団地２号線」。砥部町麻生１９９番２６先から２５先まで。「麻

生団地３号線」。砥部町麻生１９９番４１先から３６先まで。提案理由といたしまして、町

道岩谷口線につきましては、国道３３号の区域変更に伴い町道として編入するため。また、

町道麻生団地１号線、２号線、３号線につきましては、開発が完了した団地内道路の寄付

を受けたことにより、町道として認定する必要があるので提案するものであります。なお

別紙の参考資料を見ていただけたらと思います。岩谷口線でございますが、国道３３号塩

ヶ森トンネルの手前のカーブ２箇所をショートカットして、スムーズに通行出来るように

改良していただきました。その残った部分の町道認定でございます。総延長７７２．５ｍ

で、下の図面でございますが、水色に着色している部分につきましては、延長１９４．１

ｍありますが、これは国道を重用して使用しております。そのため、実質管理する延長は

赤色の５７８．４ｍになります。次のページをお願いいたします。赤で着色しております

麻生団地１号線、延長１６８．５ｍ。黄色の着色しております麻生団地２号線、延長６５

ｍ。麻生団地３号線、延長７７ｍでございます。これは住宅団地の開発により新たに出来

た道路を町道認定するものでございます。以上４路線、よろしくご審議賜りますようお願

い申し上げます。 

○議長（栗林政伸） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。

１８番、三谷喜好君。 

○１８番（三谷喜好） この線につきましては、いささかのあれもございませんが、これ

からこの線を認定したと仮定して町道の合計、町内にある合計は何ｋｍになりましょうか。 

○議長（栗林政伸） 萬代建設課長。 

○建設課長（萬代喜正） 町道の総延長は、これを入れて２４６ｋｍでございます。 

○議長（栗林政伸） 質疑を終わります。 

おはかりします。議案第５号は、産業建設常任委員会に付託することにしたいと思いま

す。ご異議ありませんか。 
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［「異議なし」の声あり］ 

○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第５号は、産業建設常任委員会

に付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１６日の本会議でお願いしま

す。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第２ 議案第６号 指定管理者の指定について（砥部町交流ふるさと研修の宿） 

（説明、質疑、産業建設常任委員会付託） 

○議長（栗林政伸） 日程第２議案第６号指定管理者の指定についてを議題とします。本

案について提案理由の説明を求めます。相田商工観光課長。 

○商工観光課長（相田由紀夫） それでは議案第６号指定管理者の指定についてご説明申

し上げます。砥部町交流ふるさと研修の宿の指定管理者を指定するため、地方自治法第２

４４条の２第６項の規定により議会の議決を求めるものでございます。１、指定管理者に

管理を行わせようとする公の施設の名称、砥部町交流ふるさと研修の宿。指定管理者とな

る団体の名称、Ｗith cafe（ウィズカフェ）。指定管理者となる団体の所在、愛媛県松山市

久米窪田町３３７番地１。指定の期間、１９年４月１日から２２年３月３１日までの３年

間でございます。平成１９年３月９日提出。砥部町長中村剛志。提案理由でございますが、

砥部町交流ふるさと研修の宿の管理運営を、効果的かつ効率的に行うため指定管理者の指

定を提案するものでございます。それでは次のページをお開きくださいませ。交流ふるさ

と研修の宿における指定管理者候補者の選定結果についてでございますが、ご説明申し上

げます。ふるさと研修の宿における指定管理者候補について次のとおり選定いたしました

のでご報告とご説明を申し上げます。施設の概要でございますが、総津１１７番地でござ

います。平成６年４月１日に開館いたしまして、昨年から休館しておりましたが、その施

設でございます。設置目的でございますが、人と人との交流を図り、住民福祉の向上に寄

与するための研修の宿でございます。募集の概要でございますが、配布期間は１１月１日

から１２月２８日まででございました。受付期間につきましても、１８日から２８日の年

内という事でございました。申込団体でございますが、２団体の、２グループの申請がご

ざいました。３番目でございますが、選定の概要と結果につきましては、選定委員会にお

きまして審査と選定を行いましたのでご報告します。選定委員会の委員につきましては、

助役を委員長に５名で実施いたしました。審査の経過でございますが、選定委員会開催日

は１９年１月３１日水曜日に行いまして、審査方法について協議、決定しております。審

査方法につきましては、選定の基準及び配点をもとに選定委員がそれぞれ採点評価を行う

ことといたしました。選定方法は、選定委員がそれぞれの申込団体の提出書類の審査及び

面接審査により総合的な評価を行うことといたしました。その総合的な評価の結果が適当

であるか検証を行うこととしたものでございます。３番目の審査でございますが、申込団

体の出席を求めまして、提案内容等に関し選定委員との質疑応答、面接審査を行いました。

評価表による採点を行い、選定委員５人の合計点により評価を行いました。評価表の採点

では、合計点でやまびこクラブがきん少差の２点差で上回りましたが、Ｗith cafe（ウィ

ズカフェ）に高い評価点をつけた選定委員が５人中３人、やまびこクラブに高い評価点を
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つけた選定委員が１人、同点が１人という結果を踏まえて、２点差という合計点数の差は

きん少差であり総合的な評価を行う必要があるという選定委員さんからのご意見をいただ

きまして、採点結果について検証を行いました。検証を行った結果、合計点数の２点差、

７５０点の内の２点差は、ほぼ同点と判断できるのではないかということでですね、Ｗith 

cafe（ウィズカフェ）に選定委員５人中３人が高い点をつけたこと、またＷith cafe（ウ

ィズカフェ）の提案内容が最も優れていたことなどを総合的に評価し、Ｗith cafe（ウィ

ズカフェ）を指定管理者の候補として選定いたしました。次の選定の基準につきましては、

またご覧いただけたらと考えております。続きまして、次のページの選定委員会における

審査結果の総評でございますが、Ｗith cafe（ウィズカフェ）は評価表の合計点では次点

ながら、２点差というきん少差でほぼ同等と判断できるとともに選定委員５人中３人が高

い評価点を付けたこと、また、次の点で優れていると認められることから総合的に評価し、

第１位と順位付けすることといたしました。まず第１点ですが、人員配置について、適正

な人員が確保されておるということでございます。また責任体制、クレームへの対応も明

確に示されております。続きまして、事業計画につきましては積極的なイベントの実施、

斬新かつ新しい企画が提案されるなど将来への発展性が強く感じられるとともに、集客に

積極的に努める提案がなされておるということでございます。３番目でございますが、県

内外のグループとのネットワークを多く有しておりまして、集客を計画するなど、明確な

基本理念・方針を持っており、安定した経営を継続して行うことができるのではないかと

いうことでございます。４番目でございますが、地域住民への施設利用の促進やイベント

への参加を計画するなど、人と人との交流の場として取り組みが計画されており、公益性

に富み、地域社会への貢献も大いに期待できるというふうに認められるものでございます。

５番目でございますが、地域産業の発展や特産品の活用計画も具体的な内容となっており

まして、地元らしい食材を使った料理等を提供するというようなことでございます。以上

の５点が総評でございます。４、町としての指定管理者候補の決定、町では選定委員会に

おける選定の方法及び評価の内容が適切であると認め、選定委員会の選定結果を尊重した

上で、総合的に判断した結果、Ｗith cafe（ウィズカフェ）を指定管理者候補に決定する

ことといたしました。以上で説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろしくお願

いいたします。 

○議長（栗林政伸） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
４番、土居美智子君。 

○４番（土居美智子） まず、選定は我々が見聞きしてるわけでないので、わかりません

が、地元の業者よりも松山に所在を持っている企業の方が優ってたということなんですが、

今説明がありました、審査結果の総評の中に、以前から広田地区の住民と関わりを持つあ

るいは砥部町内で活動実績があるというふうな文言がでておると思いますけども、わかる

範囲内でどういうふうなふれあいがあったのかということをお知らせ願ったらと思います。 

○議長（栗林政伸） 相田商工観光課長。 

○商工観光課長（相田由紀夫） 土居議員さんのご質問にお答えします。Ｗith cafe（ウ

ィズカフェ）の代表者であります、赤松氏でございますが、地域の、例えばグループホー
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ムさんとか、といった方のですね、広田地域の審議会を作られておりまして、二度ほど会

を開いたという事でございました。また、副代表の方が広田地域に住んでおられまして、

その方たちと共に、山を守る会、森の宝石ですかね、グループ等々と企画協議をしておる

という事でございます。また、砥部町におきましては１年半くらい前から坪内家の工事を

してですね、砥部焼でレンガを作りまして、石焼パンみたいな感じのですね、砥部焼でパ

ンを作ってみようということで、砥部焼釜を作ろうというような計画で今進んでおります。

そういった団体でございます。 

○議長（栗林政伸） 他にありませんか。大野和博君。 

○１２番（大野和博） ちょっと声が聞き取りにくいんで、もしかまんかったら、ボリュ

ームを上げてもらったら。どんなですかね、上げれますかね。  

○議長（栗林政伸） 他にございませんか。質疑を終わります。 
おはかりします。議案第６号は、産業建設常任委員会に付託することにしたいと思います。

ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって議案第６号は、産業建設常任委員会に

付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１６日の本会議でお願いします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第３ 議案第７号 指定管理者の指定について（砥部町農村工芸体験館） 

（説明、質疑、産業建設常任委員会付託） 

○議長（栗林政伸） 日程第３議案第７号指定管理者の指定についてを議題とします。本

案について提案理由の説明を求めます。相田商工観光課長。 

○商工観光課長（相田由紀夫） 議案第７号指定管理者の指定についてご説明申し上げま

す。砥部町農村工芸体験館の指定管理者を指定するため、地方自治法第２４４条の２第６

項の規定により議会の議決を求める。指定管理者に管理を行わせようとする公の施設の名

称、砥部町農村工芸体験館。指定管理者となる団体の名称、Ｔ・Ｔ・Ｓ(砥部焼体験サポー

ト)でございます。指定管理者となる団体の住所、伊予郡砥部町総津１７９８番地。指定の

期間でございますが、平成１９年４月１日から平成２２年３月３１日の３年間でございま

す。平成１９年３月９日提出。砥部町長中村剛志。提案理由でございますが、砥部町農村

工芸体験館の管理及び運営を効果的かつ効率的に行うための指定管理者の指定を提案する

ものでございます。次のページをお願いいたします。工芸体験館における指定管理者候補

の選定結果についての説明を申し上げます。指定管理者の候補者については、次のとおり

選定いたしましたのでご報告をいたします。施設の概要についてでございますが、総津１

１７番地でございまして、平成５年４月１日に開館をしております。設置目的につきまし

ては、豊かな農村工芸を次世代へ繋ぐとともに、都市と農村の交流を図り、もって住民福

祉の向上に寄与するための体験館でございます。募集の概要でございますが、配布期間は

１８年１１月１日から１２月２８日まで。申込受付期間につきましては、１８年１２月１

８日から１２月２８日まで。申込団体はＴ・Ｔ・Ｓ(砥部焼体験サポート)１グループでご

ざいました。選定の概要と結果につきましては、選定委員の委員さんにつきましては助役
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を委員長に５名で実施したところでございます。なお、体験館、砥部焼を中心とした体験

館でございますので、委員の中には協同組合の理事長さんにも入っていただきました。審

査、選定の経過でございますが、選定委員会開催日につきましては、１９年１月３１日水

曜日に行いまして、審査、選定方法についての協議、決定を行いました。審査方法は先ほ

どと同じでして、審査委員がそれぞれ採点評価を行うことといたしております。また、選

定方法につきましても同じでございますが、ただここは１社でございますので、そこは点

数的に実際に受けれるかどうかが評価につながろうかというふうに考えております。また

審査でございますが、申込団体の出席を求めて面接審査を行っております。評価点による

採点を行い選定委員５人の合計点により評価をいたしました。申込団体が、先ほども言い

ましたが、１団体のために、さらに検証を行い総合的な評価を実施した結果、その結果に

ついて適当であると判断されたためＴ・Ｔ・Ｓ(砥部焼体験サポート)を候補として決定い

たしました。選定の基準については省かせていただきまして、次のページの選定委員会に

おける審査総評でございます。Ｔ・Ｔ・Ｓ(砥部焼体験サポート)は総合的な評価点４８６

点となり、次の点で優れているので候補者とすることといたしました。まず、人員配置に

ついて適正な人員が確保されており、責任体制も明確に示されております。業務執行体制

も確保されております。構成するメンバーに砥部焼従事者が２人いるなど、農村工芸体験

館の運営上適切な職能を有していると認められます。３番目でございますが、体験館での

従事経験を有する者がいるため、これまでの経験と活動実績を活かすことにより堅実な管

理運営を行うことができると認められる。運営実態等を熟知しているため指定管理者とし

てスムーズな移行が図られる。４番目につきましては、地域住民への施設利用の促進、地

域の活性化に対する熱意が強く感じられるため、公益性に富み、地域社会への貢献も大い

に期待できるというのが総評でございます。４番目、町としての指定管理者候補の決定。

町では選定委員会における選定の方法及び評価の内容が適切であると認め、選定委員会の

選定結果を尊重した上で、総合的に判断した結果、Ｔ・Ｔ・Ｓ(砥部焼体験サポート)を指

定管理者候補に決定することといたしました。以上で説明を終わらせていただきます。ご

審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（栗林政伸） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
４番、土居美智子君。 

○４番（土居美智子） ２つ質問したいと思いますが、まず１つ目は、人員配置が適正な

人員というのは、これは、我々はどういうふうに考えたらいいのか良くわからないので、

まあ言えば、いつでも必ずそこに１人ないし２人は毎日おれるとか、そういうふうな考え

方なのかと思いますが、そこを説明お願いしたいのと、あと１つは、ここで窯を作るとい

う話が出ておったと思いますが、それはもう完成したのかどうか、この２点について。 

○議長（栗林政伸） 相田商工観光課長。 

○商工観光課長（相田由紀夫） 土居美智子議員のご質問にお答えします。人員配置につ

きましては３名体制でございます。体験館につきましては、定休日が１日ございますので、

３人体制で十分対応できると思います。その中に、２人の砥部焼関係者がいるということ

でございます。もちろん主になりますのは、代表者であります平野氏でございます。それ
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から窯でございますが、１２月に予算をいただきましたので、３月いっぱいまでになんと

か完成させたいということで、今発注しておるところでございます。以上です｡ 
○議長（栗林政伸） 他にございませんか。質疑を終わります。 

おはかりします。議案第７号は、産業建設常任委員会に付託することにしたいと思いま

す。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって議案第７号は、産業建設常任委員会に

付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１６日の本会議でお願いします。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第４ 議案第８号 砥部町高齢者在宅福祉事業費用徴収条例の制定について 

（説明、質疑、厚生常任委員会付託） 

○議長（栗林政伸） 日程第４議案第８号砥部町高齢者在宅福祉事業費用徴収条例の制定

についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。大西生きがい推進課

長。 

○生きがい推進課長（大西潤） 議案第８号砥部町高齢者在宅福祉事業費用徴収条例の制

定についてご説明申し上げます。初めに次のページの提案理由をご覧ください。この条例

制定の提案理由でございますが、事業利用者の自己負担金につきまして今までは、高齢者

在宅福祉事業の事業ごとの要綱等で規定していたものを、一括して条例で定めることとす

るものでございます。前のページへお願いします。砥部町高齢者在宅福祉事業費用徴収条

例を次のように定めるものでございます。第１条は趣旨についてでございますが、砥部町

高齢者在宅福祉事業において、以下事業と言います。町長が事業利用者から徴収する費用

に関し必要な事項を定めるものであります。第２条は事業の種類で、別表左欄のとおりと

するもので、第３条は利用者負担金の徴収で、事業の実施に要する負担金として、別表右

欄に掲げる金額を当該利用者から徴収すると定めております。下記の別表をご覧ください。

自己負担金を徴収する９つの事業でございます。通所型介護予防事業、いきいきデイサー

ビス事業、サテライトデイサービス事業につきましては、１回の負担額でございます。地

域ケア体制整備事業につきましては、１年の負担額を所得により７段階に分けております。

次のページをご覧ください。軽度生活支援事業、生活管理指導員派遣事業、生活管理指導

短期宿泊事業につきましては、１時間の負担額を所得によりそれぞれ分けております。い

きいき配食サービス事業、いきいき見守り配食サービス事業につきましては、１食の負担

額であります。備考といたしまして、食事サービス及びその他のサービスに伴う原材料費

等の実費相当額については、利用者が負担するものとしております。前のページの第４条

をご覧ください。第４条は、負担金の納付期限で、当該月分を翌月の末日までに納めなけ

ればならないと定めております。第５条は、負担金の免除で、天災、その他の事由により、

費用の負担が困難であると判断したときは、負担すべき金額を減額し、又は免除すること

ができると定めております。第６条は、必要事項についての委任でございます。附則でご

ざいますが、この条例は平成１９年４月１日から施行するものでございます。以上で議案

第８号の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 
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○議長（栗林政伸） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
４番、土居美智子君。 

○４番（土居美智子） すみません、ちょっと基本的なことをお尋ねするんですが、これ

は改めて条例ができるということなんですけれども、この通所型介護予防事業１回につき

５５０円、あるいは金額それぞれと書いてあるんですけども、今までは、どういう状態だ

ったのか、それとこれはまたこの条例とはまったく違う話ではあるんですが、いきいき配

食サービス事業というのは、１食４００円という形であるんですけども、配食事業ですよ

ね。あの、この配食サービスは、食の自立支援とかに委託されるんだろうと思いますけど

も、この内容についてですね、私が町の中で聞きます限りではですね、非常に貧しい内容

であるというふうに聞いているんですよ。この４００円という金額がこれ以上利用者の方

の負担になると生活の問題も関わってくるんですけれども、１回委託されるに当たっては

町の方側も、その内容をですね、チェックされる必要があるんではないかと思うんですけ

ど、今までにそういうことがあったのかどうか、その２点をちょっとお知らせ願ったらと

思います。 

○議長（栗林政伸） 大西生きがい推進課長。 

○生きがい推進課長（大西潤） 土居議員さんの質問にお答えいたします。この利用者の

負担額の設定でございますが、これにつきましては、委託費の大体１割ということで、前

回要綱で定めていたと申しましたが、利用者の負担額につきましては、前回から値上げは

しておりません。この事業につきましては、１人でも多くの方に参加してもらうことによ

り高齢者の方が、いつまででも元気に生活していただき、介護予防につながることを考慮

いたしまして、負担額は上げてございません。そして、配食サービスの関係でございます

が、まずいきいき配食サービスと、いきいき配食見守りサービスについてちょっとご説明

いたします。いきいき配食サービスにつきましては、６５歳以上の独居高齢者、高齢者世

帯、日中に１人になる高齢者等が利用できる事業でありまして、栄養のバランスの改善と

か、食事の準備が難しいことへのサポートとして行うものでございまして、主に介護認定

を受けておる人が対象となっております。そしてこれにつきましては、原則は週３回か、

週３日ですか、３回でございまして、配達を原則としております。そして、いきいき配食

見守りサービスにつきましては、６５歳以上の独居高齢者等が利用できる事業で、一人暮

らしの不安解消のための見守りと、先ほど申しました、栄養バランスの改善等を目的とい

たしまして配達を行うもので、これにつきましては、週何日配達するかは決めておりませ

ん。ケアマネージャーとケア会議をして、審議いたしまして、必要ならばそれに応じて配

食をするということで。そして、先ほど土居議員さんが申しましたように、別にこの配食

サービスにつきましては、生きがい推進課の方へは問題等は入っておりません。以上でご

ざいます。 

○４番（土居美智子） 質問してかまいませんか。その食事の内容をご覧になったことが

ありますか。お弁当の内容。 

○生きがい推進課長（大西潤） ございません。はい、一度食べてみます。以上でござい

ます。 
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○議長（栗林政伸） 他にございませんか。質疑を終わります。 
おはかりします。議案第８号は、厚生常任委員会に付託することにしたいと思います。

ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって議案第８号は、厚生常任委員会に付託

することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１６日の本会議でお願いします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第５ 議案第９号 砥部町防災会議条例及び砥部町水防協議会条例の 

一部改正について 

（説明、質疑、総務文教常任委員会付託） 

○議長（栗林政伸） 日程第５議案第９号砥部町防災会議条例及び砥部町水防協議会条例

の一部改正についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。明賀総務

課長。 

○総務課長（明賀徹） 議案第９号砥部町防災会議条例及び砥部町水防協議会条例の一部

改正について。砥部町防災会議条例及び砥部町水防協議会条例の一部を改正する条例を次

のように定める。平成１９年３月９日提出。砥部町長中村剛志。改正内容につきましては、

新旧対照表でご説明いたしますので、対照表の１ページの方をご覧ください。改正箇所に

つきましては、アンダーラインを入れております。伊予消防署砥部出張所から単独の砥部

消防署に格上げされたことに伴いまして、砥部町防災会議条例第３条第５項第５号中、「伊

予消防等事務組合伊予消防署砥部出張所長、伊予消防等事務組合伊予消防署広田出張所長」

とありますのを、「伊予消防等事務組合砥部消防署長、それと伊予消防等事務組合砥部消防

署広田出張所長」に改めました。対照表の２ページの方をご覧ください。こちらにおきま

しても同様の改正を行っております。砥部町水防協議会条例第３条第５項第３号中、「伊予

消防等事務組合伊予消防署砥部出張所長、また同伊予消防署広田出張所長」を、「伊予消防

等事務組合砥部消防署長、それと砥部消防署広田出張所長」に改めております。今回の改

正につきましては、伊予消防等事務組合消防本部及び消防署に関する条例の一部が改正さ

れたため、提案するものでございます。附則といたしまして、この条例は平成１９年４月

１日から施行する。以上で説明を終わりますが、ご審議よろしくお願いいたします。 

○議長（栗林政伸）説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 

おはかりします。議案第９号は、総務文教常任委員会に付託することにしたいと思いま

す。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって議案第９号は、総務文教常任委員会に

付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１６日の本会議でお願いします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第６ 議案第１０号 砥部町消防団条例の一部改正について 
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（説明、質疑、総務文教常任委員会付託） 

○議長（栗林政伸） 日程第６議案第１０号砥部町消防団条例の一部改正についてを議題

とします。本案について提案理由の説明を求めます。明賀総務課長。 

○総務課長（明賀徹） 議案第１０号砥部町消防団条例の一部改正について。砥部町消防

団条例の一部を改正する条例を次のように定める。平成１９年３月９日提出。砥部町長中

村剛志。今回の改正は、消防組織法の改正及び広田地区の消防団の再編並びに伊予消防等

事務組合の伊予消防等事務組合消防本部及び消防署に関する条例の改正に合わせて行って

おります。改正内容につきましては、新旧対照表でご説明いたしますので、対照表の１ペ

ージをご覧ください。砥部町消防団条例第１条中、第１５条第１項、第１５条の２第２項

及び第１５条の６第１項を第１８条第１項、第１９条第２項及び第２３条第１項に改める

改正につきましては、消防団の設置、名称、区域、消防団員の定員、身分の取り扱い等を

定めております。根拠法の改正によりまして、条文番号の整理を行うものでございます。

第４条中、副団長１５人を副団長１４人に、また、班長３７人を班長３８人に改める改正

につきましては、広田地区の消防団の再編に伴うものでございます。今回１２分団の中野

川地区につきましては、１３分団総津地区の方へ編入をいたしました。それに伴いまして、

１２分団の班長それと、副団長の数をそれぞれ調整を行っております。対照表の２ページ

をお願いいたします。第１２条第２号中、所轄消防所長、所の長を、所轄消防署長に改め

る部分は、伊予消防署砥部出張所から砥部消防署に変更される事に合わせて改正を行って

おります。附則、施行期日等、この条例は平成１９年４月１日から施行する。ただし、第

４条の改正規定は平成１９年４月１０日から施行する。２、この条例による改正後の条例

第１条の規定は平成１８年６月１４日から適用する。以上で説明を終わります。ご審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

○議長（栗林政伸） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 

おはかりします。議案第１０号は、総務文教常任委員会に付託することにしたいと思い

ます。ご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 

○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって議案第１０号は総務文教常任委員会に

付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１６日の本会議でお願いします。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第７ 議案第１１号 砥部町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の 

一部改正について 
（説明、質疑、総務文教常任委員会付託） 

○議長（栗林政伸） 日程第７議案第１１号砥部町職員の勤務時間、休暇等に関する条例

の一部改正についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。明賀総務

課長。 

○総務課長（明賀徹） 議案第１１号砥部町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部
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改正について。砥部町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例を次の

ように定める。平成１９年３月９日提出。砥部町長中村剛志。今回の条例改正は、国家公

務員の休息時間の廃止及び休憩時間の見直しに伴い、砥部町においてもこれに準じて職員

の勤務時間について見直しを行うものです。現在は勤務時間を午前８時半から午後５時１

５分まで。間中に休息時間を午後０時から１５分と、午後３時から１５分の２回で定めて

おります。別に休憩時間は午後０時１５分から午後１時までと定めております。今回の改

正によりまして、休息時間が廃止され、勤務時間が午前８時半から午後５時半までになり、

この間に昼の休憩時間を午後０時から午後１時までの１時間で定めることになります。そ

れでは改正点のご説明につきましては、新旧対照表で行います。ご覧ください。砥部町職

員の勤務時間、休暇等に関する条例第６条第１項中、「、６時間」を「６時間」に。「少な

くとも４５分、８時間を超える場合においては少なくとも１時間」とございますのを、「、

少なくとも１時間」に改め、「、それぞれ」という文字を削っております。先に改正案の３

項の方をご覧ください。第６条第２項中、「前項」とあるのを「第１項」に。「規則で」を

「規則の」に改め、同項を、同条第３項とし、同条第１項の次に、次の１項を加えるもの

でございます。改正案の２項ですが、「任命権者は、１日の勤務時間が６時間を超え８時間

以下の場合において、前項の規定によると職員の健康及び福祉に重大な影響を及ぼすとき

は、規則の定めるところにより、前項の休憩時間を４５分以上１時間未満とすることがで

きる。」としております。第７条を次のように改める。第７条削除。これにより、休息時間

は廃止されます。附則で施行期日は、この条例は平成１９年４月１日から施行する。経過

措置ですが、砥部町職員の勤務時間、休暇等に関する条例第４条第１項に規定する公務の

運営上の事情により特別の形態によって勤務する必要のある職員の休憩時間及び休息時間

については、当分の間、なお従前の例による。以上でご説明を終わります。審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

○議長（栗林政伸） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

７番、井上洋一君。 

○７番（井上洋一） 大した話ではございませんが、この休息という項目については、ま

あ周辺で、国家公務員の関係でこれ見直したということなんで、関連している所で、こう

いう休息という表現を使っているとこはどっかあるんですか。 

○議長（栗林政伸） 明賀総務課長。 

○総務課長（明賀徹） ただ今の井上議員さんのご質問なんですが、まずあの、休息と休

憩という捉え方ございます。休息時間というのは勤務時間として計算されます。休憩時間

につきましては、勤務時間にカウントしません。ですから、従来であれば２回の休息時間

３０分につきましては、わかりやすく言ったら、給料貰いながら休んでいいという時間帯

が休息時間です。休憩時間につきましては、無給の部分ですから、それが４５分でありま

した昼休み、４５分に給料をいただいておる１５分をくっつけて１時間の昼休みを作って

おりました。それで休息時間が今回廃止された関係に伴いまして、昼休みを１時間で定め

るために３０分、現在５時１５分までの勤務を後ろへ１５分持ってこないと、１日の勤務

時間が８時間にならないわけです。ですから、午前８時半から午後５時半まで働きますと、
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９時間です。ですけど間中に１時間休憩取りますから８時間勤務ということになります。

それで、休息時間という言葉を他で使っているかと言われるんですが、これで廃止になり

ますから、この条例の中には出てきません。以上です。 

○議長（栗林政伸） 他に質疑ありませんか。井上洋一君。 

○７番（井上洋一） 総務課長、ご丁寧に説明していただきまして、私もこの辺の話にな

りましたら国鉄時代からこの休息ありましたので、私は自分ではプロだと思っております

ので、この分野は。当然、当時国鉄も１５分間休息がありまして、休憩が４５分。日本国

有鉄道から株式会社に当時ＪＲに民営分化された時にこの休息は廃止になりましたので、

大体同じような考えなんで。私は当時団体交渉でこれを反対したと記憶の隅に残っており

ますが。それはそれでいいんですが、私が言いたかったのは、砥部町以外でどうだろうか

というお尋ねをしたかったので、ちょっと違っているみたいなので。そういう意味です。 

○議長（栗林政伸） 明賀総務課長。 

○総務課長（明賀徹） 井上議員さんのご質問ですが、他の自治体ということでいいんで

しょうか。今の所、最近調べたので、一番新しいデータでは、今治は未定というふうに聞

いております。新居浜、西条、四国中央市も未定。それ以外のとこにつきましては昼休み

を６０分にして、すみません、松山市は今のところ４５分でいきたいというふうに聞いて

おります。それ以外は６０分で４月１日からその他の自治体については施行するというふ

うに聞いております。以上でございます。 

○議長（栗林政伸） 他にございませんか。質疑を終わります。 

おはかりします。議案第１１号は、総務文教常任委員会に付託することにしたいと思い

ます。ご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 

○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって議案第１１号は総務文教常任委員会に

付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１６日の本会議でお願いします。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第８ 議案第１２号 砥部町職員の給与に関する条例の一部改正について 

（説明、質疑、総務文教常任委員会付託） 

○議長（栗林政伸） 日程第８議案第１２号砥部町職員の給与に関する条例の一部改正に

ついてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。明賀総務課長。 

○総務課長（明賀徹） 議案第１２号砥部町職員の給与に関する条例の一部改正について。

砥部町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を次のように定める。平成１９年３

月９日提出。砥部町長中村剛志。今回の条例改正は、人事院勧告による国家公務員の給与

改定に伴い、これに準じて砥部町職員の給与を改定するためのものでございます。例によ

りまして、改正内容の説明は新旧対照表でご説明いたします。対照表の１ページの方をご

覧ください。砥部町職員の給与に関する条例第７条第３項中、「のうち２人まで」を削り

「それぞれ」を「１人につき」に改め「、その他の扶養親族については１人につき５，０

００円」を削る。この改正によりまして、３人目からの扶養親族につきましても、千円引

き上げられることになり、１人６千円で支給されることになります。第１０条の２第２項
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中、「１００分の２５」を「１００分の２１」に改める。この条につきましては、特地勤

務手当、特地といいますのは、離島とか、その他の生活の著しく不便な地に所在する公署

に勤めるようになった場合等に支給されるものです。砥部町では特地はございませんので、

支給はありません。第１８条第２項中、「月額は、」の次に「同項に規定する職にある者

の所属する職務の級における最高の号給の」を加えます。この改正は、管理職手当を現在

の定率制から給料表の級ごとに設定する定額制に移行するための改正を行うものでござい

ます。附則１では施行期日を１９年４月１日としました。附則２で平成１８年４月の給料

表の切替により生じた給料差額を支給されている職員が、その者の属する級の最高号給を

超える場合にあっては平成２３年３月までの間、従来どおりの扱いとするというふうにし

ております。対照表の２ページの方をご覧ください。附則３では、改正条例の一部改正を

行い、管理職手当が定率から定額に移行したことに伴い、第１８条第２項を削る改正をい

たしました。以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（栗林政伸） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
井上洋一君。 

○７番（井上洋一） 課長、これ、改正案でいつからいうことやったんかなこれ。ちょっ

といつからか聞いてなかったんですが。簡単に概略で言うんですが、このように改正され

るとして、年間でいえば予算的にはどんなふうになるんですか、イメージでいいです。 

○議長（栗林政伸） 明賀総務課長。 

○総務課長（明賀徹） まず、扶養手当の千円、３人目以降千円の引き上げですが、はっ

きりした数字はつかんでおりません。ただ、千円上がったために影響が出ますと、年間給

料で足らん部分が１万２千円。それに期末手当が入ってきますから、大体１万４千円くら

い。それに人数が、おそらく３人目以降の扶養手当が支出されておる職員の世帯がですね、

どんなに多く見積もっても３０かそこらだと思います。その程度になると思います。それ

と定額制、管理職手当の定額制への移行につきましては、考え方といたしましては、現在

支給している管理職手当の範囲内で調整をすると考えております。ですからこの件に対し

ては持ち出しが増えるというようなことはないと考えております。 

○議長（栗林政伸） 他に質疑はございませんか。質疑を終わります。 

おはかりします。議案第１２号は、総務文教常任委員会に付託することにしたいと思い

ます。ご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第１２号は総務文教常任委員会

に付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１６日の本会議でお願いしま

す。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第９ 議案第１３号 砥部町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について 

（説明、質疑、総務文教常任委員会付託） 

○議長（栗林政伸） 日程第９議案第１３号砥部町職員の特殊勤務手当に関する条例の一

部改正についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。明賀総務課長。 
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○総務課長（明賀徹） 議案第１３号砥部町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正

について。砥部町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例を次のように定

める。平成１９年３月９日提出。砥部町長中村剛志。職員の特殊勤務手当につきましては、

議員の皆様から見直しをするようにご指摘をいただいておりました。現在９業務を対象に

手当を支給しておりますが、近隣市町の状況なども参考に見直しを行いました結果、６業

務については支給を廃止し、３業務のみ支給対象として残すことといたしました。具体的

な改正内容につきましては、新旧対照表でご説明いたしますので、対照表の１ページの方

をご覧ください。第２条第１号を削り、第２号を第１号とし、第３号及び第４号を１号ず

つ繰り上げ、第５号から第９号を削る。右欄の改正案のとおり、３業務のみ残しておりま

すが、第１号感染症防疫作業手当と第２号行旅病、死人処理手当につきましては、支給実

績はございません。第３号は診療所医師の研究手当として残しております。対照表の１ペ

ージ下から次の２ページ、３ページの方をご覧ください。第３条を削り、第４条を第３条

とし、第５条及び第６条を１条ずつ繰り上げ、第７条から第１１条を削り、第１２条を第

６条とする。ここでは廃止した６業務の特殊勤務手当に関する条文を削り、併せて条文整

理を行うものでございます。この改正によりまして、節減額が年間ですと大体１５０万円

くらい減ってくるんではないかというふうに見込んでおります。附則、この条例は平成１

９年４月１日から施行する。以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいた

します。 

○議長（栗林政伸） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

１８番、三谷喜好君。 

○１８番（三谷喜好） 休憩前にちょうどですが、請求するわけではございませんので。 

課長、本質的には賛成なんです。他に似たような関連した特殊勤務手当を払いよるのがあ

るでしょ。行政区域内の中でありませんか。あるはずです。やはりそこらもみていかなけ

ればならない。ここだけ見ていくのでは不公平だと思います。決して職員いじめるんじゃ

ないんです。やっぱりそういうとこを見直していかなければ、不公平感が生じますので、

あえて今は言いませんが、ここで言いませんが他にあると思います。財政課とよく検討し

てあれしてもらいたいと思います。答弁いりません。それだけ言うときます。 

○議長（栗林政伸） 他にありませんか。質疑を終わります。 

 おはかりします。議案第１３号は、総務文教常任委員会に付託することにしたいと思い

ます。ご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第１３号は総務文教常任委員会

に付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１６日の本会議でお願いしま

す。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第１０ 議案第１４号 砥部町税条例の一部改正について 

（説明、質疑、総務文教常任委員会付託） 

○議長（栗林政伸） 日程第１０議案第１４号砥部町税条例の一部改正についてを議題と
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します。本案について提案理由の説明を求めます。明賀総務課長。 

○総務課長（明賀徹） 議案第１４号砥部町税条例の一部改正について。この条例改正に

つきましては、後の方の、手数料関係の改正がございますので、関連して説明させていた

だきます。砥部町税条例の一部を改正する条例を次のように定める。平成１９年３月９日

提出。砥部町長中村剛志。昨年の６月と１２月に開催の全員協議会におきまして、砥部町

財政健全化計画に基づき、使用料、手数料の見直しを進めておること。また実施時期につ

きましては、平成１９年４月で予定をさせていただくことをご説明いたしました。使用料、

手数料等の見直し基準に基づく手数料の原価計算の結果を踏まえまして、適正価格に改正

するため提案するものでございます。今回の条例改正につきましては、地方税法に基づき

砥部町税条例で定めるとされている手数料について改正を行うものです。改正内容につき

ましては新旧対照表で行います。ご覧ください。第１８条の４第１項、納税証明書の交付。

第７３条の２第１項、固定資産課税台帳の閲覧及び第７３条の３第１項、固定資産課税台

帳に記載されておる事項の証明書の交付の手数料を２００円から３００円に改めておりま

す。この条例は平成１９年４月１日から施行する。以上で説明を終わります。ご審議よろ

しくお願いいたします。 

○議長（栗林政伸） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。

１７番、玉井啓補君。 

○１７番（玉井啓補） だいたいこんだけ値上げということについては、前の説明の時に

説明を受けたんですが、この手数料の見直しについて大体この最後の、説明の１０ページ

にありますように、この件について、何件くらい１年間で利用されておるとかお知らせし

ていただいたらと思います。 

○議長（栗林政伸） 明賀総務課長。 

○総務課長（明賀徹） ただ今の玉井議員さんのご質問なんですが、税務課関係がですね、

年間に、失礼いたしました。全部合わせまして、税関係以外、住民サービス課関係、また

他に税務課で発行しておる証明料関係、全部合わせまして３万２千件くらい年間ございま

す。ですから、単純に１００円引き上げまして、３２０万くらい年間で増収といいますか、

増加が見込まれております。以上です。 

○議長（栗林政伸） 他にございませんか。玉井啓補君。 

○１７番（玉井啓補） 私、伺ったのは大体何件くらいで、３万２千が、３２万言われた

んですか、あの合計。手数料の。ちょっとそこのところはっきり分からんのですが。それ

と併せて、算出コストいうのがあるんですが、これが、このコストについて、仮に身分に

関する証明手数料が、１，８１９円だと思うんですが、かかっとるという根拠はどっから

出されておるかちょっとお尋ねします。 

○議長（栗林政伸） 明賀総務課長。 

○総務課長（明賀徹） 玉井議員さんの最初の質問の方ですが、件数は３万２千件。件数

で３万２千件です。ですから単純に１００円引き上げましても３２０万。それと原価計算

のことなんですが、どうやって出したかという事のご質問だと思います。手数料の原価計

算につきましては、１分当たりの人件費、人件費はまた別に出し方ございますけども、人
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件費×処理時間、それに物件費等、減価償却をこれ、年間の取り扱い件数で割ったもんを

加えて求めております。以上です。 

○議長（栗林政伸） 玉井啓補君。 

○１７番（玉井啓補） これは、私は、素人考えで分かりませんのですが、今ごろみなコ

ンピューターになっとるんで、こんなに経費がいるんかというのが不思議でいかんのです

が。前みたいに手書きの場合だったらいろいろ面倒やと思いますが。私も行きますと、ぱ

っぱっぱとやったら、ぱっとでてくるので。そのためにコンピューターを導入しとるんじ

ゃないかと思う割には、割り方経費がかかるだなという。これはほんと、こんなにかかる

んはコンピューターを導入した意味がないんじゃないんかというふうな感じがするわけで

すが、その点だけちょっと。 

○議長（栗林政伸） 明賀総務課長。 

○総務課長（明賀徹） ただ今の玉井議員さんのご質問ですが、まず最初に申し上げます。

計算について間違っておるとは考えておりません。それがなんで、コンピューターたたい

て出るのに、なんでそんなに要るんだということなんですが。先ほど言いましたように、

１分当たりの人件費と、処理時間ですね。それに足すことの物件費と減価償却費、パソコ

ンの導入からのお金の計算をしましたら、やはりかなり想像している以上に高くなります。

以上です。 

○議長（栗林政伸） １８番、三谷喜好君。 

○１８番（三谷喜好） 関連した質問をいたしますが、何年か前に申し上げましたように、

メンテナンスも含めまして芦屋市が、印鑑証明１枚に３千円ほどかかっております。本町

ではどのくらいかかりますか。 

○議長（栗林政伸） 明賀総務課長。 

○総務課長（明賀徹） ただ今の三谷議員さんのご質問なんですが、印鑑のいろいろある

んですが、まず登録は２０６円、これ原価計算した場合です。印鑑登録証の交付が４２４

円というふうに試算されております。以上です。 

○議長（栗林政伸） 他にございませんか。質疑を終わります。 

おはかりします。議案第１４号は、総務文教常任委員会に付託することにしたいと思いま

す。ご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって議案第１４号は総務文教常任委員会に

付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１６日の本会議でお願いします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第１１ 議案第１５号 砥部町手数料条例の一部改正について 

（説明、質疑、総務文教常任委員会付託） 

○議長（栗林政伸） 日程第１１議案第１５号砥部町手数料条例の一部改正についてを議

題とします。本案について提案理由の説明を求めます。明賀総務課長。 

○総務課長（明賀徹） 議案第１５号砥部町手数料条例の一部改正について。砥部町手数

料条例の一部を改正する条例を次のように定める。平成１９年３月９日提出。砥部町長中
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村剛志。砥部町財政健全化計画に基づきまして、地方自治法第２２７条で規定されている、

特定の者のためにする事務について徴収する手数料の見直しを進めてまいりました。原価

計算により適正な料金を算定し、かつ近隣市町の手数料との比較検討も行い改正をいたし

ております。なお、改定額の上限につきましては、特別な場合を除きまして現行額の概ね

１．５倍までで止めております。改正内容のご説明をいたしますので、新旧対照表をご覧

ください。第２条の第７号から第１３号までの戸籍関係手数料をそれぞれ２００円から３

００円に。第１５号、１６号、１８号、１９号の税務関係の手数料につきましても２００

円から３００円に。第２９号、第３１号、それと対照表２ページに移っていただきまして、

３４号、３５号、改正後の３７号につきましても２００円から３００円に改定をしており

ます。改正後の第３６号では、今まで明記されておりませんでした住宅用家屋証明申請手

数料を追加しております。また第３３号の改正は県条例の改正に合わせまして条文の整理

を行うものでございます。第３６号の１，３００円につきましては、県外の市町、まあ県

内の市町とも全部どういう状態で徴収しているかを調べまして、１，３００円という金額

に設定を行いました。この条例は平成１９年４月１日から施行する。以上で説明を終わり

ます。ご審議よろしくお願いいたします。 

○議長（栗林政伸） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

４番、土居美智子君。 

○４番（土居美智子） まず、役場といったところが営利を目的でないということはもち

ろん皆様も承知の上なんですけども、住民サービスということに重きを置いておりますが、

大体今回の手数料は行革の一端としてされるということだと思いますが、大体平均してで

すよ、全部。平均でよろしいんですけど、それぞれのコストのだいたい何パーセントくら

いが徴収料金に設定されておるのかお知らせください。 

○議長（栗林政伸） 明賀総務課長。 

○総務課長（明賀徹） 土居議員さんのご質問なんですが、原価計算の何割くらいがとい

うことで、非常に難しいんですが、そうですね、率で平均してといわれると、非常に困る

んですが、高いものにつきましては、現在今回改正を行うんの何倍というのもございます。

それとものすごく近い数字もございます。大体３、４００件位の見直し、３００円を超え

て４００円から大体６００円位の金額のがかなり多いんですが、それ以外にも、とてつも

なく１０倍、２０倍に算定された数字もございます。ただそれにつきましては、先ほど言

いましたように、一挙に上げるということは出来ませんから、概ね１．５倍で止めようと

いうことで今回、できるもんについてのみ改正を行っております。それ以外のもんにつき

ましては、今後検討を加えましてまた改定を行いたいと考えております。以上です。 

○議長（栗林政伸） 他にありませんか。質疑を終わります。 

おはかりします。議案第１５号は、総務文教常任委員会に付託することにしたいと思い

ます。ご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって議案第１５号は総務文教常任委員会に

付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１６日の本会議でお願いします。 
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ここでしばらく休憩します。再開は１０時３０分の予定です。 

 

午前１０時１４分 休憩 

午前１０時２８分 再開 

 
○議長（栗林政伸） 日程第３指定管理者の指定についての議案第７号の件で、土居美智

子議員の質問に、相田商工観光課長。ちょっと訂正がありますので、先に。相田商工観光

課長。 
○商工観光課長（相田由紀夫） 失礼します。土居美智子議員さんから、ご質問いただき

ました、窯の設置でございまして、指定管理者を募集する場合に、皆さんに使っていただ

き、誰でも参加できるというようなことで、年度内の設置を見込んでいたわけでございま

すが、当初予算の方で対応させていただくというふうに考えております。なお、その現地

説明会では３社来ていただいたわけなんですけども、その３社には窯を設置しますという

ことは現地説明会で報告させていただいております。以上です。よろしくお願いいたしま

す。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１２ 議案第１６号 砥部町国民健康保険税条例の一部改正について 
（説明、質疑、総務文教常任委員会付託） 

○議長（栗林政伸） 日程第１２議案第１６号砥部町国民健康保険税条例の一部改正につ

いてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。武智税務課長。 

○税務課長（武智充吉） 議案第１６号砥部町国民健康保険税条例の一部改正について。 
砥部町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を次のように定める。平成１９年３月９

日提出。砥部町長中村剛志。改正内容については後ほど新旧対照表で説明したいと思いま

す。提案理由でございますが、健全な国保財政の運営を図るため国保税の引き上げを提案

するものであります。それでは新旧対照表をお願いします。まず第３条でございますが、

国民健康保険被保険者に係る所得割額の下線を引っ張っております、総所得金額の「１０

０分の６．８を乗じて算定する」を「１００分の７．８」に改正します。第５条、国民健

康保険の被保険者に係る被保険者均等割額。被保険者１人について「２２，０００円」を

「２３，５００円」に改めます。第５条の２、国民健康保険の世帯別平等割額、１世帯に

ついて「２３，０００円」を「２６，５００円」に改正します。第６条、介護納付金の所

得割額でございますが、「１００分の０．６」を「１００分の１．２」に改めます。第 7
条の２、介護納付金の被保険者均等割額。次のページをお願いします。被保険者 1 人につ

いて「５，８００円」を「８，６００円」に改めます。第７条の３、介護納付金の世帯別

平等割額でございますが、１世帯について「３，５００円」を「５，４００円」に改めま

す。第１３条、国民健康保険税の減額でございますが、第１号では７割軽減世帯の軽減額。

第２号では５割軽減世帯の軽減額。第３号では２割軽減世帯の軽減額を定めておるもので

ございます。これらにつきましては、基礎課税額が改正されたためそれぞれ軽減額を改正

するものでございます。なお、今回の改正による引き上げ率は、国民健康保険では約１０％、
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介護納付金では約４０％となっております。元に戻っていただきまして、附則。この条例

は平成１９年４月１日から施行する。２、改正後の砥部町国民健康保険税条例の規定は、

平成１９年度以降の年度分の国民健康保険税について適用し、平成１８年度分までの国民

健康保険税については、なお従前の例によるものとする。以上で説明を終わらせていただ

きます。ご審議のほどよろしくお願いします。 
○議長（栗林政伸） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

１４番、田室博志君。 

○１４番（田室博志） 今回の改正で、１０％と４０％を上げるということなんですけど

も、これについて、上限はどのくらいになるわけですか。 

○議長（栗林政伸） 武智税務課長。 
○税務課長（武智充吉） 田室議員のご質問にお答えいたします。国保税の医療分につき

ましては現在５３万円が上限でございますが、現在地方税の改正の案でございますが、５

６万円に今回上がる予定でございます。介護分につきましては９万円が限度額でございま

す。以上でございます。 
○議長（栗林政伸） 他にありませんか。４番、土居美智子君。 

○４番（土居美智子） 非常に介護税につきましても、高い割合で上がっていく。本当に

今年で定率減税もすべてなくなりました。去年においても、定率減税のなくなったことに

よって、町民税が引き上がり、町民税が上がればすべて、この介護とか国民健康保険とか

割合的にも皆さんランクが上がっていって、去年非常に戸惑った私の友達もおりますが、

一挙にすべてが、住民に負担が掛かる世の中で、老人はお金持ちと言われておりますけど、

別にお金持った人が一部分であって、本当に生活することは、毎日毎日の生活であくせく

しておる状態なんですけれども、これは、１年先送りになるとか、あるいはもっと率が安

くなるとか低くなるとか、こういうことはなくても、これをやらないと絶対に前に向いて

進まないという状態なんですか。 

○議長（栗林政伸） 武智税務課長。 
○税務課長（武智充吉） 土居美智子議員のご質問にお答えいたします。国民健康保険税

全体で見ましたら、平成１５年度に２０％くらい引き下げました。その引き下げた年の１

５年度から既に赤字に陥っております。それをずっと繰越金で賄ってきたような状態でご

ざいます。それで、もう１９年度今回至りましたら、もうとてもじゃないが財源が足らな

いということで今回引き上げをお願いしておるわけでございます。介護の件につきまして

は、１２年度に制度が始まったわけでございますが、１回も改正をして、引き上げをして

おりません。６５歳以上の１号被保険者につきましても、２回の引き上げを行っておりま

す。２号保険者ですか、国民健康保険の介護の保険につきましても、今とらなければいけ

ない額の半分くらいしか納付金が入ってないような状態なんです。そして、今回はどうし

ても値上げをさせてもらわないと運営が出来ないということになっております。以上でご

ざいます。 
○議長（栗林政伸） １８番、三谷喜好君。 

○１８番（三谷喜好） 今、課長さん、やれない言いましたけど、補正、今日の補正出す
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までに、繰越金の見込みが１億４千万あったでしょ。そして、今度補正で繰越金が１億５

千万の繰越が出来るのに、なぜ、値上げしないといけないのですか。私が言いよるん間違

えておりますか。前までには、１億４千万の繰越金で認めとったでしょ。そして、今度は

１，５００万して、１億５千万の繰越金はしとんでしょ。それでなおかつ値上げする理由

には私は希薄だと思いますよ。 

○議長（栗林政伸） 武智税務課長。 
○税務課長（武智充吉） 三谷議員さんの質問にお答えいたします。繰越金は今度も見込

んどるわけでございますが、その繰越金も入れてもなお計算上は８千万ちょっと足らんよ

うな状態になっとるんです。それで今回、１０％上げましたら４千万くらい増収となりま

す。まだそれでも４千万円足りませんので、安定基金ですか、基金の方から４千万を繰り

入れて運営していくということでございます。以上で終わります。 

○議長（栗林政伸） 三谷喜好君。 

○１８番（三谷喜好） これは後ろに委員会ございますので、課長、値上げした経緯も、

なぜこれせんといかんかという明細も、今度委員会の折に委員長にお願いします。 

○議長（栗林政伸） ７番、井上洋一君。 
○７番（井上洋一） あの、皆さんに反論するようですけど、これ、当時１５年ごろに当

時値下げしたわけでしょ、国保を。当時の繰越金があったんで、値下げすると。そして３、

４年やってからまた元に戻すよというような話だったと私は記憶しておりますので、課長

も提案する時、自信持って言われたっていいと思いますよ。当時の背景ありますので。そ

れで３、４年しかもたんというのは分かっとったんやから。分かっとって値下げしたんで

すから当時。当時ですよ。ですから、これ元にもんただけの話ですよ。やむを得ないと思

いますよ。健全財政を維持するためには、値上げもやむを得ない部分があると思いますよ。

何でも、そりゃ減額した方が町民は喜ばれますけど、苦しかっても上げないかん時は上げ

ないかんと。やっぱり、役場として言うべきことは言わないとだめだと思いますよ｡自信を

持って。私だってこんなこと言いたくありませんよ。こんなアホな話を。下げろという話

は町民喜ばれますよ。だけど、苦しかってもみんなで頑張ってやろうと、この意気込みで

すよ。頑張ってください。以上です。 

○議長（栗林政伸） 土居美智子君。 

○４番（土居美智子） 井上議員さんが、仕方がないものは仕方がないということで、自

信を持てというお話でしたけれども、介護保険に言わせていただきますと、１７年の合併

の時に、いわゆる旧砥部地区の方は千円くらい上がりましたかね。３年後との改正になっ

ているんで、途中で上がらずに、上がらなかったんですかね。私は、じゃあ、広田の方が

下がって、砥部の方が千円上がったのかなと、記憶しておるんですが、私の記憶間違いだ

ったらすみません。間違いは間違いで構わないんですが、なんかそういうふうな、記憶を

持ってるもんですからね、あまり頻繁に、まあ３年ごとの見直しということは分かってお

りましても、なかなか今回こういうふうに上がっていきますと、やはり私も自分がお金持

って窓口に、お金を払いに行きますと非常に高いなというふうに思いながら払わしてもら

っておるんですけども、確かにお金がないことには物事が進まないことはわかるんですけ
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ども、他に何か考える事が出来ないんだろうかなと。このように感じておるんですけども。

どうしても無理というお話なんでしょうか。 

○議長（栗林政伸） 武智税務課長。 
○税務課長（武智充吉） ご質問にお答えいたします。あの、先ほども言うたと思うんで

すが、６５歳以上の１号保険者については３年間の見直しで既に２回上げました。国保の

対象者の介護分につきましては、合併以前に広田の方については若干引き上げたらしいで

す。そして、砥部町につきましては、全然引き上げておりません。以上です。 
○議長（栗林政伸） 丸本住民課長。 
○住民サービス課長（丸本正和） 失礼します。ただ今の土居美智子議員さんのご質問で

ございますけども、旧広田村ではですね１６年度に介護の方では、平等割の部分で、所得

割を０．９から１．２％に引き上げております。それから資産割は８％そのままにしてお

ります。応益割で、平等割につきましては、５，５００円から６千円に引き上げておりま

す。それから平等割が３千円から４千円に引き上げを行っております。なおこの際に、医

療分についても１６年度旧広田村では引き上げておりまして、所得割を６．５から７％。

資産割については３５％でそのままでございます。均等割につきましては、１６，５００

円から１７，５００円。平等割が、１万５千円から１万９千円というふうに引き上げを行

ったところでございます。それから介護の分は、なんとか引き上げをしないで、なんとか

ならないかというお話でございますけども、先ほど武智課長の方からご説明があったとお

り、実質、所定の計算方式というのが示されておりまして、それでいくと、ずっと本来と

るべきところの半分しか入っていないという状態で、実質、医療部分を食っているという

か、どっちをどうとるかということですが、ようは繰越をどんどん介護分はずっと取って

きておる。食いつぶしてきているという状況がございます。医療費部分につきましても、

先ほどご説明もありましたとおり、事業勘定分野としてはですね、どっちにしても基金に

も手を付けざるを得ない。１９年度の見込みでいくと、基金取り崩しをしないと当初予算

が組めんという状況になってございます。そこらもありますので、今回は国保運営協議会

でお諮りをしまして、そこで、本来こんだけはうちとしては必要ということはお示しをい

たしましたけども、それは確かにいろいろ、値上げがされる中では無理だということで、

本来、医療分でいくと２０％位アップしなくちゃいけないという部分を１０％というとこ

ろで抑えた答申をいただきました。ただ、介護部分につきましても、まだまだ足りないけ

れども、ここまでが限度ということで、短期的にしかみれないということで、１９年度に

おいてはこういうことで提案をさせていただくということになりました。ご報告申し上げ

ます。以上で終わります。 

○議長（栗林政伸） 他にございませんか。１１番、宮内光久君。 

○１１番（宮内光久） 一つ教えていただきたいんですが、この今国民健康保険の対象者

と介護保険の世帯ですかね。これちょっと教えていただきたいと思いますので。 

○議長（栗林政伸） 丸本住民サービス課長。 
○住民サービス課長（丸本正和） 失礼をいたします。２月末現在で国保の加入者でござ

いますが、被保険者が８，４４９人。世帯が４，３９１世帯ということになっております。
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介護第２号被保険者数が２，４８５人でございます。以上です。 

○議長（栗林政伸） 他に。５番、中村茂君。 

○５番（中村茂） 介護保険について２点ほどお伺いします。どんどん介護保険が上がっ

ていく傾向にあります。利用者負担であるんであればそれは問題ないと思うんだけど、健

康な人から待ったなしに年金から引かれるということ、年寄りの方は否応なしに年金から

引かれておるんで、大変悲鳴をあげておるのが現状だと思うんです。しからば現在の業者

からの請求が正しい請求がきているかどうか、そこらあたりを厳しくチェックする必要が

あると思う。そのようにやっておられるかどうか。もう１点は、予防運動に対して、まだ

まだ取り組みが弱いんではないか。このように介護保険が上がるんであるから、健康には

十分注意して介護を受けないような体を作るために全町挙げてその運動を展開してですね、

下げていく努力をしていかなきゃならんとこのように思うわけです。したがって、この状

況を町民に知らせて、その徹底をしていく努力をした上で、どうしても上げなきゃいかん

というのならまた納得できると思うんですよね。そういうことで、やっぱりそれに対する

対応をして、町民の方に納得していただいてするんであれば、我々も、払う方としても納

得できるんだけれども、いつの間にかどんどん上がってくというのはなかなか理解できな

いではないかと思うんですけど、その点についてお伺いしたいと思います。以上です。 

今すぐが無理なら、後からそういう研究とかそういうのを開いてですね、方針を出してい

ただきたいと思います。いかがでしょうか。すぐ出せというたら無理かもわかりませんけ

れども。 

○議長（栗林政伸） ちょっと待って。１６番、山本典男君。 
○１６番（山本典男） 今のいろいろ国民健康保険の料金とか、その他いろんなことが、

質問が集中しとるようなんですけど、この数年、合併前の段階から合併の段階において、

かなりの裕福な予算だったと、いうふうな状況の中で、多少取り過ぎじゃないかというよ

うなお話があって、そして、下げたというふうなことだったと思います。そしてまた広田

の方も頑張っていただいて、足してもらうというような状況の中で、お互いにそれに歩み

寄ったというようなことが出来たというふうに思います。で、このままいきよったらいず

れまたそういう値上げの問題が出るだろうという旧砥部町の状態もありましたけれども、

その時はその時で、また値上げの話があったら、その時に審議したらいいんじゃないかと

いうような状況でですね、そう収まったということであります。まあ今回これが遅かった

のか、早かったのか分からないけれどですね、そういうふうな状況になったわけですから、

また審議して進めばいいんですが、今の状況をみますと、ほとんど総務厚生でですね、一

応、あ、ごめんなさい、厚生の人らが議論に入っとる人が多かったもんですからそこらへ

んで、煮詰めていただいてですね、そしてまた報告をしていただいたらいいんじゃないか

というふうに私は思います。 

○議長（栗林政伸） １７番、玉井啓補君。 
○１７番（玉井啓補） 別の観点からお尋ねいたします。この、２年前ですか。１世帯当

たり２万５千円の国保税が減額したと、その時の総務課長はこれで７年間安心だというよ

うなことを言われたんで私も、２年たったらこういう状態になって、あれ私が質問して下
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げたのが悪かったんやろかというようなことも考えないかんのやけれども、それはまた別

の問題といたしまして、この前協議会の時にお尋ねしたんですが、滞納世帯が４５７世帯

あり、８，８３０万の滞納額だということを聞いたんですが、これについての問題は、国

保税が高いから払えんのか、極端にいうたらよもだで払わんのか、ということは分かるん

ではないかと思うんですが、そのあたりのことはどのように考えておられるのか、お尋ね

をいたします。 

○議長（栗林政伸） 武智税務課長。 
○税務課長（武智充吉） 玉井議員さんのご質問にお答えいたします。滞納者の内容でご

ざいますが、国民健康保険に入っておられる方は、大体低所得者、老人の方で国民年金等

だけしかないような低所得者の方が多くおられまして、ほんとに困っておる方で滞納しと

る方、そして国保に加入されとる人では、営業とか農業の方で毎年の収入の浮き沈みがあ

るということで、前年度の所得によって、国保税が課税されるということで、経営の状態

で収入の浮き沈みがあることで滞納しとる人、そして、次には所得があるのに払わないと

いうような方がおられます。以上でございます。 
○議長（栗林政伸） 玉井啓補君。 
○１７番（玉井啓補） やっぱりそういうようなことで、今、どこでも問題になっとるの

は、国保世帯ですね。国保料が高いというようなことで、払えないので、８，８３０万円

の国保滞納が出とるというようなことで、やはりこういうことについては、国保税の親方

の国に対して、なんらかの形で、引き下げのために抜本的に支援をやれというようなこと

で、いうたら国民保険ですから国民全体がやらないかんと、介護とはまた別な観点で考え

ないといかん場合ですが、それと併せまして、全国で資格証明書を大分出しておるんです

が、砥部町は幸いなことにゼロ世帯というようなことでございますので、この資格証明書

は現在ゼロですが、滞納世帯が多いと、資格証明書を発行せざるを得んようになるんじゃ

ないかと思うんですが、この場合は今のところは、資格証明書発行とかいうことについて

は、世帯については出す計画はないということで、把握しとってよろしいんでしょうか。 

○議長（栗林政伸） 丸本住民サービス課長。 
○住民サービス課長（丸本正和） ただ今の玉井議員さんに対する答弁でございますけど

も、資格証明書については確かに一度も出したことはございません。その納税相談に応じ

ていただくということで、よそできっちり資格証を出しておるところであれば基準があり

ますけど、出すところに該当する方もいらっしゃるかもしれませんが、砥部町ではとにか

く納税相談をしていただく回数を増やすということで、短期証で対応しておるということ

でございます。今後におきまして、やはりこのままでは「逃げ得」とかいう言葉もよく耳

にしますけども、それもやっぱり難しいと。それからいろんな特別調整交付金というのが

ございますけど、一定のものについては資格証を出してない場合には対象としないと、ま

あ砥部町では今のところ特調に該当するものはございませんけれども、そういうことまで

出ておるということで、国の方は強く、資格証発行を求めてございます。ですから今後、

税務課との協力体制によりまして、これは明らかに悪意を持ってということについては、

毅然と資格証を交付するということも必要であろうと思っております。以上で終わります。 
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○議長（栗林政伸） 先ほどの中村茂君の質問については、午後の再開の時に初めに大西

生きがい推進課長の方から説明をもらいますので。その間ご了承をしてください。質疑を

終わります。 
おはかりします。議案第１６号は、総務文教常任委員会に付託することにしたいと思い

ます。ご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって議案第１６号は、総務文教常任委員会

に付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１６日の本会議でお願いしま

す。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１３ 議案第１７号 砥部町ふるさと創生基金条例の一部を改正する等の条例の

制定について 

（説明、質疑、総務文教常任委員会付託） 
○議長（栗林政伸） 日程第１３議案第１７号砥部町ふるさと創生基金条例の一部を改正

する等の条例の制定についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。

松下監理財政課長。 

○監理財政課長（松下行吉） 議案第１７号砥部町ふるさと創生基金条例の一部を改正す

る等の条例についてご説明をいたします。砥部町ふるさと創生基金条例の一部を改正する

等の条例を次のように定める。平成１９年３月９日提出。砥部町長中村剛志。この条例は

第１条で、砥部町ふるさと創生基金条例の一部を改正。それから第２条で、砥部町とべの

館運営基金の一部改正。第３条で、砥部町とべ温泉運営基金条例の一部改正。第４条で、

砥部町高齢者保健福祉基金条例の一部改正。第５条で、砥部町土地開発基金条例の一部改

正。最後に第６条で、砥部町まごころ基金条例の廃止をするものでございます。一部改正

につきましては、基金の適正な管理運営をするためでございまして、第６条のまごころ基

金の廃止につきましては、同一の目的を持った基金として福祉基金がございますので、こ

れに統一するためでございます。それでは内容をご説明申し上げます。お手元の新旧対照

表をお願いいたします。まず、ふるさと創生基金条例でございますが、第４条の運用益基

金の処理につきまして、「基金に繰り入れるものとする。」となっておりますのを、改正案

としましては、「ふるさと創生のための事業の財源に充てるものとする。」と改正いたしま

す。続きまして、とべの館運営基金条例でございますが、処分、これは基金を処分してあ

る事業の財源等に充てる場合でございますけども、現行は１と２でございましたが、その

中に、右側にございますように、２号としまして、「砥部町の観光及び地場産業の振興にか

かる経費の財源に充てるとき。」という目的をはっきりと挿入いたしました。続きまして、

とべ温泉運営基金条例でございますが、これにつきましても処分、第６条のところでござ

いますが、２ページの方にわたっておりますので、２ページをお願いいたします。２号と

して、「砥部町の観光及び地場産業の振興にかかる経費の財源に充てるとき。」という文言

を挿入しております。続きまして、高齢者保健福祉基金条例でございますが、これにつき

ましては第５条の運用益金の処理につきまして、現行では「基金に繰り入れるものとする。」



 72

となっておりますのを、改正案といたしまして、「高齢者保健福祉の財源に充てるものとす

る。」ということで、財源として利用するように改めております。次に砥部町土地開発基金

でございますが、運用益金の処理として、第５条、現在「一般会計歳入歳出予算に計上し

て、基金に繰り入れるものとする。」となっておりますのを、改正案では「土地取得特別会

計歳入歳出に計上して、基金に繰り入れるものとする。」ということに改めております。も

う一度議案の方に戻ってください。第６条の、２枚目でございますが、第６条のまごころ

基金につきましては先ほども申しましたが、砥部町福祉基金という同じ目的の基金がござ

いますので、こちらの方に統一するために廃止するものでございます。附則としまして、

条例の施行でございますが、議決の日から施行することとしております。提案理由につき

ましては先ほど申し上げたとおりでございます。以上、ご審議のほどよろしくお願いいた

します。 

○議長（栗林政伸） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
４番、土居美智子君。 

○４番（土居美智子） 改正案の方の、とべの館運営と、それからとべ温泉の運営基金の

場合は、砥部町の観光及び地場産業の振興に係る経費の財源に充てるということになりま

すと、それぞれから上がってきた収益、まあ言えば一つの仕事に利用が出来るというふう

な考え方でよろしいわけですよね。それぞれが別個で、とべの館の場合はとべの館の関係、

とべ温泉はとべ温泉の関係じゃなくて、観光と地場産業のことであれば２つを合わせて、

その事業に使ってもいいと、このように解釈してよろしいんでしょうか。 

○議長（栗林政伸） 松下監理財政課長。 

○監理財政課長（松下行吉） 土居美智子議員のご質問にお答えいたします。おっしゃる

とおりでございまして、現在とべの館運営基金は、１億１，２００万ほどの、１７年度末

現在で基金残高がございます。これらの基金につきまして、一般会計側で事業を行う場合

でも、先ほど申しました観光とか地場産業の振興に係る事業の財源として取り崩すことが

出来るというふうな考え方のものでございます。以上でございます。 

○議長（栗林政伸） 他にありませんか。質疑を終わります。 

おはかりします。議案第１７号は、総務文教常任委員会に付託することにしたいと思い

ます。ご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって議案第１７号は、総務文教常任委員会

に付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１６日の本会議でお願いしま

す。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第１４ 議案第１８号 砥部町奨学資金貸与条例の一部改正について 

（説明、質疑、総務文教常任委員会付託） 
○議長（栗林政伸） 日程第１４議案第１８号砥部町奨学資金貸与条例の一部改正につい

てを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。松村学校教育課長。 

○学校教育課長（松村曻二） 議案第１８号砥部町奨学資金貸与条例の一部改正について
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ご説明申し上げます。砥部町奨学資金貸与条例の一部を改正する条例を次のように定める。

平成１９年３月９日提出。砥部町長中村剛志。今回の改正につきましては、特別支援教育

の推進のため学校教育法の一部が改正されます。４月１日から施行されますので、これに

伴って改正するものと、貸与資格要件を明確にするため提案するものでございます。改正

内容につきましては、別表で説明させていただきます。新旧対照表の奨学生の資格という

ところで、第３条第１号で「盲学校、聾学校及び養護学校」という言葉がございますが、

これを「特別支援学校」というふうに改めるものでございます。それと第４号の町内に居

住する者であること、という「町内」という言葉を「旧広田村」に改正するものでありま

す。これはこの制度が旧広田村から引き続き運用されておる制度でございまして、対象者

が現在の広田地区に限定制約されておるため、条文を整合させるものでございます。以上

で説明を終わらせていただきます。ご審議よろしくお願いいたします。 
○議長（栗林政伸） ちょっと休憩いたします。再開は２５分。 
 

午前１１時１４分 休憩 

午前１１時２２分 再開 

 

○議長（栗林政伸） 再開します。説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はあ

りませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 

おはかりします。議案第１８号は、総務文教常任委員会に付託することにしたいと思い

ます。ご異議ありませんか。 
「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって議案第１８号は、総務文教常任委員会

に付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１６日の本会議でお願いしま

す。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第１５ 議案第１９号 砥部町梅野奨学資金給付条例の一部改正について 

（説明、質疑、総務文教常任委員会付託） 
○議長（栗林政伸） 日程第１５議案第１９号砥部町梅野奨学資金給付条例の一部改正に

ついてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。松村学校教育課長。 

○学校教育課長（松村曻二） 議案第１９号砥部町梅野奨学資金給付条例の一部改正につ

いてご説明申し上げます。砥部町梅野奨学資金給付条例の一部を改正する条例を次のよう

に定める。平成１９年３月９日提出。砥部町長中村剛志。今回の条例改正につきましては、

特別支援教育の推進のため学校教育法の一部が改正され、４月１日から施行されますので

提案するものでございます。条例の第３条第１号中、「盲学校、聾学校及び養護学校」を「特

別支援学校」に改めるものでございます。この条例は４月１日から施行するものでござい

ます。よろしくご審議賜りますようお願いいたします。 
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○議長（栗林政伸） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 

おはかりします。議案第１９号は、総務文教常任委員会に付託することにしたいと思い

ます。ご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって議案第１９号は、総務文教常任委員会

に付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１６日の本会議でお願いしま

す。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第１６ 議案第２０号 砥部町高齢者生活福祉センター条例の一部改正について 

（説明、質疑、厚生常任委員会付託） 
○議長（栗林政伸） 日程第１６議案第２０号砥部町高齢者生活福祉センター条例の一部

改正についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。大西生きがい推

進課長。 

○生きがい推進課長（大西潤） 議案第２０号砥部町高齢者生活福祉センター条例の一部

改正についてご説明申し上げます。提案理由をご覧ください。この条例改正の提案につき

ましては、１９年４月からの砥部町地域包括支援センターの開設に伴い、従来の高齢者在

宅福祉事業であります生きがい活動支援通所事業について、内容を見直しまして、これを

地域支援事業として実施することなどにより提案するものであります。新旧対照表も併せ

てご覧ください。砥部町高齢者生活福祉センター条例の一部を改正する条例を次のように

改正する。第３条第２号、これは生きがい活動支援通所事業であります、を次のように改

める。第２号、通所型介護予防事業及びいきいきデイサービス事業。通所型介護予防事業

といいますのは、将来的に介護を必要とするおそれが高い人で、特定高齢者に対する事業

であります。いきいきデイサービス事業と申しますのは、自立している人で、一般高齢者

でこれに対する事業でございます。第６条第１号から第３号までを次のように改める。第

１号、第３条の事業、これは通所介護事業でございます。これを利用する者は、指定居宅

サービスに要する費用の額の算定に関する基準、これは国が示した基準でございます。こ

れにより算定した額とする。ただし、実費相当分については、利用者が負担するものとす

る。第２号、第３条第２号の事業、これは通所型介護予防事業と、いきいきデイサービス

でございます。これを利用する者は、砥部町高齢者在宅福祉事業費用徴収条例、今回上程

しております、先ほど説明しました、議案第８号でございます。これの別表に定める額と

する。第３号、第３条第３号の事業、これは居住事業でございまして、これを利用する者

は別表に定める額とする。別表第１を削り、これは議案第８号の徴収条例で、負担額を定

めたことにより削るものです。別表第２を別表とする。附則、この条例は平成１９年４月

１日から施行する。以上で議案第２０号の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願

いいたします。 

○議長（栗林政伸） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
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１３番、中島博志君。 

○１３番（中島博志） 単純な内容についてお尋ねします。新旧対照表において、改正案

として第６条、利用者負担額が本来ならば別表として記載されるべきではないかと思いま

すが。また、現行では負担額が５６０円となっていますが、改正案第３条第２号、事業内

容からいくと５５０円が利用者負担の基準額になるんじゃないかと思いますが、説明を求

めます。 

○議長（栗林政伸） 大西生きがい推進課長。 

○生きがい推進課長（大西潤） 中島議員さんの質問にお答えいたします。まず初めに利

用者負担額の５５０円の方から説明させていただきます。５６０円が５５０円でしたなら、

５６０円じゃなかろうかということですかね。 

○議長（栗林政伸） 中島博志君。 

○１３番（中島博志） 地域支援事業のいきいきデイサービスの事業内容からいきますと、

従来現行で５６０円が、先ほどの事業内容からいきますと、５５０円になるんじゃないか

という事を聞いておるんです。 

○生きがい推進課長（大西潤） この件につきましては、委託費が５，５００円かかりま

す。その１割いうことで５５０円に今回１０円下がったんですけど、５５０円に設定いた

しました。そして、別表の関係でございますがこれは、居住事業の関係の別表のことでし

ょうか。 

○議長（栗林政伸） 中島博志君。 

○１３番（中島博志） 要するにですね、第３条の第２号の事業内容からいきますと、改

正案のところにですね、別表がつかなければならない。付くべきじゃないかということを

聞いておるんです。さっきの金額も含めてですよ。 

○生きがい推進課長（大西潤） 失礼いたしました。ここに最後に、いわゆる第３号の後

に、別表第１を削り別表第２を別表とするということで対応しておりますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（栗林政伸） 中島博志君。 

○１３番（中島博志） というてもですね、当然ここに別表がでてくるべきじゃないかと

いうことを、再度お聞きします。 

○生きがい推進課長（大西潤） 分かりました。分かりやすくするために次から気をつけ

てあれしますので、よろしくお願いします。 

○議長（栗林政伸） 他に。１６番、山本典男君。 

○１６番（山本典男） 今、中島議員の質問の中で、次からやりますというお話をいただ

いたんですが、委員会が、日を改めてあると思うんで、その時にその委員には示されるん

かどうか。そこらのところは、次からいうんが、ずっと数箇月先にするのか。次の数日後

にある委員会に示されるのか。そこのところ。 

○議長（栗林政伸） 大西生きがい推進課長。 

○生きがい推進課長（大西潤） 山本議員さんの質問にお答えいたします。次の委員会で

示したいと思っております。 
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○議長（栗林政伸） 質疑を終わります。 

おはかりします。議案第２０号は、厚生常任委員会に付託することにしたいと思います。

ご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第２０号は厚生常任委員会に付

託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１６日の本会議でお願いします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第１７ 議案第２１号 砥部町国民健康保険条例の一部改正について 

（説明、質疑、厚生常任委員会付託） 
○議長（栗林政伸） 日程第１７議案第２１号砥部町国民健康保険条例の一部改正につい

てを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。丸本住民サービス課長。 

○住民サービス課長（丸本正和） 議案第２１号砥部町国民健康保険条例の一部改正につ

いてのご説明を申し上げます。本案は、砥部町国民健康保険における退職被保険者及びそ

の被扶養者の数が、国民健康保険運営協議会の委員に、被用者保険等保険者を代表する委

員を加えるべき一応の目安とされております１，５００人以上で、かつ、その被保険者全

体の数に占める割合が３％以上であるために国民健康保険法の施行令第３条第２項の規定

によりまして、本町国保運営協議会の委員に被用者保険等保険者を代表する委員を加える

ために提案するものでございます。改正の内容につきましては、新旧対照表をご覧いただ

きたいと思います。国民健康保険運営協議会の委員の定数を定めております第２条に、第

４号として、被用者保険等保険者を代表する委員１人という規定を加えるものでございま

す。なお施行期日は本年４月１日としております。以上で議案第２１号の説明を終わらせ

ていただきます。よろしくご審議賜りますようお願いいたします。 

○議長（栗林政伸） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

１７番、玉井啓補君。 

○１７番（玉井啓補） 国保協議会の委員が１名おられんですが、やはりこういう協議会

や保険条例なんかは慎重に審議していただかなければならないので、定員を増やすという

ことは異議ないんですが、この選任の仕方についてはどういう方法で選任されるのか１点

お尋ねいたします。 

○議長（栗林政伸） 丸本住民サービス課長。 

○住民サービス課長（丸本正和） 失礼いたします。ただ今の玉井議員のご質問ですが、

今回改正を提案さしあげたのは、退職者医療に係る分ということでございまして、退職者

の保険者の代表者からとっていくということでございます。実際には保険者協議会と、被

用者保険等保険者の連絡協議会というとこがございまして、ここの推薦を受けて選任する

という、国の方からの通知がございまして、その手順によるということでございますので、

ご議決をいただきましたら事務局をしております社会保険事務局へ推薦の依頼をするとい

う手順でございます。以上で終わります。 

○議長（栗林政伸） 他にございませんか。７番、井上洋一君。 

○７番（井上洋一） この提案理由の分ですが、砥部町に何人くらい該当されておるんで
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すか。 

○議長（栗林政伸） 丸本住民サービス課長。 

○住民サービス課長（丸本正和） ただ今の井上議員さんのご質問でございますが、先ほ

ど申し上げましたが人数が１，５００人を超えるということでございますが、本年度ずっ

と通してみますと１，５００人を超える状態になっておりまして、１２月現在で退職被保

険者が１，７３３人ということでございますので、１，５００人を超えておるということ

でございます。それからパーセントでございますが、１８年度中ずっと１８％台を推移し

ておりまして、１２月現在で２０％いうことでございますので、一応の目安とされるもの

を超えておるということでございます。以上で終わります。 

○議長（栗林政伸） 他にございませんか。質疑を終わります。 

おはかりします。議案第２１号は、厚生常任委員会に付託することにしたいと思います。

ご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第２１号は厚生常任委員会に付

託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１６日の本会議でお願いします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第１８ 議案第２２号 砥部町廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例の 

一部改正について 

（説明、質疑、産業建設常任委員会付託） 
○議長（栗林政伸） 日程第１８議案第２２号砥部町廃棄物の減量及び適正処理等に関す

る条例の一部改正についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。日

浦環境保全課長。 

○環境保全課長（日浦昭二） 議案第２２号砥部町廃棄物の減量及び適正処理等に関する

条例の一部改正について説明をさせていただきます。砥部町廃棄物の減量及び適正処理等

に関する条例の一部を改正する条例を次のように定める。平成１９年３月９日提出。砥部

町長中村剛志。２枚めくっていただきまして、提案理由でございますが、ごみの減量化と

リサイクルの推進、ごみ処理費用の負担の公平化及び適正処理費用の確保の観点から砥部

町行財政集中改革プランに示されたごみ有料化を実施するために改正を行うものでござい

ます。新旧対照表で説明させていただきますのでご覧ください。第１０条の次に、家庭系

廃棄物の排出方法第１１条を追加しております。条文でございますが、家庭系廃棄物のう

ち第９条第１項に規定する一般廃棄物処理計画、これは廃掃法の規定によりまして、町が

定めました一般廃棄物処理計画でございますが、この計画で定める燃料ごみ及び雑ごみを

集積場所に排出する時は、町長の指定するごみ袋を使用しなければならないと、この条文

をもちまして、燃料ごみと雑ごみの有料化を明記しております。後段でございますが、た

だし町長の指定する施設、これは美化センター、千里埋立処分場ですが、そこに搬入する

時、又は第２０条に規定する者、許可業者でございますが、許可業者に委託する時はこの

限りではないと、例外規定を定めております。第２項で、指定ごみ袋について必要な事項

は規則で定めると、指定ごみ袋の種類、規格、厚さ、袋の色、文字の色、形状等を規則へ
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委任しております。第１１条を追加したことによりまして、以下の条が１条ずつ繰り下が

り、第１５条では本文中の条番号も一部変更となっております。次のページをご覧くださ

い。第１７条の次に指定ごみ袋の交付第１８条を追加しております。条文でございますが、

「前条第１項に規定する一般廃棄物処理手数料は指定ごみ袋の交付を行うときに徴収する

ものとする。」と、手数料はごみ袋購入時に徴収すると定めております。第１８条を追加し

たことによりまして、以下の条が２条ずつ繰り下がり、第１９条では本文中の条番号も一

部変更となっております。別表第１は種別（２）ですが、家庭系廃棄物を集積場所に廃出

するとき、燃料用指定ごみ袋大１枚につき４０円、中１枚につき３０円、小１枚につき２

０円、資源回収用ごみ袋１枚につき１２．２円、雑ごみ用指定ごみ袋大１枚につき１２０

円、小１枚につき６０円と、ごみ袋の値段を定めております。（３）でございますが、一般

廃棄物を町長の指定する施設へ搬入する時として、美化センター又は千里埋立処分場へ直

接持ち込んだ場合の料金を定めております。従来は２０ｋｇ以下無料、２０ｋｇ超１００

ｋｇ以下９４０円としていましたが、ステーションに出せば有料、美化センターに持ち込

めば無料という矛盾が生じないように、２０ｋｇ以下無料は廃止するとともに重量を細分

化し、０ｋｇから２０ｋｇ１８０円、２１から４０ｋｇ３７０円、４１から６０ｋｇ５６

０円、６１から８０ｋｇ７５０円、８１から１００ｋｇ９４０円と改正するものでござい

ます。議案の２ページに戻っていただきまして、下段の方の附則をご覧ください。附則で

は第１項で施行期日を平成１９年１０月１日からとしております。第２項では準備行為と

いたしまして、改正後のこの条例の施行前でもごみ袋の販売と、手数料の徴収ができると

事前販売の規定を定めております。次のページ第３項でございますが、この条例の条が繰

り下がったことによりまして、関連する砥部町廃棄物処理施設条例の条文を改正したもの

でございます。以上で議案第２２号の説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろ

しくお願い申し上げます。 

○議長（栗林政伸） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 

おはかりします。議案第２２号は、産業建設常任委員会に付託することにしたいと思いま

す。ご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第２２号は産業建設常任委員会

に付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１６日の本会議でお願いしま

す。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第１９ 議案第２３号 砥部町浄化槽保守点検及び施設管理に関する条例の 

一部改正について 

（説明、質疑、産業建設常任委員会付託） 
○議長（栗林政伸） 日程第１９議案第２３号砥部町浄化槽保守点検及び施設管理に関す

る条例の一部改正についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。日
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浦環境保全課長。 

○環境保全課長（日浦昭二） 議案第２３号砥部町浄化槽保守点検及び施設管理に関する

条例の一部改正について説明をさせていただきます。砥部町浄化槽保守点検及び施設管理

に関する条例の一部を改正する条例を次のように定める。平成１９年３月９日提出。砥部

町長中村剛志。次のページ、提案理由でございますが、公定歩合に関する統計の名称変更

等及び保守点検に関する料金表の用語を明確化することに伴いまして提案するものでござ

います。新旧対照表により説明させていただきますのでご覧ください。第１８条を全文改

正するものでございます。第１８条では延滞金の計算をする場合に公定歩合を用いると定

めておりましたが、現在では公定歩合という言葉には政策金利としての意味合いがござい

ませんので、公定歩合を特例基準割合に改め、第２項として整理するとともに関連する用

語の改正をしたものでございます。裏側でございますが、別表の関係が、保守点検料に関

する料金表の用語を明確にしたもので、浄化槽法に定める環境省令では浄化槽の種類によ

り、年間の定期点検回数が定められておりますので、使用開始点検等とは区別するため、

右から 2 番目の「点検回数」を「定期点検回数」と改めております。また年度途中での新

規契約や解約があった場合の料金明確化のため一番右側の「保守点検料」を「保守点検料

（年額）」に改めるものでございます。議案の 2 ページをご覧ください。附則で施行期日

を平成１９年４月１日としております。以上で議案第２３号の説明を終わらせていただき

ます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 
○議長（栗林政伸） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 

○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 

おはかりします。議案第２３号は、産業建設常任委員会に付託することにしたいと思い

ます。ご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第２３号は産業建設常任委員会

に付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１６日の本会議でお願いしま

す。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第２０ 議案第２４号 砥部町農業研修センター条例の一部改正について 

（説明、質疑、産業建設常任委員会付託） 
○議長（栗林政伸） 日程第２０議案第２４号砥部町農業研修センター条例の一部改正に

ついてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。西﨑農林課長。 

○農林課長（西﨑悟） 議案第２４号についてご説明します。議案第２４号砥部町農業研

修センター条例の一部改正について。砥部町農業研修センター条例の一部を改正する条例

を次のように定める。平成１９年３月９日提出。砥部町長中村剛志。まず提案理由ですが、

他条例との整合性を保つため、使用料の減免を改正する。また、使用料手数料等見直し基

準に基づく使用料の原価計算の結果を踏まえ、適正価格に改正するため提案するものでご

ざいます。改正点について別紙の新旧対照表によりご説明申し上げます。現行第９条、「町
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長は、次に掲げる場合は、前条の使用料を減額し、又は免除することができる。１号、公

共機関及びこれに準ずる団体等が利用するとき。２号、前号に掲げる場合のほか、町長が

必要と認めるとき。」を改正案では第９条、「町長は、必要があると認めたときは、前条の

使用料を減額し、又は免除することができる。」とするものでございます。さらに、附則第

２項を削り、附則第１項の見出し及び項番号を削る。また別紙の使用料、２ページにあり

ますように、使用料の単位を時間帯別から１時間単位とするもので、改正案では、集会室

１時間３８０円、会議室１時間１１０円とするもので、備考におきましてもご覧のように

改正するものでございます。議案第２４号へお戻りください。附則、この条例は平成１９

年４月１日から施行する。以上で説明を終わります｡ご審議のほどよろしくお願いいたしま

す｡ 

○議長（栗林政伸） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 

○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 

おはかりします。議案第２４号は、産業建設常任委員会に付託することにしたいと思い

ます。ご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第２４号は産業建設常任委員会

に付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１６日の本会議でお願いしま

す。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第２１ 議案第２５号 砥部町林間休憩施設条例の一部改正について 

（説明、質疑、産業建設常任委員会付託） 
○議長（栗林政伸） 日程第２１議案第２５号砥部町林間休憩施設条例の一部改正につい

てを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。西﨑農林課長。 

○農林課長（西﨑悟） 議案第２５号についてご説明いたします。議案第２５号砥部町林

間休憩施設条例の一部改正について。砥部町林間休憩施設条例の一部を改正する条例を次

のように定める。平成１９年３月９日提出。砥部町長中村剛志。まず提案理由についてで

ありますが、使用料手数料等見直し基準に基づく使用料の原価計算の結果を踏まえ、第５

条の使用料を適正価格に改正するため提案するものでございます。改正点について、別紙

の新旧対照表により説明いたします。現行の第５条、「休憩施設の利用の許可を受けた者は

別表に定める使用料を納付しなければならない。」を改正案では第５条、「休憩施設の利用

の許可を受けた者は、使用料として１時間当たり２２０円を納付しなければならない。た

だし、使用時間に１時間に満たない時間があるときは、これを１時間とする。」とするもの

でございます。次に、附則第１項の見出し及び項番号を削り、使用料金の単位を 1 箇月単

位及び時間帯別からとしていた別表を削るものでございます。議案第２５号へお戻りくだ

さい。附則、この条例は平成１９年４月１日から施行する。以上でご説明を終わります。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（栗林政伸） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。
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山本典男君。 
○１６番（山本典男） ちょっといろいろ見よるとですね、大体今までの使用料が上がる

という話しぎりやったんですが、ここでように見よったら下がるんじゃないかと思えるん

ですが、この提案理由として、使用料手数料見直し基準に基づく使用料の原価計算の結果

を踏まえ、適正価格に改正するため提案するものと、これは次の議案２６号と提案とつい

ですが、適正にそれで原価計算を計ったらこう改正する必要があるというふうに、それで

今までは儲けすぎておったんだと、それで改正で下げる必要に、これは適正にせないかん

ということに聞こえるんですが、そこらのところ私は、ちょっと違うかもしれんという感

じがするんですが、説明していただいたらと思います。 
○議長（栗林政伸） 西﨑農林課長。 

○農林課長（西﨑悟） ご質問にお答えをいたします。まずこの砥部町林間休憩施設につ

きましては、他の公の施設と同じように減価償却等計算の結果を踏まえて提案をさせてい

ただいておりますが、この施設につきましては、ご承知のように売上の６％を使用料とし

て徴収をいたしております。しかしながら、この施設につきましてはかなり砥部町の一般

財源の支出が多いというふうなことで、現在利用者と調整を図りまして、使用料はそうい

うことで改正させていただきますが、まず１９年度の見込みといたしまして、使用者の負

担を現在砥部町が見ております、燃料光熱水費、浄化槽等の手数料委託料、ＮＨＫの受信

料、テレビ組合の負担金そういったもの、概ね年間７２万ほどかかることになっておりま

して、内使用料も入ってくるわけですが、町の負担が約３０万ほど支出しております。そ

して１９年度からはこの館の経費をすべて利用者にみていただくということで、７２万ほ

どみていただくことになろうかと思います。そして、使用料が２４万入ってくるというこ

とで、実質的には利用者の負担が５１万円位増額すると、こういうことで改正しておりま

すが、一方では利用者の負担を増やしていると、それはどこにあるかというと、町が６％

だけでは賄いきれないからというふうなことで、経費節減のためにもそういう改正を行っ

ておるところでございます。以上でございます。 
○議長（栗林政伸） 山本典男君。 
○１６番（山本典男） ということは、適正価格というのは他に今までは砥部町が負担し

よったという部分があると、それをもう完全に委託したから、それを委託したからその部

分は消えたから少なくするんはあって、という感じで変えたと。やり方を変えたというふ

うなことなんですかね。まあこれ見たら、適正価格になるようにということで、ちょっと

理解が出来なかったんですが、まあそういうふうにやり方を変えたということなんですか。 
○議長（栗林政伸） 西﨑農林課長。 

○農林課長（西﨑悟） ご質問にお答えをいたします。この施設については公の施設と申

しましても、一般の公の施設とは若干性質が異なっておることはご承知のとおりでござい

ます。ここで営業活動をしておるということでございまして、まずこの私の考え方では、

一般的な飲食店を営む場合、持家でやる場合は別でございますが、家を借りて営業する場

合はそういった必要経費、それはあくまでも借り人側が負担すると、これが原則であろう

と思います。ちなみに一般的な飲食店で申し上げますと、売上１００%に対しまして、食
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材原価が約４０％、粗利益が６０％、この粗利益の中、人件費が２４％、一般経費が２１％、

営業利益が１５と、この一般経費の中で負担をしていただくと、このような考えでござい

ます。以上でございます。 
○議長（栗林政伸） 他に。質疑を終わります。 

おはかりします。議案第２５号は、産業建設常任委員会に付託することにしたいと思い

ます。ご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第２５号は産業建設常任委員会

に付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１６日の本会議でお願いしま

す。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第２２ 議案第２６号 砥部町ふるさと生活館条例の一部改正について 

（説明、質疑、産業建設常任委員会付託） 
○議長（栗林政伸） 日程第２２議案第２６号砥部町ふるさと生活館条例の一部改正につ

いてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。西﨑農林課長。 

○農林課長（西﨑悟） 議案第２６号についてご説明をいたします。議案第２６号砥部町

ふるさと生活館条例の一部改正について。砥部町ふるさと生活館条例の一部を改正する条

例を次のように定める。平成１９年３月９日提出。砥部町長中村剛志。まず提案理由でご

ざいますが、使用料手数料等見直し基準に基づく使用料の原価計算の結果を踏まえ、第８

条の使用料を適正価格に改正するため提案するものでございます。改正点について、別紙

の新旧対照表によりご説明いたします。現行の第８条、「利用者は、利用の許可を受けたと

きは、別表に定める使用料を納付しなければならない。」を改正案では第８条、「利用者は

利用の許可を受けたときは、使用料として１時間当たり３７０円を納付しなければならな

い。ただし、使用時間に１時間に満たない時間があるときは、これを１時間とする。」とす

るものでございます。さらに、附則第２項を削り、附則第１項の見出し及び項番号を削り、

別表を削るものでございます。議案第２６号へお戻りください。附則、この条例は、平成

１９年４月１日から施行する。以上で議案第２６号の説明を終わります。ご審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

○議長（栗林政伸） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 

○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 

おはかりします。議案第２６号は、産業建設常任委員会に付託することにしたいと思いま

す。ご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第２６号は産業建設常任委員会

に付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１６日の本会議でお願いしま

す。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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日程第２３ 議案第２７号 砥部町砥部焼伝統産業会館条例の一部改正について 

（説明、質疑、産業建設常任委員会付託） 
○議長（栗林政伸） 日程第２３議案第２７号砥部町砥部焼伝統産業会館条例の一部改正

についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。相田商工観光課長。 

○商工観光課長（相田由紀夫） 議案第２７号についてご説明申し上げます。砥部町砥部

焼伝統産業会館条例の一部改正について。砥部町砥部焼伝統産業会館条例の一部を改正す

る条例を次のように定める。平成１９年３月９日提出。砥部町長中村剛志。砥部町砥部焼

伝統産業会館条例の一部を改正する条例。砥部町砥部焼伝統産業会館条例の一部を次のよ

うに改正する。別表第２第１項中につきましては、次のページをお開きいただけますでし

ょうか。新旧対照表でございますが、現行につきましてご説明申し上げます。大人２００

円、団体でありますと１５０円。学生高校・大学生１５０円、団体１００円。小人につき

ましては１００円、７０円でございます。改正案でございますが、大人につきましては３

００円、団体で２５０円、１００円の増でございます。学生につきましては、２００円、

１５０円、これは５０円の増でございます。小人１００円、７０円は変えておりません。

この条例は平成１９年４月１日から施行させていただいたらと思います。提案理由でござ

いますが、使用料手数料等見直し基準に基づく入館料の原価計算の結果を踏まえ、適正価

格に改正するため提案するものでございます。以上で説明を終わらせていただきます。ご

審議のほどよろしくお願いいたします。 
○議長（栗林政伸） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。

三谷喜好君。 
○１８番（三谷喜好） 特例の中で、６５歳以上の高齢者のいわゆる特例というのは存続

するのでございましょうか。そのまま一切ないと理解してよろしいんでございましょうか。 
○議長（栗林政伸） 相田商工観光課長。 

○商工観光課長（相田由紀夫） 三谷議員さんのご質問にお答えいたします。老人につき

ましては、要綱等で定めておりまして、１００円ということになっております。また身体

障害者等につきましても、大人１００円、学生７５円、子人５０円等々でございます。以

上です。 
○議長（栗林政伸） 他に。４番、土居美智子君。 

○４番（土居美智子） 団体割引のことなんですけど、改正案の方、まあどちらも一緒な

んですけど、要は学生、高校生か大学生ということなんですが、大体小中学生でしたら遠

足で団体というのもなんとなくうなずけるんですけど、大学生になると、案外そのグルー

プという小グループはあるんだろうと思います。今までに団体割引を使った、学生という

欄にランクするところで１年間、今年度の１年間についてどのくらいの数がありますか。 

○議長（栗林政伸） 相田商工観光課長。 

○商工観光課長（相田由紀夫） 土居議員さんのご質問にお答えいたします。これ１７年

度の決算されておりますんで、１８年度については数字をつかんでおりません。１７年度

でお答えさせていただいてよろしいでしょうか。まず、一般学生でございますが、学生１

５０円の段階で１７年度は２７０名でございます。そのうち団体が５９名でございます。
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子人につきましては３２６。それに対して３７ということで団体扱いにしております。以

上でよろしいでしょうか。 

○議長（栗林政伸） 他にありませんか。質疑を終わります。 

おはかりします。議案第２７号は、産業建設常任委員会に付託することにしたいと思い

ます。ご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第２７号は産業建設常任委員会

に付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１６日の本会議でお願いしま

す。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第２４ 議案第２８号 砥部町農業集落排水施設条例の一部改正について 

（説明、質疑、産業建設常任委員会付託） 
○議長（栗林政伸） 日程第２４議案第２８号砥部町農業集落排水施設条例の一部改正に

ついてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。東岡下水道課長。 

○下水道課長（東岡秀樹） 議案第２８号砥部町農業集落排水施設条例の一部改正につい

てご説明申し上げます。砥部町農業集落排水施設条例の一部を改正する条例を次のように

定めるものでございます。平成１９年３月９日提出。砥部町長中村剛志。提案理由でござ

いますが、１枚おめくりください。総津地区農業集落排水処理施設の完成及び使用料徴収

事務の適正化のために提案をするものでございます。改正内容でございますが、新旧対照

表で説明させていただきます。新旧対照表の１ページをご覧ください。まず第７条第２項

のただし書きでございますが、「ただし、町長が認めたときは、これを免除することができ

る。」このただし書きの規定を削るものでございます。そして、次に現行の第１１条から１

４条までをそれぞれ２条ずつ繰り下げまして、第１３条から１６条と改めまして、第１１

条と第１２条を加えるものでございます。第１１条は督促手数料の規定でございます。第

１２条は延滞金の規定でございまして、町税の規定に準じた内容として加えるものでござ

います。２ページをご覧ください。第１１条が第１３条、１２条が１４条ということで、

それぞれ２条ずつ繰り下がっております。次に３ページの別表第１でございますが、ご覧

のように改めるものでございまして、広田地区農業集落排水施設につきましては、位置を

地番表示に改めまして、「砥部町玉谷７０７番地」と改めるものでございます。そして、新

たに「総津地区農業集落排水施設」を加えまして施設の名称といたしまして、今言いまし

た総津地区農業集落排水施設、位置を砥部町総津２２４０番地１、区域を総津１、総津２、

総津３の一部というふうに加えるものでございます。なお附則では施行期日を平成１９年

４月１日といたしておるものでございます。以上で説明を終わります。よろしくご審議賜

りますようお願い申し上げます。 

○議長（栗林政伸） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。

［質疑なし］ 

○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 

おはかりします。議案第２８号は、産業建設常任委員会に付託することにしたいと思い
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ます。ご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第２８号は産業建設常任委員会

に付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１６日の本会議でお願いしま

す。 

ここで昼食のため休憩をします。再開は午後１時３０分。 
 

午後０時１２分 休憩 

午後１時２７分 再開 
 
○議長（栗林政伸） 再開します。大西生きがい推進課長。 

○生きがい推進課長（大西潤） 中村議員さんの２点のご質問についてお答えいたします。

まず初めに、介護保険給付費のチェックについてでございますが、これにつきましては利

用者がサービスを受けた事業所より国保連合会へ請求書が行きます。そして、これを受け

て国保連合会が、請求の内容等を審査いたしまして、請求ミス等があれば事業所へ請求書

を戻します。そして事業所がそれを整理いたしまして、再請求できるものであれば改めて、

請求をすることになっております。そして町におきましては、国保連合会から毎月送られ

てくる給付実績に基づきまして、チェックいたしまして、不適切な事業所があれば町が、

県の適正委員会これと協議いたしまして、事務所を指導することとなっております。 

そして、もう１点の保険料が増えていることにつきましてでございますが、これの対策

といたしましては、１９年４月より地域包括支援センターを設置いたしまして、いつまで

も元気で、介護が必要とならないための介護予防に重点を置いた事業を推進していきます。

以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第２５ 議案第２９号 平成１８年度砥部町一般会計補正予算（第６号） 

 

日程第２６ 議案第３０号 平成１８年度砥部町国民健康保険事業特別会計補正予算 

（第４号） 

日程第２７ 議案第３１号 平成１８年度砥部町介護保険事業特別会計補正予算 

（第４号） 

日程第２８ 議案第３２号 平成１８年度砥部町とべの館特別会計補正予算（第１号） 

 

日程第２９ 議案第３３号 平成１８年度砥部町農業集落排水特別会計補正予算 

（第２号） 

日程第３０ 議案第３４号 平成１８年度砥部町水道事業会計補正予算（第３号） 

（説明、質疑、所管常任委員会付託） 

○議長（栗林政伸） 日程第２５議案第２９号から日程第３０議案第３４号までの平成 

１８年度補正予算に関する６件を一括議題とします。本案について、提案理由の説明を求
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めます。松下監理財政課長。 

○監理財政課長（松下行吉） 議案第２９号平成１８年度砥部町一般会計補正予算（第６

号）についてご説明申し上げます。補正予算書の１ページをお願いいたします。平成１８

年度砥部町一般会計補正予算（第６号）は次に定めるところによる。歳入歳出補正予算第

１条、規定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億９，１４１万４千円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６４億３，５９８万３千円とする。次に債務負担

行為補正でございますが、第２条、債務負担行為の追加は、「第２表 債務負担行為補正」

による。それから、繰越明許費第３条、地方自治法第２１３条第１項の規定により翌年度

に繰り越して使用することができる経費は、「第３表 繰越明許費」によるということでご

ざいます。平成１９年３月９日提出。砥部町長中村剛志。今回の補正につきましては、歳

入歳出補正、債務負担補正、繰越明許費の３つの構成となっております。内容につきまし

て、お手元の方にお配りしております、平成１８年度３月補正予算の概要というものがご

ざいますので、そちらの方でご説明させていただいたらと思います。なお詳細につきまし

ては委員会等でご審議いただくと聞いておりますので、私の方からは要約した形でご説明

させていただきます。それでは２ページをご覧ください。第１一般会計補正予算（第６号）

でございますが、先に申しましたように、歳入歳出２億９，１４１万４千円の増額補正で

ございます。累計６４億３，５９８万３千円となります。この財源でございますが、国県

支出金を２８４万円、その他の特定財源６５９万４千円、一般財源としまして２億８，１

９８万円を入れております。なおこの一般財源につきましては下にありますように１７年

度からの繰越金が２億８，１２９万１千円、その他として６８万９千円がございます。歳

出につきましては、ここでは主な点２点ほどだけご説明にかえさせていただきます。３ペ

ージの方ですが、民生費の方で、上から４、５行目の所に二重丸で書いておりますが、後

期高齢者医療制度に伴う介護保険システムの改修費３０６万６千円を追加というようなこ

とが入れございます。この予算は３月でございまして、不用経費の精算とかございまして、

減額要素が多々ありますが、ここに書かれておりますのは、その中で増額要素として出て

くるものでございます。もう１点、３ページの一番下の所でございますが、１３款諸支出

金として３億８４５万７千円の増額補正をするということで、内容は財政調整基金への積

立３億円。それから午前中に申しました、まごころ基金を廃止して福祉基金へ統合するた

め積立金７７６万２千円を上げておるものでございます。４ページをお願いいたします。

一番上の所でございますが、こういう増額要素はございますが、最終的に各款の方で不用

額として６，４９７万６千円の減額要素がございまして、それらを総計いたしまして、先

ほどの追加補正の額となっております。次に債務負担行為でございますが、平成１９年４

月１日から指定管理者に指定管理者制度を導入いたします。これに伴いまして３箇年の債

務負担行為を設定いたします。内容はここにございますように、文化会館の指定管理料、

それから砥部町総合公園及び田ノ浦町民広場の債務負担行為、それから交流ふるさと研修

の宿の債務負担行為、農村工芸体験館指定管理料の債務負担でございまして、金額はそれ

ぞれ右側にあるとおりでございます。なおこれに伴う、この指定管理者に伴います、経済

的な効果でございますが、私の方では単年度で約１，７００万ほどの減額効果があるとみ
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ております。次に繰越明許費でございますが、以下の２点の、２つの事業につきまして繰

越明許費を設定いたします。まず民生費といたしまして、先ほど申しましたが、後期高齢

者医療制度に伴う介護保険システム改修費用、これ今回の３月補正であげました３０６万

６千円全額をここで、１９年度へ繰り越します。それから教育費としまして、麻生小学校

体育館耐震補強等整備事業、これ２月の１５日の補正予算で提示しました補正予算でご議

決いただいた分でございますが、全額１億４，６９３万円、全額を１９年度へ繰り越させ

ていただきます。これらにつきましては、麻生小学校につきましては、国の補助金の関係

で、予算計上が遅れまして時間的にも無理がございますので、そのまま繰り越させていた

だきますし、後期高齢者医療制度につきましても、国の体制が遅れまして、こういう形で

出てまいりました。ご了解のほどよろしくお願いいたします。以上で一般会計補正予算の

説明とさせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（栗林政伸） 丸本住民サービス課長。 

○住民サービス課長（丸本正和） 議案第３０号平成１８年度砥部町国民健康保険事業特

別会計補正予算（第４号）についてご説明申し上げます。平成１８年度砥部町の国民健康

保険事業特別会計補正予算（第４号）は次に定めるところによる。歳入歳出予算補正、第

１条、事業勘定の規定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ６４６万７千円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２１億１，４５６万２千円とする。歳入歳出

予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、

「第１表 歳入歳出予算補正」による。平成１９年３月９日提出。砥部町長中村剛志。そ

れでは第１表によりまして、内容を説明させていただきます。予算書の２ページ、３ペー

ジをお開きいただきますようお願いいたします。今回、事業勘定のみの補正でございます。

まず歳出でございますが、２款１項療養諸費の１，５５８万９千円の増につきましては、

一般被保険者に係る療養給付費の追加ということでございます。あと３款４款５款につき

ましては、それぞれ今後の不用の見込み額あるいは拠出金額の確定とか納付金額の確定等

に伴って調整をしたということでございまして、８款諸支出金の２項繰出金の１０万４千

円の増額につきましては、診療所の運営に係ります国庫補助金の追加分を施設勘定へ繰り

出すものでございます。次に２ページをお願いいたします。歳入でございますが、これら

の補正の財源でございますが国庫支出金が１，３７０万５千円。県支出金が１，３９６万

５千円。共同事業交付金は減額でございますが、４，９９３万６千円の減。一般会計の繰

入金２９７万８千円。前年度からの繰越金１，２８２万１千円を充当しているものでござ

います。以上で議案第３０号についての説明を終わらせていただきます。よろしくご審議

賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（栗林政伸） 大西生きがい推進課長。 

○生きがい推進課長（大西潤） 議案第３１号平成１８年度砥部町介護保険事業特別会計

補正予算（第４号）についてご説明申し上げます。歳入歳出予算補正につきまして、保険

事業勘定は、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２３万１千円を減額して、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１５億９９５万６千円とし、介護サービス事業勘

定は、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１万円を減額して、歳入歳出予算
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の総額を歳入歳出それぞれ２，８３０万７千円とするもので、補正の款項の区分ごと金額

並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」によるものであります。

平成１９年３月９日提出。砥部町長中村剛志。歳出より説明いたしますので３ページの第

１表をご覧ください。今回の補正につきましては、不用額の減額と保険給付費では給付実

績に基づく予算内での調整、地域支援事業費では国県補助対象額の変更により国県支出金、

支払基金交付金から一般会計繰入金への財源組替をお願いするものです。補正額の欄をご

覧になってください。１款総務費１項総務管理費におきまして、国の補助に伴う財源組替

であります。同じく４項趣旨普及費におきましては、２３万１千円の減額で、これは印刷

費の不用額でございます。２款保険給付費１項介護サービス等諸費におきまして、１２万

円の減額で介護サービス給付費の不用額でございます。同じく３項その他の諸費におきま

して１２万円を計上しております。これは介護給付審査支払い手数料の不足分でございま

す。３款１項財政安定化基金拠出金におきましては、１４８万１千円の減額でこれにつき

ましては、愛媛県介護保険財政安定化基金におきまして現在財源が確保できているなどで、

予定といたしましては２０年度まで積立は行わないこととなりました。したがいまして、

減額分につきましては、５款の基金積立金に積立をいたします。４款地域支援事業費１項

介護予防事業費、同じく２項包括的支援事業・任意事業費におきましては、国県補助対象

額の変更により財源を組替えるものでございます。５款１項基金積立金におきましては、

１４８万１千円を計上しております。これは３款財政安定化基金拠出金の不用額を介護保

険事業運営基金として積立をするものでございます。歳出合計は、２３万１千円の減額を

計上しております。２ページの歳入をご覧ください。歳入につきましては、国県補助対象

額の変更により、財源の組替えを行うものでございます。補正額の欄をご覧ください。３

款国庫支出金２項国庫補助金、２６０万２千円の減額。４款１項支払基金交付金１３４万

８千円の減額。５款２項県支出金２項県補助金１９３万円の減額。７款繰入金１項一般会

計繰入金５６４万９千円。歳入合計は２３万１千円の減額を計上しております。以上で保

険事業勘定の説明を終わります。 

 続きまして、介護サービス事業勘定について説明いたしますので５ページをご覧くださ

い。歳出より説明させていただきます。今回の補正につきましては、不用額の減額と、サ

ービス事業費では介護サービス収入の減により、繰越金及び一般会計からの繰入金による

財源組替をお願いするものでございます。補正額の欄をご覧ください。１款総務費１項施

設管理費におきましては、印刷費の不用額で１万円の減額。２款サービス事業費１項居宅

介護サービス事業費におきましては、利用者の減による通所介護費収入の減により財源の

組替を行うものでございます。したがいまして、歳出合計は１万円の減額を計上しており

ます。４ページの歳入をご覧ください。歳入につきましては、通所介護費収入の減により

財源組替等を行うものです。補正額の欄をご覧ください。１款介護サービス収入１項介護

給付費収入３４３万８千円の減額。同じく２項自己負担金収入３８万２千円の減額。２款

繰入金１項一般会計繰入金２４９万２千円。３款１項繰越金１３１万８千円。歳入合計は

１万円の減額を計上しております。以上で議案第３１号の説明を終わります。ご審議のほ

どよろしくお願いいたします。 
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○議長（栗林政伸） 相田商工観光課長。 

○商工観光課長（相田由紀夫） それでは、議案第３２号平成１８年度砥部町とべの館特

別会計補正予算（第１号）についてご説明申し上げます。平成１８年度砥部町のとべの館

特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。歳入歳出補正予算、第１条、

既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，１３０万５千円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ３，９４６万２千円とする。平成１９年３月９日提出。砥部

町長中村剛志。それではまず概要でございますが、売上の増加に伴う仕入額の増加でござ

います。第１点ですね。それから前年度の繰越金を基金に積み立てるということでござい

まして６、７ページをお開きいただいたらと思います。歳出について、まず第１款館の運

営費でございますが、４００万円の増。これは賄材料費ということで商品仕入れの増加で

ございます。それから２款諸支出金７３０万５千円。これは積立金に積み立てたための支

出でございます。合計１，１３０万５千円の増で３，９４６万２千円となります。また歳

入につきましては、売店収入、売上金の増加でございます。仕入れに伴う売上の増加でご

ざいまして４００万円の増。それから繰越金につきましては、１７年度の繰越７２９万円

でございます。それから財産収入として１万５千円。歳入合計１，１３０万５千円の増額

補正でございます。３，９４６万２千円となります。以上で説明を終わらせていただいた

らと思います。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（栗林政伸） 東岡下水道課長。 

○下水道課長（東岡秀樹） 議案第３３号平成１８年度砥部町農業集落排水特別会計補正

予算（第２号）についてご説明申し上げます。平成１８年度砥部町の農業集落排水特別会

計補正予算（第２号）は次に定めるところによるものでございます。歳入歳出予算補正。

既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１，７４５万３千円を減額し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ１億５，１５３万７千円とする。歳入歳出予算の補正の款

項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入

歳出予算補正」による。平成１９年３月９日提出。砥部町長中村剛志。２ページ、３ペー

ジをお願いをいたします。まず３ページの歳出でございますが、１款１項農業集落排水事

業費で今回１，７４５万３千円の減額補正をお願いいたしております。この補正でござい

ますが、中継ポンプ施設の事業費の減少によるものでございまして、工事請負費の減額を

するものでございます。その財源でございますが、３款１項国庫補助金で９０９万円の減

額。４款１項県補助金で２７０万円の減額。５款１項他会計繰入金で５６６万３千円の減

額補正となるものでございまして、歳入合計１，７４５万３千円の減額となるものでござ

います。以上で説明を終わらせていただきます。ご審議賜りますようよろしくお願い申し

上げます。 

○議長（栗林政伸） 辻水道課長。 

○水道課長（辻充則） 議案第３４号平成１８年度砥部町水道事業会計補正予算（第３号）

についてご説明いたします。第１条平成１８年度砥部町水道事業会計の補正予算は、次に

定めるところによる。第２条の収益的収入支出の予定額のうち、まず収入の内容でござい

ますが、第１款上水道事業収益第１項で営業収益の４５０万円の減額につきましては、水
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道使用料８００万円の減額と、３５０万円の給水工事収益を増額するものでございます。

第２項営業外収益の４５万４千円は、加入金及び利息金を増額するものでございます。第

２款簡易水道事業収益第１項営業収益の２１７万３千円は、主に水道使用料でございます。

第２項営業外収益の５万１千円の減額につきましては、新規加入が無かったため減額する

ものでございます。次に支出でございますが、第１款上水道事業費用第１項営業費用の１，

３２８万１千円につきましては、当初におきまして資本的支出の建設改良費の中で深井戸

地質調査を計上いたしておりましたが、調査の結果が今後井戸として使用ができない見込

みであるということから収益的支出の方に予算組替６００万円を行うもの。また給水工事

請負費３５０万円。固定資産の除却費６９２万２千円を増額するほか、水源地や排水地の

動力費２９０万円を減額するものでございます。第３項特別損失２０万３千円につきまし

ては、１５人の不納欠損分でございます。第２款簡易水道事業費用第１項営業費用の５０

万８千円につきましては、ポンプ場の動力費を減額するものでございます。２ページをお

願いいたします。第３条の資本的収入支出の予定額のうち、まず収入の方からご説明申し

上げます。第１款上水道資本的収入第１項負担金の６０万円の減額につきましては、消火

栓改良工事等の負担金の減額でございます。第２項工事負担金の４０万円の減額につきま

しては、直接配水管負担金を減額するものでございます。次に支出でございますが、第１

款上水道資本的支出第１項建設改良費の６２９万６千円につきましては、先ほど申し上げ

ました深井戸地質調査の予算の組替、また量水器の購入費の減額を行うものでございます。

第４条の職員給与費の６０万４千円につきましては、給与、手当、共済負担金等を増額す

るものでございます。平成１９年３月９日提出。砥部町長中村剛志。以上で説明を終わら

せていただきます。よろしくご審議賜りますようお願いいたします。 

○議長（栗林政伸） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

「質疑なし」 

○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 

おはかりします。議案第２９号から議案第３４号までの平成１８年度補正予算に関する

６件については、所管の常任委員会に付託して審査することにしたいと思います。これに

ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり。］ 

○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第２９号から議案第３４号まで

の平成１８年度補正予算に関する６件については、所管の常任委員会に付託することに決

定しました。委員会の審査報告は、３月１６日の本会議でお願いします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第３１ 議案第３５号 平成１９年度砥部町一般会計予算 

 

日程第３２ 議案第３６号 平成１９年度砥部町国民健康保険事業特別会計予算 

 

日程第３３ 議案第３７号 平成１９年度砥部町老人保健特別会計予算 
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日程第３４ 議案第３８号 平成１９年度砥部町介護保険事業特別会計予算 

 

日程第３５ 議案第３９号 平成１９年度砥部町とべの館特別会計予算 

 

日程第３６ 議案第４０号 平成１９年度砥部町とべ温泉特別会計予算 

 

日程第３７ 議案第４１号 平成１９年度砥部町梅野奨学資金特別会計予算 

 

日程第３８ 議案第４２号 平成１９年度砥部町奨学資金特別会計予算 

 

日程第３９ 議案第４３号 平成１９年度砥部町土地取得特別会計予算 

 

日程第４０ 議案第４４号 平成１９年度砥部町公共下水道特別会計予算 

 

日程第４１ 議案第４５号 平成１９年度砥部町農業集落排水特別会計予算 

 

日程第４２ 議案第４６号 平成１９年度砥部町浄化槽特別会計予算 

 

日程第４３ 議案第４７号 平成１９年度砥部町水道事業会計予算 

（説明、質疑、所管常任委員会付託） 
○議長（栗林政伸） 日程第３１議案第３５号から日程第４３議案第４７号までの平成 

１９年度予算に関する１３件を一括議題とします。本案について、提案理由の説明を求め

ます。柳田助役。 

○助役（柳田穫） 議案第３５号平成１９年度砥部町一般会計予算について説明をさせて

いただきます。１９年度砥部町の一般会計の予算は、次に定めるところによる。第１条、

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５９億２６６万８千円と定める。歳入歳出予算

の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第 1 表による。第２条、地方自治法第２１４条

の規定により、債務を負担する行為をすることができる事項、期間及び限度額は、第２表

による。第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により、起こすことができる地方債

の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、第３表による。第４条、地

方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は１０億円と定

める。第５条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。各項に計上した給料、職員

手当及び共済費に係る予算額に過不足が生じた場合における同一款内でのこれらの経費の

各項の間の流用。平成１９年３月９日提出。砥部町長中村剛志。本議案につきましては、

例によりまして、各常任委員会に付託されましてご審議していただくことになっておりま

す。その際に詳細に説明をさせていただきますので私からは概要のみの説明をさせていた

だきます。資料は別途お配りしております平成１９年度当初予算の概要で説明をさせてい
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ただきます。 
１ページなんですが、一般会計に入る前に、１９年度当初予算全般的なところ要約して

説明をさせていただいたらと思います。その表にございますように、一般会計５９億余の

予算でありますが、特別会計１１ございますが、それと企業会計水道会計ですが、それを

合わせて１３９億の予算となっております。前年度１８年度の比較でございますが、１８

年度の当初予算が骨格的な予算ということでございますので、比較するには若干無理がご

ざいます。したがいまして、今回に限り最終予算額と比較をさせていただいております。

最終予算額で申し上げますと、一般会計で減額、マイナスの５億３，３００万。特別会計

の方では１億２，５００万減となっております。水道会計の方では、２２０万ほどの増と

なっておりまして、全体で６億５，６００万円の減額となっております。次のページをご

覧ください。町債でございますが、そこに町債の発行見込み額と残額という表がございま

す。１７年度末で一般会計で９１億７，１００万円の起債残高ございますが、１８年度末

には元金の償還ございますし、また新たな発行もございます。相殺いたしまして、合計８

５億８，２００万円になります。１９年度償還金９億２，９００万、新たな発行４億４，

２００万。１９年度の最終見込みが８０億９，５００万円でございます。あと、土地取得

特別会計、公共下水道特別会計、集落排水特別会計、１８年度末は合わせて１００億を超

えます。１９年度末で９８億３，８００万円の見込みでございます。水道会計につきまし

ては、１８年度末で２０億２，４００万円。９，５００万円償還いたしますので、１９億

２，９００万円の予定でございます。次に人件費でございますが、１８年３月に職員適正

化計画を定めました。それに沿って順次削減を進めてきております。１７年１月に広田村、

砥部町と合併したわけですが、その時点では広田村４０人、砥部町１８９人の２２９名の

職員でございました。１８年度で２２３名。本年度の予算が２１８名分となっております。

給料では、１，９６８万８千円の減となりますが、職員手当、共済費で若干伸びておりま

して、合計では人件費１，７３８万４千円の減となっております。次に賃金でございます

が、臨時雇いの賃金でございますが、一般会計で１９年度１億８，２２２万８千円。前年

比とは１６０万の減額となっておりますが、特別会計の方で軒並み増額となっております。

トータルといたしましては６５０万余増加いたしまして、２億２，１２７万７千円となっ

ております。 
それでは一般会計の方の概要について説明をさせていただきます。歳入歳出それぞれ前

年度当初に比べまして、３億９，８３８万６千円の増額となっております。当初と比較い

たしましたら１８年度骨格予算ということでありますので増額になっております。１８年

度は主要な事業、それから一部事務的な経費につきましても補正に回しておるためでござ

います。最終予算と比較いたしますと、５億円余の減となっております。その下の歳入で

ございますが、１９年度におきましては国税から地方税への税源移譲が上げられますが、

町税の増加分２億７，１００万円は所得譲与税が廃止され、１億６，１００万円減額とな

ったことで、そのため他の減少分をカバーするまでには至っておりません。その他地方一

般財源は軒並み減少が予測されております。特に地方交付税は、合併特例分の特別交付税

が４千万円、普通交付税が地方財政計画の中で、対前年比４．４％のマイナスとなったこ
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とで、引き続き大幅な減少が見込まれております。この歳入の状況の表は後で７ページに

ございますので、その際に説明させていただきます。次のページの４ページでございます

が、主要一般財源の推移を表にしております。合計欄をご覧ください。一般財源は年々減

少をしておりまして、１８年度は４４億９，１００万円。１９年度当初予算では４３億９

００万円ということで、前年比で１億８，２００万円の減となっております。次に基金の

状況でございますが、当初予算で財源不足を補うために財政調整基金から１億５千万円を

組み込んでおります。基金の残額でございますが、１７年度末で６億２，８００万円あり

ました。１８年度末で今回補正でお願いしております３億円を積み立てますので、９億２，

８００万円になります。１９年度の予算において１億５千万円の取り崩しを見込んでおり

ます。したがいまして、１９年度末の見込みが７億７，８００万円という状況でございま

す。次に使用料手数料でございますが、集中改革プラン、財政健全化計画に基づきまして

使用料手数料の見直しを進めております。１９年度予算では表にございますように、約４，

３００万円余の増収を見込んでおりますが、この中には指定管理者への収入移管分が含ま

れておりますので、実績には１，４００万円余の増収ということになろうかと思います。

それでは７ページの方をご覧いただいたらと思います。歳入予算の款別の比較でございま

す。砥部町の財源で一番多いのが地方交付税。０９の地方交付税ということで、３４．４％。

普通交付税と特別交付税合わせて２０億３千万円でございます。その次が町税２０億１，

９３９万８千円。構成比は３４．２％ということでございます。この２つが突出した収入

となっております。あと国県支出金や繰越金、町債等を見込んで予算を計上しております。

それでは５ページに戻っていただきまして歳出につきまして申し上げます。まず補助金、

交付金でございますが表にございますように１９年度１億５，８００万円。一般財源が１

億２，１００万円。１８年度と比較いたしまして４００万円の一般財源では増となってお

ります。次に２の食糧費でございますが、表にございますように、食糧費の計上箇所をま

とめるようにすると同時に、大幅に削減をしております。１８年度と比較いたしまして総

務費で５万円の減額。消防費で５万６千円の減額。教育費では若干２千円の増額となって

おりますがトータルで１０万４千円。元になる数字が低いのでそういうことになっており

ます。次に債務負担行為でございますが、情報通信機器のリースを中心に債務負担行為を

設定しております。電子計算機借上料２０年から２４年度の間で１，７２５万６千円。あ

と各砥部地区小学校のコンピューターで５，８３２万円。図書館で１，７６９万円。同じ

く図書館で６１１万円を設定しております。続きまして６ページの町債の状況でございま

す。一般会計で今回起こします町債でございますが、起債の方法、利率、償還の方法は従

来どおりでございます。地域再生債で３，１００万円。一般公共事業債で３，２１０万円。

合併特例債で八倉地区のコミュニティ施設、八倉地区整備事業、砥部中学校校舎と体育館

耐力度調査で３，９７０万円。臨時財政対策債合わせて、３億６，２８０万円の起債を起

こしております。次に８ページをご覧ください。ここでは予算の目的別比較をしておりま

す。議会費で１億７５２万９千円。総務費で８億６，５９４万６千円。民生費で１５億７，

５６４万９千万円。構成比が２６．７％でございます。衛生費で５億５，９３３万円。農

林水産費が２億６，９０４万７千円。商工費が１億２，４４３万９千円。土木費が２億４，
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９５２万３千円。消防費が２億９，３２５万２千円。教育費が７億６，４３４万９千円。

公債費が１０億８，３３１万７千円で構成比が１８．４％になっております。合計で５９

億２６６万８千円でございます。次に９ページの歳出予算性質別比較でございます。消費

的経費が３分の２を占めておりまして、６７．３％。トータルで３９億８千万円余でござ

います。そのうち人件費が１６億２，５７２万７千円で構成比率は２７．５％。物件費が

１１億８，３７３万４千円で２０％の構成比となっております。投資的経費は２億２０１

万６千円ということで３．４％。それからその他でございますが、公債費が１０億８，３

３１万７千円、１８．４％となっております。繰出金が６億２，３１３万４千円という状

況でございます。それでは１０ページ以降、各款項目ごとに主なものを記載しております

ので、簡単に説明をさせていただきます。まず総務費では、一般管理費で継続事業の行政

評価システム導入費を計上しております。次の財産管理費におきましては、農業集落排水

施設への町有施設を接続するための費用３，９３０万７千円を計上しております。企画調

整費におきましては、１９年度におきまして町総合計画を策定完成させますが、それの費

用３８４万９千円を計上しております。情報管理費におきましては、住基ネットを１９年

度に更新する予算を計上させていただいております。５年間で１，９９０万円、１９年度

は８箇月分の２６５万５千円を計上しております。またネットの保守委託料は３１６万４

千円でございます。次に後期高齢者医療制度導入のためのＬＧＷＡＮの接続及びネットワ

ーク構築費用で２７３万円。それから端末機でありますパソコンの購入費用２４台分４２

０万円を計上しております。続きまして、２款１項３目防災諸費でございますが、自動体

外式除細動器ＡＥＤを庁舎内に設置するために３５万８千円を計上しております。それか

ら自主防災組織の育成費として上野、北川毛、上原町区へ６３万１千円。久保田、南ヶ丘、

多居谷区へ交付金として９０万円を計上しております。税務総務費におきましては、３年

に１回の標準宅地鑑定評価１２８地点ですが、その費用として８７２万円を計上しており

ます｡軽自動車税の申告書のデジタル化で４６万円を計上しております。次に生活福祉推進

費におきましては、八倉区コミュニティ広場の整備費として２，５５６万３千円を計上し

ております。１２ページをご覧ください。民生費でございますが、障害者福祉費におきま

して障害者自立支援法の施行に伴い事業の統廃合が発生しております。その事業ごとの状

況につきましては、２２ページにまとめた表がございます。障害者自立支援給付の支払い

を国保連合会に委託することになりまして、その管理システムを新たに構築するために１

９６万円を計上しております。また地域生活支援事業として地域自立支援協議会委員の報

償費、相談支援事業委託料、日常生活用具の給付事業やデイサービス事業などの扶助費を

合わせて２，１３７万円計上しております。介護給付費の支援事業費として従来の支援費

支給事業で行っておりましたホームヘルプサービスや施設通所、入所サービス事業を統合

いたしまして１億８１１万７千円を計上しております。次に老人福祉費ですが、４月１日

から介護保険特別会計で、地域包括支援センターの運営が始まります｡このため一部一般会

計から介護特会へ移行した事業があり、これらの点は資料２３ページへまとめております。

主な内容につきましては、食の自立支援は一部、介護特会の任意事業に移行しておりまし

て、対前年度で７４９万円の減となっております。また、高齢者実態把握事業を介護特会
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から一般会計に移して１２９万６千円を計上しております。地域包括支援センター新設に

よりまして、在宅支援センター運営費を全額減じておりますし、一般会計で実施しており

ました愛の一声訪問事業、生活管理短期宿泊事業、独居老人ふれあい訪問事業、家族介護

用品支給事業を介護特会の介護予防事業及び任意事業の方へ移しております。次に老人福

祉施設費でございますが、高齢者生活福祉センターの燃料、光熱水費は生活支援ハウス運

営委託料等に含めておりました。１９年度はこれを分離して、福祉センター運営事業費に

計上しております。そのため運営費が前年と比べまして、５７６万円増となっております。

これに対しまして、一般会計の生活支援ハウスを１４８万減額、介護サービス特会の居宅

介護サービス事業運営委託を１７２万減額しております。続きまして、国民健康保険事業

でございますが、当初の段階では財政安定化支援事業費分を全額計上しております。基準

は、基準財政需要額算入額としてございます。繰出しの内容につきましてはその表にござ

います。合わせて１億３，４１０万９千円となっております。それから国保会計施設勘定

への繰出金は４００万円増の３，２００万円計上しております。老人保健総務費でござい

ますが、繰出金が１９年度において１億６，６４１万４千円を計上しております｡後期高齢

者医療広域連合に係る費用につきましては、１８年度補正、１９年度当初予算を通じて、

５，４４２万６千円を計上しております。内容につきましては、１４ページの表のとおり

でございます。次に、重心医療助成、それから母子医療助成、乳幼児医療助成、三公費の

状況でございますが、重心医療助成事業が６，４６２万６千円、母子医療助成が１，５５

０万円、乳幼児医療助成が３，５３９万２千円、合計１億１，５５１万８千円となってお

ります。続きまして、介護保険対策費でございますが、介護保険特別会計への繰出金は以

下の表のとおりでございまして、保険事業勘定分、地域包括支援事業その他合わせて２億

１，７１５万５千円となっております。次に児童福祉総務費でございますが、各小学校区

で放課後児童クラブを引き続き実施をいたします。放課後児童クラブの状況はその表のと

おりでございます。次に児童措置費でございますが、児童手当が昨年度の負担割合から大

体倍になっております。対象児童が６年生までになったこと、それから所得制限が７６０

万から８６０万に拡張されたことが理由でございます。予算の推移といたしましては、１

９年度当初には対象児童拡充に伴う増額分は盛り込んでいませんが、１７年度と比較いた

しまして、町の負担が倍になって３，７９９万円となっております。続きまして１６ペー

ジ、衛生費でございますが、保健衛生総務費では、休日夜間の救急医療体制を維持するた

め例年どおり予算を計上しております。環境衛生費ですが、浄化槽の設置補助金につきま

しては、下水道区域外で２５基、計画区域内では２０基、１９年度から新たに加えました。

２０基を予定しております。次に保健センター費につきましては、別に２４ページにまと

めております。臨時的なものといたしましては、センターの屋根の塗装で２７５万２千円

をお願いをしております。次に清掃総務費でございますが、ごみ有料化に伴う支出の増加

内容を１７ページの表にしております。次に塵芥処理費でございますが、ごみ・し尿処理

費用の内訳でございます。１９年度予算で３億２，０６８万１千をお願いしております。

次に農林水産費の農地費でございますが、松山南部農免農道の計画書作成費で１５０万円

をお願いしております。次の１８ページでございますが、国営の道前道後平野土地改良事
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業の償還金で４，８４６万円をお願いしております。町単の土地改良事業の補助金で１，

６５４万円、これは角谷池の改修工事の補助金を含んでおります。県営の水利施設の保全

対策事業ですが、銚子ダムの幹線水路老朽化が進んでおりまして、１９年度から４年間か

けて改修工事を国の方へ要望していくということで、１９年度は調査費をお願いしており

ます。農地・水・環境保全向上対策事業で、１５４万円をお願いしております。それから

農業集落特別会計への繰出金は５，２７３万１千円減の６０９万円をお願いしております。

次に林道維持費で神の森大橋の塗装改修２９５万をかけて実施を予定しております。町民

の森づくり事業費では、１９年度によりまして最終年度ということで記念碑の設置を予定

しております。これの経費が２６５万円でございます。次に商工費でございますが、砥部

焼振興費では、引き続き陶芸塾を組合の方へ委託するということで２００万円を計上して

おります。観光費でサザエさんの広告委託料として１０５万円を計上しております。新た

な事業といたしまして、松山市・東温市・砥部町の３市町で広域観光連携推進協議会を発

足させるようになっておりまして、その負担金を７７万円計上しております。陶街道五十

三次事業では、４２７万円をお願いしております。この中には陶祖ヶ丘を整備するための

陶板の設置で２１８万円をお願いしております。次に農村工芸体験館の費用では、指定管

理者への委託費で１９２万円をお願いしております。それと臨時的なものといたしまして

は、電気窯の導入をお願いしております。次に土木費でございますが、道路維持費で、維

持工事で２，７３０万円、舗装工事で４，３４０万円、原材料で１００万円、合わせて７，

１７０万円をお願いしております。それから新設改良費では、委託料、工事請負費、補償

等合わせて２，２８０万円をお願いしております。次に公共下水道費でございますが、下

水道会計への繰出金は６，７４７万円でございます。次に２０ページをお願いします。住

宅管理費でございますが、公営住宅の重光団地の解体工事費６０６万円をお願いしており

ます。消防費でございますが、常備消防費で一部事務組合の負担金が２億５，８１４万９

千円をお願いしております。広田出張所の救急車に搭載する自動式心マッサージ器購入費

２１９万円をお願いしております。消防施設費では、消防団ポンプ車用の無線５台、それ

と小型動力ポンプ１台、ホース１７本を購入するために３４２万をお願いしております。

次に教育費でございますが、事務局費で学校生活支援員配置のために３８５万９千円をお

願いしております。それと町内の教育施設の遊具の点検費用を１９年度にお願いして３６

万円計上させていただいております。山村留学センター費でワゴン車の購入をお願いした

いということで２３１万円をお願いしております。次に小学校管理費でございますが、大

きなものとしまして、宮内小学校のプールのろ過更新で９９７万円、それから広田小学校

のコンピューター室のエアコン購入で４８万円をお願いしております。小学校教育振興費

では、３小学校のパソコンの更新費用をお願いしております。中学校管理費につきまして

は、２２年度に改築を行うということでその準備のための耐力度調査をするということで

その費用をお願いしております。公民館費につきましては、浄化槽の汚水処理施設の制御

盤の取替えで１５０万円。広田地区と砥部地区の交流を推進する地域間交流事業費もお願

いしております。文化会館につきましては、指定管理者に委託するためその委託料３，６

８０万円を計上しております。図書館費につきましては、１９年度にコンピューターシス
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テムを更新するための費用をお願いしております。次に保健体育費関係でございますが、

１９年度から総合公園、田ノ浦町民広場の運営を指定管理に出すための委託料６３０万円

をお願いしております。学校給食管理費でございますが、中学校の給食食器を１９、２０

年の２年間でアルマイト製からエポカル食器に切り替える予定でございまして、１１２万

７千円をお願いしております。それからセンターの汚水処理装置のオーバーホールや各機

械の取替修理で４０万円余お願いをしております。以上、早口で申し上げましたが、詳細

は常任委員会の方で説明させていただきますので私からは以上で説明を終わらせていただ

きます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 
○議長（栗林政伸） ここで一旦休憩します。再開は１４時４０分です。 
 

休憩 午後２時２６分 
再開 午後２時３８分 

 
○議長（栗林政伸） 再開します。丸本住民サービス課長。 
○住民サービス課長（丸本正和） 私の方からは、議案第３６号及び議案第３７号につい

てご説明申し上げます。まず、議案第３６号平成１９年度砥部町国民健康保険事業特別会

計予算についてご説明申し上げます。平成１９年度砥部町の国民健康保険事業特別会計の

予算は次に定めるところによる。歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳

出それぞれ事業勘定２３億７，１９１万６千円、直営診療施設勘定１億２，７９３万５千

円と定める。歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表、歳入歳出予

算による。一時借入金、第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入

金の借入れの最高額は、事業勘定１億５千万円、直営診療施設勘定２千万円と定める。と

いうことでございます。歳出予算の流用については略させていただきます。平成１９年３

月９日提出。砥部町長中村剛志。それでは、第１表によりまして事業勘定の方から説明さ

せていただきます。予算書２ページ、３ページをお開きいただきますようお願いいたしま

す。まず、３ページの歳出からご説明申し上げます。１款１項総務管理費でございますが、

１，０４９万６千円でございます。これにつきましては、事務的な経費でレセプト点検と

か共同電算処理、国保連合会負担金等の経費でございます。２項徴税費１７０万８千円で

ございますけど、国保税の賦課徴収に要する経費でございます。３項運営協議会費１万１

千円につきましては、会議の開催に要する経費でございます。２款１項療養諸費１３億６，

３５２万４千円でございますが、一般と退職の医療費などの実績を踏まえた見込み額でご

ざいます。２項高額療養費につきましては、一般と退職を合わせた見込み額として１億２，

５００万円を計上させていただいております。３項出産育児諸費でございますが、１件３

５万円の３３件ということで１，１５５万の計上でございます。４項葬祭諸費、１件３万

円の１５０件で４５０万円の計上といたしております。３款１項老人保健拠出金でござい

ますけれども、これは老人保健制度に基づく社会保険支払基金への拠出金４億２，５６２

万８千円でございます。４款１項介護納付金、介護保険制度に基づく第２号被保険者分と

して支払基金へ繰出すものでございまして１億３，５００万円でございます。５款１項共
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同事業拠出金につきましては、２億６，１９５万３千円でございますが、国保連合会で行

っております高額医療費の共同事業、さらに保険財政共同安定化事業への拠出金でござい

ます。６款１項保健事業費１，４３６万２千円でございますが、医療費通知、人間ドック

の助成、特定検診に係る５箇年の実施計画策定などに要する経費でございます。７款１項

公債費、一時借入れをした場合ということで、２４万７千円の利息を計上しております。

８款１項償還金及び還付加算金につきましては、過年度の国保税の還付の見込み額１４０

万１千円でございます。それから２項繰出金６５３万６千円でございますけども、事業勘

定で受け入れました診療所の国庫補助金を施設勘定へ繰り出すものでございます。９款１

項予備費が１千万円ということで計上しております。以上、歳出合計が２３億７，１９１

万６千円の計上となっております。続きまして、２ページの事業勘定の歳入についてご説

明申し上げます。１款１項国民健康保険税でございます。一般と退職に係る医療分と介護

分の収納見込みを従来の税率当で計上いたしておりまして、４億９，４２７万７千円でご

ざいます。２款１項手数料につきましては、保険税の督促手数料１千円。３款１項国庫負

担金につきましては、療養給付費と高額医療費共同事業に係るものでございまして、４億

２，３６７万４千円。２項の国庫補助金につきましては、財政調整交付金１億３，２７２

万２千円でございます。４款１項療養給付費等交付金６億４，９８９万４千円でございま

すが、退職者医療に係る社会保険支払基金からの交付金でございます。５款１項県負担金

でございますが、高額医療費共同事業に係るもので９１４万５千円でございます。２項県

補助金につきましては、財政調整交付金で８，２５０万２千円でございます。６款１項共

同事業交付金２億６，１９５万１千円でございますが、一定の額を超える医療費に係る国

保連合会からの交付金でございます。７款１項財産運用収入につきましては、財政調整基

金の預金利子として１０万円を見込んでおります。８款１項他会計繰入金につきまして、

一般会計からの繰入れでございまして、１億３，４１０万９千円でございます。２項の基

金繰入金１億３千万円でございますけども、財源不足のために計上したものでございます。

９款１項繰越金、前年度からの繰越見込み額で、５，１５２万５千円でございます。１０

款の諸収入におきましては、１項延滞金加算金及び過料で２千円。２項の預金利子で１万

円。３項雑入では、第３者行為による損害賠償の見込み額を２００万４千円計上しており

ます。以上、歳入合計が２３億７，１９１万６千円の計上となっております。以上で事業

勘定の説明を終わらせていただきます。 

続きまして、直営診療施設勘定の予算についてご説明申し上げます。４ページ、５ペー

ジをお開きいただきますようお願いいたします。まず５ページの歳出からご説明申し上げ

ます。１款１項施設管理費６，５５５万５千円でございますが、人件費と施設設備の維持

管理等に要する経費を計上いたしております。２款１項医業費でございますが、内科の外

来を中心としました医科診療に係る医薬品、医療機器などに要する経費ということで６，

０６６万２千円を計上させていただいております。それから２項歯科医療費につきまして、

歯科診療に係る技工料、医薬品などで１７１万８千円でございます。３項の給食費はござ

いません。以上、歳出合計が１億２，７９３万５千円でございます。続きまして、４ペー

ジの歳入についてご説明申し上げます。１款１項外来収入、主に内科外来に係ります診療
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報酬収入、それから受診者の一部負担金の窓口収入で８，２３２万３千円でございます。

２項の歯科診療報酬収入につきましては、歯科外来に係る収入ということで、３３７万１

千円。３項その他の診療収入でインフルエンザ予防接種等の医療保険適用外の収入で８５

万５千円でございます。３款１項使用料につきましては、往診に伴う自動車使用料等でご

ざいまして８千円。それから２項の手数料は、介護保険主治医意見書、診断書等の文書料

として２８万４千円でございます。８款１項他会計繰入金につきましては、財政調整分と

して一般会計から繰り入れるものでございまして３，２００万円でございます。２項の事

業勘定繰入金６５３万６千円でございますけども、事業勘定で繰り入れた国庫補助金の診

療所運営費の補助金を当該勘定へ繰り入れるものでございます。９款 1 項前年度からの繰

越見込みが２５５万３千円でございます｡１０款につきましては、１項の預金利子はござい

ません。２項の雑入は、公衆電話等の通話料で５千円。以上、歳入合計が１億２，７９３

万５千円の計上となっております。以上で議案第３６号の説明を終わらせていただきます。 

次に、老人保健の特別会計予算をお願いいたします。それでは引き続きまして、議案第

３７号平成１９年度砥部町老人保健特別会計予算についてご説明を申し上げます。平成１

９年度砥部町の老人保健特別会計の予算は、次に定めるところによる。歳入歳出予算第１

条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２０億４，６９０万円と定める。歳入歳出

予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。平成１９

年３月９日提出。砥部町長中村剛志。それでは、第１表によりまして歳出の方から説明を

させていただきます。予算書の３ページをご覧いただきますようお願いいたします。１款

１項総務管理費で４１２万３千円を計上させていただいておりますが、レセプト点検、共

同電算処理などの事務的な経費でございます。２項の趣旨普及費はございません。２款１

項医療諸費２０億４，２７７万７千円でございますけども、現物給付と現金給付や審査支

払の手数料などでございます。３款公債費、４款諸支出金ともにございません。以上、歳

出合計が２０億４，６９０万円の計上でございます。続きまして、２ページの歳入につい

てご説明申し上げます。１款１項支払基金交付金１０億６，２６１万３千円でございます。

これにつきましては、医療費の支弁見込額の約５０％にあたる医療費交付金と事務費交付

金を計上したものでございます。２款１項国庫負担金につきましては、医療費支弁見込額

の３分の１、６億５，２１０万円を計上いたしております。２項の国庫補助金につきまし

ては、レセプト点検などの医療費的成果対策事業に係るもので７４万３千円を計上いたし

ております。３款１項県負担金につきましては、医療費の支弁見込みの１２分の１を計上

しておりまして１億６，３０２万５千円でございます。４款１項他会計繰入金、これは県

と同じ負担割合の医療費分と事務費を一般会計から繰り入れるものでございまして、１億

６，６４１万４千円でございます。５款繰越金はございません。６款の諸収入におきまし

ては、１項の延滞金加算金及び過料で２千円。預金利子で１千円、３項の雑入では第３者

行為による損害賠償金などで２００万２千円を計上いたしております。以上、歳入合計が

２０億４，６９０万円の計上でございます。以上が老人保健特別会計予算でございます。

これで議案第３６号及び議案第３７号につきましての説明を終わらせていただきます。よ

ろしくご審議賜りますようお願いいたします。 
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○議長（栗林政伸） 大西生きがい推進課長。 

○生きがい推進課長（大西潤） 議案第３８号平成１９年度砥部町介護保険事業特別会計

予算について、ご説明申し上げます。歳入歳出予算につきましては、歳入歳出予算の総額

は、歳入歳出それぞれ保険事業勘定１５億８，９２１万８千円、介護サービス事業勘定３，

１６６万６千円と定め、款項の区分ごとの金額は、第１表、歳入歳出予算によるものです。

一時借入金につきましては、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の

借入れの最高額は、保険事業勘定１億円、介護サービス事業勘定２００万円と定めるもの

であります。歳出予算の流用につきましては、地方自治法第２２０条第２項のただし書き

の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、保険給付費の

各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における、同一款内でこれらの経費の各項

の間の流用をすることができるものと定めるものでございます。平成１９年３月９日提出。

砥部町長中村剛志。それでは、保険事業勘定の歳出より説明させていただきます。１２ペ

ージの事項別明細書をご覧ください。１款総務費におきましては、介護保険事業の事務関

係に要する費用で、２，２２３万６千円を計上しており、対前年比９５万７千円の減額と

なっています。これの主な要因でございますが、介護保険システム改修の委託料等の減に

よるものです。２款保険給付費におきましては、介護サービス等の給付費で、１５億１，

８８９万円を計上しており、対前年比、７，４３３万３千円の増額となっています。この

主な要因は、介護予防サービス給付費でございまして、これは要支援の利用者に対する事

業でございまして、１９年度より要介護状態区分の要支援が、要支援１と要支援２となり

まして、これに伴い利用者の増を見込んでいるものでございます。３款財政安定化基金拠

出金におきましては、愛媛県介護保険財政安定化基金への拠出金でございまして、これに

つきましては現在財源が確保できているということで２０年度までは拠出金はありません。

４款地域支援事業費におきましては、自立者や虚弱な高齢者の方を対象に介護が必要とな

らない介護予防サービスを提供する事業で３，４７４万円を計上しておりまして、対前年

比１，３１６万２千円の増額となっております。この主な要因でございますが、１９年度

より地域包括支援センターを設置するためこれの関連する新規事業費等でございます。５

款基金積立金におきましては、１，０９７万６千円を計上しております。６款公債費にお

きましては、１万円を計上しております。７款諸支出金におきましては、２３６万６千円

を計上しております。これは、財政安定化基金への償還金でございます。したがいまして、

歳出合計は１５億８，９２１万８千円、対前年比９，２６９万１千円の増でございます。

この財源につきましては、１０ページの歳入をご覧ください。１款介護保険料におきまし

ては、６５歳以上の第１号被保険者の方の保険料の見込み額２億９，２３６万２千円でご

ざいます。２款使用料及び手数料におきましては、保険料徴収の督促手数料の見込み額千

円でございます。３款国庫支出金におきましては、介護給付費等の国の負担金、補助金等

３億７，４８３万円。４款支払基金交付金におきましては、４０歳から６４歳までの第２

号被保険者の保険料の見込み額で４億７，４４４万８千円。５款県支出金におきましては、

介護給付費等、県の負担金、補助金等２億２，５１７万２千円。６款財産収入におきまし

ては、介護保険事業運営基金預金利子の見込み額１万円。７款繰入金におきましては、介
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護給付費等の一般会計からの繰入金２億１，７１５万６千円。８款繰越金におきましては、

１８年度からの繰越金の見込み額千円。９款諸収入におきましては、利用者の自己負担金

等５２３万８千円。歳入合計１５億８，９２１万８千円を計上しております。以上で保険

事業勘定の説明を終わります。 

続きまして、介護サービス事業勘定について説明いたします。４６ページをご覧くださ

い。歳出より説明させていただきます。１款総務費におきまして、決算書の印刷製本費で

１万２千円を計上しております。対前年比１万円の減額でございます。２款サービス事業

費におきましては、居宅介護サービス事業費で３，１６５万４千円を計上しており、対前

年比３３５万９千円の増額となっております。この要因は、地域包括支援センターの設置

に伴う新規事業である介護予防サービス等の事業費によるものでございます。歳出合計３，

１６６万６千円。対前年比３３４万９千円の増でございます。これの財源につきましては、

４４ページの歳入をご覧ください。１款介護サービス収入におきましては、通所介護費等

の収入見込み額３，１６５万４千円。３款繰越金におきましては、１８年度からの繰越金

の見込み額１万１千円。４款諸収入におきましては、雑入等の見込み額千円。歳入合計３，

１６６万６千円を計上しております。以上で、議案第３８号の説明を終わります。ご審議

のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（栗林政伸） 相田商工観光課長。 

○商工観光課長（相田由紀夫） それでは、平成１９年度砥部町とべの館特別会計予算に

ついて、ご説明申し上げます。１ページをお願いいたします。議案第３９号平成１９年度

砥部町とべの館特別会計予算についてご説明申し上げます。平成１９年度砥部町のとべの

館特別会計の予算は、次に定めるところによる。歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の

総額は、歳入歳出それぞれ３，１８７万４千円と定める。第２項、歳入歳出予算の款項の

区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。平成１９年３月９日提

出。砥部町長中村剛志。それでは、６ページ、７ページをお願いいたします。事項別明細

書でご説明させていただきます。第１款の売店収入におきましては、３，１５０万円。３

５０万円の増額を見込んでおります。第２款の繰越金については、１千円。同じでござい

ます。第３款諸収入におきましても同じ１０万１千円でございます。第４款財産収入、預

金利子見込み額は、２７万２千円と、２１万７千円の増額を見込んでおります。歳入合計

３，１８７万４千円。３７１万７千円の増を見込んでおります。続きまして８ページ、９

ページでお願いいたします。歳出につきまして、第１款館運営費でございます。本年度予

算額３，１６０万１千円、３５０万円の増額でございます。これは賄材料費、仕入れ等が

主なものでございます。２款の諸支出金２７万３千円は、２１万７千円の増でございます。

歳出合計３，１８７万４千円。３７１万７千円の増でございます。３９号については終わ

らせていただきます。 

 続きまして、第４０号をお願いいたします。１９年度砥部町とべ温泉特別会計予算書に

ついてご説明申し上げます。議案第４０号、第１ページでございます。１９年度砥部町と

べ温泉特別会計予算。平成１９年度砥部町のとべ温泉特別会計の予算は、次に定めるとこ

ろによる。歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４，９６５
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万９千円と定める。２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 

歳入歳出予算」による。平成１９年３月９日提出。砥部町町長中剛志。それではまた、６

ページ、７ページをお願いいたします。事項別明細書でご説明申し上げたらと思います。

歳入についてご説明申し上げます。事業収入、４，５００万、４，５００万で変わらずと

いうことでございます。入浴料金が３千万円を見込んでおります。またその他、食事等の

賄いで１，５００万を見込んでおります。２款の繰越金につきましては、４５８万５千円、

マイナス１３８万５千円。前年度からの繰越見込みでございます。３款につきましては、

諸収入、１万１千、１万１千、ゼロということでございます。４款の財産収入につきまし

ては、基金預金利子を６万３千円見込んでおりまして、５万５千円の増でございます。歳

入合計４，９６５万９千円。１３３万円の減額というふうになっております。８ページ、

９ページをお願いいたします。歳出についてご説明申し上げます。第１款温泉運営費でご

ざいますが、４，９５９万６千円で、パート職員１７名分と、光熱水費の需要、それから

賄材料費等でございます。２款の諸支出金につきましては、基金預金利子ということで６

万３千円。５万５千円の増ということでございます。歳出合計が４，９６５万９千円、１

３３万円の減額ということでございます。以上で、ご説明を終わらせていただきます。な

お、詳しくは、委員会の方でご報告させていただいたらというふうに考えております。ご

審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（栗林政伸） 松村学校教育課長。 

○学校教育課長（松村曻二） それでは議案第４１号平成１９年度砥部町梅野奨学資金特

別会計予算についてご説明申し上げます。第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それ

ぞれ２９９万９千円と定める。歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第

１表 歳入歳出予算」による。平成１９年３月９日提出。砥部町長中村剛志。それでは２

ページ、３ページ、第１表をお開きください。３ページの歳出でございます。１款１項の

奨学資金費でございます。２９９万９千円。これは入学一時金として５名分、それと継続、

毎月の給付金として１４名、合計１９名の資金を見込んでおります。続きまして２ページ

の歳入でございますが、１款１項の財産運用収入で基金預金利子８千円。２款１項の基金

繰入金、基金からの繰り入れで、２９８万円。３款１項の繰越金を１万１千円で、２９９

万９千円を見込んでおります。 

続きまして、議案第４２号平成１９年度砥部町奨学資金特別会計予算についてご説明申

し上げます。第 1 条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３６６万１千円と定める。

歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

平成１９年３月９日提出。砥部町長中村剛志。２ページ、３ページをお願いいたします。

３ページの歳出でございますが、１款１項奨学資金費、３６６万１千円。これは新規を４

名見込んでおります。それと継続７人の貸付、合わせまして１１人を予定しております。

歳出総額が３６６万１千円。続きまして２ページでございますが、歳入でございます。１

款１項財産運用収入、預金利子として千円見込んでおります。２款１項基金繰入金として

１０５万５千円。３款１項繰越金千円。４款１項貸付金元利収入、これは返還される貸付

金でございまして、２６０万４千円。歳入合計３６６万１千円でございます。以上で議案
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第４１号、４２号の説明を終わらせていただきます。ご審議賜りますようよろしくお願い

申し上げます。 

○議長（栗林政伸） 松下監理財政課長。 

○監理財政課長（松下行吉） 議案第４３号１９年度砥部町土地取得特別会計予算につい

てご説明いたします。平成１９年度砥部町土地取得特別会計の予算は、次に定めるところ

による。歳入歳出予算。第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２億７，１０

５万１千円と定める。一時借入金。第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定によ

る一時借入金の借入れの最高額は４億円と定める。平成１９年３月９日提出。砥部町長中

村剛志。それでは２、３ページをご覧ください。前にも申しましたが、土地取得特別会計

では下水道の処理場用地を購入いたしまして、これを４箇年に分けて、下水道特別会計の

方へ売却しております。１９年度もそれに従いまして予算化をいたしております。まず歳

入でございますが、１款財産収入２億７，１０３万９千円は、下水道特別会計への用地売

り払い収入が２億７，０９３万９千円。それと１０万円の基金預金利子を見込んでおりま

す。あと、繰越金、諸収入合わせまして２億７，１０５万１千円の予算でございます。続

きまして歳出でございますが、１款の公共用地先行取得事業費、これは予算書等の印刷費

用でございます。２款諸支出金、基金預金等、基金への積み立ての費用でございます。３

款公債費でございますが、元金２億６，５００万円、利息５９３万９千円、合計２億７，

０９３万９千円を償還いたします。以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいた

します。 

○議長（栗林政伸） 東岡下水道課長。  

○下水道課長（東岡秀樹） それでは私からは、議案第４４号、４５号についてご説明申

し上げます。まず、議案第４４号平成１９年度砥部町公共下水道特別会計予算についてご

説明申し上げます。平成１９年度砥部町の公共下水道特別会計の予算は、次に定めるとこ

ろによるものでございます。第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ８億６，

０６７万５千円と定める。歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 

歳入歳出予算」による。第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為

をすることができる事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。第３条、

地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的、限度

額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 地方債」による。第４条、地方自治法

第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、８億５，０００万円

と定める。平成１９年３月９日提出。砥部町長中村剛志。２ページ、３ページをお願いい

たします。まず、３ページ、歳出の方からご説明させていただきます。１款１項公共下水

道事業費で、８億５，３３０万２千円のお願いをいたしております。これは、職員５名の

人件費、それと補助事業を実施いたした時の事務的経費、それと委託料関係では、平成１

９年度から浄化センターの建設工事に着手するわけでございますが、１９年度の工事の委

託料、それと認可区域内の管渠敷設工事のための詳細設計委託料等が主なものでございま

す。また、工事請負費では、砥部中央幹線のスーパーフジの入り口の所から、三島神社の

付近の所までの管渠敷設工事費を計上させていただいておるものでございます。それと用
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地取得特別会計から買取りを、用地取得費を計上させていただいておるものでございます。

次に、２款１項の公債費で、７３７万３千円のお願いをいたしております。これは償還金

の利子と、一時借入金の利子でございまして、歳出合計８億６，０６７万５千円でござい

ます。その財源でございますが、２ページ。１款１項の国庫補助金で、４億７５０万円。

２款１項他会計繰入金では６，７４７万４千円。３款１項町債で３億７，８７０万円。４

款１項繰越金で千円。５款１項の雑入で７００万円、歳入合計８億６，０６７万５千円と

なるものでございます。４ページをお願いいたします。第２表、債務負担行為でございま

して、砥部浄化センター建設委託料に対する債務負担といたしまして、期間が、平成２０

年度から２３年度、限度額が、２４億５千万円となるものでございます。第３表の地方債

でございますが、公共下水道事業でございまして、限度額が３億７，８７０万円。起債の

方法、利率、償還の方法は従来通りでございます。以上で議案第４４号の説明を終わらせ

ていただきます。 

続きまして、議案第４５号平成１９年度砥部町農業集落排水特別会計予算についてご説

明申し上げます。平成１９年度砥部町の農業集落排水特別会計の予算は次に定めるところ

によるものでございます。歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２，２３０万４千円

と定める。歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は、２千万円と定める。平成１９年３月９日提出。砥部町長中村剛志。２ページ、３ペー

ジをお願いいたします。まず、３ページの歳出の方から説明をさせていただきます。１款

１項農業集落排水事業費で１，０１８万９千円のお願いをいたしております。これは、広

田地区の処理場と、今年から総津地区の処理場が供用開始になりますが、この２つの処理

場の維持管理費の計上をさせていただいておりまして、２施設の電気代、それと水質検査、

あと施設の管理委託料が主なものでございます。次に、２款１項公債費で１，２１１万５

千円の計上をさせていただいておりまして、歳出合計が２，２３０万４千円になるもので

ございます。その財源でございますが、２ページの歳入、１款１項で、使用料４１９万３

千円、２款１項分担金で７５１万２千円。これは受益者負担金を見込んでおります。３款

１項国庫補助金で１１６万１千円。４款１項県補助金で３４万５千円。５款１項で、他会

計繰入金で６０９万２千円。６款１項で、繰越金で１００万１千円。７款１項の雑入２０

０万円で、歳入合計２，２３０万４千円となるものでございます。以上で、議案第４４号、

４５号の説明を終わらせていただきます。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げま

す。 

○議長（栗林政伸） 日浦環境保全課長。 

○環境保全課長（日浦昭二） 議案第４６号平成１９年度砥部町浄化槽特別会計予算につ

いて説明をさせていただきます。平成１９年度砥部町の浄化槽特別会計の予算は、次に定

めるところによる。第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億１，８３４万

２千円と定める。２項は省略いたします。平成１９年３月９日提出。砥部町長中村剛志。

３ページ、歳出の方から説明をさせていただきます。１款１項浄化槽点検管理費として９，

４５１万７千円を見込んでおります。これは、職員８名の人件費と、経常的な経費でござ
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います。２款諸支出金１項基金費として、基金への積立金２千万円を見込んでおります。

３款１項予備費として３８２万５千円を見込み、歳出合計が１億１，８３４万２千円とし

ております。次に２ページ、歳入でございますが、１款１項事業収入で、８，６６３万４

千円を見込んでおります。これは、浄化槽の保守点検料と町有処理施設の使用料収入でご

ざいます。２款使用料及び手数料１項手数料といたして、督促手数料を千円見込んでいま

す。３款財産収入１項財産運用収入として、基金の預金利子を３３万８千円見込んでおり

ます。４款繰入金１項基金繰入金として、２千円を見込んでおります。５款１項繰越金と

して、前年度よりの繰越金２，９００万円を見込んでいます。６款諸収入は、トータルが

２３６万７千円で、内訳は、１項延滞金、加算金及び過料、１千円、２項預金利子を１千

円、３項雑入を２３６万５千円見込んでおりまして、歳入合計を１億１，８３４万２千円

としており独立採算がとれております。以上で説明を終わります。よろしくご審議賜りま

すようお願い申し上げます。 

○議長（栗林政伸） 辻水道課長。 

○水道課長（辻充則） 議案第４７号平成１９年度砥部町水道事業会計予算について、ご

説明申し上げます。第１条、平成１９年度砥部町水道事業会計の予算は、次に定めるとこ

ろによる。第２条、業務の予定量でございますが、給水戸数、８，２００戸。年間給水量

２９９万３千ｔ。１日平均給水量８，２００ｔ。第３条、収益的収入及び支出でございま

すが、内容につきまして、まず収入の方からご説明申し上げます。第１款上水道事業収益

は３億２，１６２万８千円、内訳といたしまして、第１項、営業収益は、３億１，７２３

万７千円で、主なものは、水道使用料、給水工事収益、消火栓の維持管理経費等でござい

ます。第２項営業外収益の４３９万１千円は、加入金、預金利息でございます。次に第２

款簡易水道事業収益は、７５８万１千円で、内訳といたしまして、第１項営業収益の７５

２万９千円は、主に水道使用料でございまして、第２項営業外収益の５万２千円は、加入

金の見込み額でございます。以上収入合計は、３億２，９２０万９千円でございます。次

に、支出でございますが、第１款上水道事業費用は、３億２３万８千円。内訳といたしま

して、第１項営業費用は、２億４，０４９万４千円で、施設の維持管理費、減価償却費、

受託工事費、人件費等でございます。第２項営業外費用の５，９７４万３千円は、企業債

の支払利息、消費税でございます。第３項特別損失の１千円は、不納欠損の見込み額でご

ざいます。２ページをお開けください。第２款簡易水道事業費用は、１，３７０万６千円。

内訳といたしまして、第１項営業費用の１，１５４万８千円は、広田万年地区簡易水道の

維持管理経費でございます。第２項営業外費用の２１５万８千円は、企業債の支払利息。

以上、支出合計は、３億１，３９４万４千円でございます。第４条の資本的収入及び支出

でございますが、内容につきまして、まず収入の方からご説明申し上げます。第１款上水

道資本的収入は、２００万円でございます。第１項負担金の１７０万円は、消火栓新設改

良に伴う一般会計からの負担金。第２項工事負担金の３０万円は、特配工事の負担金の見

込み額でございます。次に第２款簡易水道資本的収入、第１項負担金の１千円は、消火栓

の新設改良に伴う負担金の見込み額でございまして、収入合計は２００万１千円でござい

ます。次に、支出でございますが、第１款上水道資本的支出は、１億５，２９９万円。内
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訳といたしまして、第１項建設改良費は、６，０５９万６千円でございまして、主なもの

は、国道改良工事に伴う千足地区の配水管敷設工事、並びに向南台の配水管敷設替工事の

ほか職員の人件費等でございます。第２項企業債償還金は、９，２３９万４千円でござい

ます。次に第２款簡易水道資本的支出、第２項企業債償還金は３１２万２千円でございま

す。以上、支出合計は、１億５，６１１万２千円でございます。第５条、一時借入金の限

度額は２億円でございます。第６条、議会の議決を経なければ流用できない経費として、

職員給与費４，２２９万３千円。第７条、たな卸資産購入限度額は２，０００万円と定め

させていただきます。平成１９年３月９日提出。砥部町長中村剛志。以上で、説明を終わ

らせていただきます。よろしくご審議賜りますようお願いいたします。 

○議長（栗林政伸） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

三谷喜好君。 
○１８番（三谷喜好） 今、寝よったんじゃない、目つぶって聞きよったんですが、国に

おいては衆議院を通過して予算は、参議院にございます。本年度本町における１９年度の

予算の中に、いわゆる税源の移譲がどれほどあるのか、私も期待をして聞いておりました。

私の聞き間違えであれば、お詫びせんといかんのですが、いわゆる町税が２億７千万円の

アップでございました。それで、一方では所得贈与税が１億６千万ですか。県でカットさ

れると。結局１億１千万しかあれになってないと。という事は予算でゆうたら６０分の１

しか効果が上がっていないんだと。新聞では、あれでは、さらにそういうのは地方に税源

移譲で、地方の力はあれしますよ。それでは力は出んと思うんです。今後いわゆる最週末、

この１９年度までの予算の今年度分内に、またそういう税源の移譲があるということです

か。 
○議長（栗林政伸） 武智税務課長。 
○税務課長（武智充吉） 三谷議員さんのご質問にお答えいたします。国から地方への税

源移譲の分では、１９年度中は１億２，５００万くらいで、これ以上増える予定はござい

ません。以上でございます。 
○議長（栗林政伸） 松下監理財政課長。 
○監理財政課長（松下行吉） 三谷議員さんのご質問の件でございますが、先ほど税務課

長が申しましたとおり、税源移譲分としては１億２，５００万円。その分と、見込まれま

す所得譲与税については１億６千万ほどが１８年度に予算化されております。その分が減

ります。それと合わせて、残りの分としては地方の税の増収というふうに考えていただき

たいんですけど、その分とがございまして、普通交付税の方もそれに見合って下がってお

るというふうなことでございますので、全体的には普通交付税１億ほど示した中では下が

っておるというふうになっておると思いますが。これらにつきましては、国の１２月末時

点で予算が固まりましたが、その時に、この説明書にも入れておりますが、出口ベースで

４．４％減額するということで一段と、まあ言えば、景気が良くなった分を見込んで下げ

たということで、それがこちらの方にも響いておるというようなところでございます。た

だ、これにつきましては７月に交付税の実際の計算をいたしますので、そこまでははっき

はいたしません。それまでちょっと状態を見なければならないと思います。以上でお答え
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とさせていただきます。 
○議長（栗林政伸） 他にありませんか。質疑を終わります。 

おはかりします。議案第３５号から議案第４７号までの平成１９年度予算に関する１３

件については、それぞれ所管の常任委員会に付託して審査することにしたいと思います。

これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって議案第３５号から議案第４７号までの

平成１９年度予算に関する１３件については、所管の常任委員会に付託することに決定し

ました。委員会の審査報告は、３月１６日の本会議でお願いします。 

以上で本日の議事日程は、すべて終了しました。本日はこれで散会します。 

 

午後 ３時２７分 散会 
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平成１９年第１回砥部町議会定例会 
平成１９年３月１６日（金） 

午後１時３０分開会 
 
○議長（栗林政伸） これから、本日の会議を開きます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第１ 議案第５号 砥部町道路線の認定について 

（産業建設常任委員長報告、質疑、討論、採決） 
○議長（栗林政伸） 日程第１議案第５号砥部町道路線の認定についてを議題とします。

本案について委員長の報告を求めます。中島産業建設常任委員長。 
○産業建設委員長（中島博志） ご報告申し上げます。去る３月９日の本会議におきまし

て、産業建設常任委員会に付託されました議案第５号について、審査の結果をご報告申し

上げます。今回、認定に付されました４路線のうち町道岩谷口線については、国道３３号

の区域変更に伴い町道に編入するもので、麻生団地１号線・２号線・３号線については、

開発が完了した団地内道路の寄付を受けるものであり、４路線とも必要な路線であります。

よって、議案第５号は、原案のとおり可決するべきものと決定いたしましたので、ここに

ご報告申し上げます。 
○議長（栗林政伸） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
８番、樋口泰幸君。 
○８番（樋口泰幸） この３３号線の道路については、延長はわかったわけなんですが､

実際に町道として認定するのは道路幅だけですか。この赤い斜線がついておるところ全部

の面積を指すのでしょうか。それによって、面積のあれがわかりましたらお願いいたしま

す。 
○議長（栗林政伸） 萬代建設課長。 
○建設課長（萬代喜正） 樋口議員さんのご質問にお答えいたします。この赤い部分とい

うのは道路敷を指しますので、すべてこの部分につきましては、所有権は、国交省が持っ

ておりますけれども、その部分の管理区域として道路区域を町が管理するという位置付け

でございます。以上回答とさせていただきます。今、面積のご質問ございましたけれども、

これにつきましては幅員が７．５ｍから１９．１ということで、今後、道路台帳を整理し

て明確な面積は後で出すということになっておりますのでよろしくお願いいたします。 
○議長（栗林政伸） 質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第５号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり決

定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。 
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よって、議案第５号砥部町道路線の認定については、委員長の報告のとおり可決されま

した。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第２ 議案第６号 指定管理者の指定について（交流ふるさと研修の宿） 
（産業建設常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（栗林政伸） 日程第２議案第６号指定管理者の指定についてを議題とします。本

案について委員長の報告を求めます。中島産業建設常任委員長。 
○産業建設委員長（中島博志） ご報告申し上げます。去る３月９日の本会議におきまし

て、産業建設常任委員会に付託されました議案第６号について、審査の結果をご報告申し

上げます。今回、指定管理者制度に基づき砥部町交流ふるさと研修の宿の管理及び運営を

効果的かつ効率的に行うため指定管理者を指定するもので、指定管理者は、松山市のウィ

ズカフェで、期間は、平成１９年４月１日から３年間となっています。よって、議案第６

号は、原案のとおり可決すべきものと決定いたしましたので、ここにご報告申し上げ、委

員長報告を終わります。 
○議長（栗林政伸） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第６号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり決

定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。 

よって、議案第６号指定管理者の指定については、委員長の報告のとおり可決されまし

た。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第３ 議案第７号 指定管理者の指定について（農村工芸体験館） 
（産業建設常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（栗林政伸） 日程第３議案第７号指定管理者の指定についてを議題とします。本

案について委員長の報告を求めます。中島産業建設常任委員長。 
○産業建設常任委員長（中島博志） ご報告申し上げます。去る３月９日の本会議におき

まして、産業建設常任委員会に付託されました議案第７号について、審査の結果をご報告

申し上げます。今回、指定管理者制度に基づき砥部町農村工芸体験館の管理及び運営を、

効果的かつ効率的に行うため指定管理者を指定するもので、指定管理者は、砥部焼体験サ

ポートで、期間は、平成１９年４月１日から３年間となっています。よって、議案第７号

は、原案のとおり可決すべきものと決定いたしましたので、ここにご報告申し上げ、委員

長報告を終わります。 
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○議長（栗林政伸） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第７号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり決

定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第７号指定管理者の指定につい

ては、委員長の報告のとおり可決されました。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第４ 議案第８号 砥部町高齢者在宅福祉事業費用徴収条例の制定について 
（厚生常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（栗林政伸） 日程第４議案第８号砥部町高齢者在宅福祉事業費用徴収条例の制定

についてを議題とします。本案について委員長の報告を求めます。土居厚生常任委員長。 
○厚生常任委員長（土居美智子） 厚生常任委員会審査報告を行います。ご報告申し上げ

ます。去る３月９日の本会議におきまして、厚生常任委員会に付託されました議案第８号

について、審査の結果をご報告申し上げます。議案第８号砥部町高齢者在宅福祉事業費用

徴収条例の制定については、現在まで各要綱により高齢者在宅福祉事業を実施していたも

のを、今回、９事業について利用者負担金を適正に運用するため条例を制定するものであ

ります。よって、議案第８号は適切な処置がなされており、原案のとおり可決すべきもの

と決定しましたので、ここにご報告申し上げます。委員長報告を終わります。 
○議長（栗林政伸） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第８号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり決

定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。 

よって、議案第８号砥部町高齢者在宅福祉事業費用徴収条例は、委員長の報告のとおり

可決されました。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第５ 議案第９号 砥部町防災会議条例及び砥部町水防協議会条例の一部改正 
について 
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（総務文教常任委員長報告、質疑、討論、採決） 
○議長（栗林政伸） 日程第５議案第９号砥部町防災会議条例及び砥部町水防協議会条例

の一部改正についてを議題とします。本案について委員長の報告を求めます。井上総務文

教常任委員長。 
○総務文教常任委員長（井上洋一） ご報告申し上げます。去る３月９日の本会議におき

まして、総務文教常任委員会に付託されました議案第９号について、審査の結果をご報告

申し上げます。砥部町防災会議条例及び砥部町水防協議会条例の一部改正については、伊

予消防等事務組合の伊予消防等事務組合消防本部及び消防署に関する条例の一部改正によ

り伊予消防署砥部出張所が砥部消防署となり、伊予消防署広田出張所が、砥部消防署広田

出張所となるため、関係する２条例の用語の改正を行うものであります。よって、議案第

９号は、適切な措置がなされていると認められ、原案のとおり可決すべきものと決定しま

したので、ここにご報告申し上げ、委員長報告を終わります。 
○議長（栗林政伸） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。議案第９号の採決を行います。 

本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり決定することにご異議ありません

か。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第９号砥部町防災会議条例及び

砥部町水防協議会条例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第６ 議案第１０号 砥部町消防団条例の一部改正について 
（総務文教常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（栗林政伸） 日程第６議案第１０号砥部町消防団条例の一部改正についてを議題

とします。本案について委員長の報告を求めます。井上総務文教常任委員長。 
○総務文教常任委員長（井上洋一） ご報告申し上げます。去る３月９日の本会議におき

まして、総務文教常任委員会に付託されました議案第１０号について、審査の結果をご報

告申し上げます。砥部町消防団条例の一部改正については、消防組織法の改正により引用

条項の改正及び広田地区の消防団の再編により副分団長を１名減、班長を１名増とし、伊

予消防の組織改正に伴う字句の改正を行うものであります。よって、議案第１０号は、適

切な措置がなされていると認められ、原案のとおり可決すべきものと決定しましたので、

ここにご報告申し上げ、委員長報告を終わります。 
○議長（栗林政伸） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 
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これから討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第１０号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第１０号砥部町消防団条例の一

部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第７ 議案第１１号 砥部町職員の勤務時間､休暇等に関する条例の一部改正 
について 

（総務文教常任委員長報告、質疑、討論、採決） 
○議長（栗林政伸） 日程第７議案第１１号砥部町職員の勤務時間、休暇等に関する条例

の一部改正についてを議題とします。本案について委員長の報告を求めます。井上総務文

教常任委員長。 
○総務文教常任委員長（井上洋一） ご報告申し上げます。去る３月９日の本会議におき

まして、総務文教常任委員会に付託されました議案第１１号について、審査の結果をご報

告申し上げます。砥部町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正については、国

家公務員の休息時間の廃止及び休憩時間の見直しに伴い、これに準じて勤務時間の改正を

行うものであります。よって、議案第１１号は、適切な措置がなされていると認められ、

原案のとおり可決すべきものと決定しましたのでここにご報告申し上げ委員長報告を終わ

ります。 
○議長（栗林政伸） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第１１号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第１１号砥部町職員の勤務時間、

休暇等に関する条例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第８ 議案第１２号 砥部町職員の給与に関する条例の一部改正について 
（総務文教常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（栗林政伸） 日程第８議案第１２号砥部町職員の給与に関する条例の一部改正に

ついてを議題とします。本案について委員長の報告を求めます。井上総務文教常任委員長。 
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○総務文教常任委員長（井上洋一） ご報告申し上げます。去る３月９日の本会議におき

まして、総務文教常任委員会に付託されました議案第１２号について、審査の結果をご報

告申し上げます。砥部町職員の給与に関する条例の一部改正については、人事院勧告によ

る国家公務員の給与改定に伴い、これに準じて職員の扶養手当、特地勤務手当等を改定す

るものであります。よって、議案第１２号は、適切な措置がなされていると認められ、原

案のとおり可決すべきものと決定しましたので、ここにご報告申し上げ委員長報告を終わ

ります。 
○議長（栗林政伸） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第１２号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第１２号砥部町職員の給与に関

する条例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第９ 議案第１３号 砥部町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について 
（総務文教常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（栗林政伸） 日程第９議案第１３号砥部町職員の特殊勤務手当に関する条例の一

部改正についてを議題とします。本案について委員長の報告を求めます。井上総務文教常

任委員長。 
○総務文教常任委員長（井上洋一） ご報告申し上げます。去る３月９日の本会議におき

まして、総務文教常任委員会に付託されました議案第１３号について、審査の結果をご報

告申し上げます。砥部町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正については、特殊勤

務手当の支給対象業務の見直しにより、徴税従事、放射線取扱、野犬捕獲作業、動物死体

処理、塵芥処理、浄化槽保守点検作業手当を廃止するものであります。よって、議案第１

３号は、適切な措置がなされていると認められ、原案のとおり可決すべきものと決定しま

したので、ここにご報告申し上げ委員長報告を終わります。 
○議長（栗林政伸） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第１３号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり
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決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第１３号砥部町職員の特殊勤務

手当に関する条例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１０ 議案第１４号 砥部町税条例の一部改正について 
（総務文教常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（栗林政伸） 日程第１０議案第１４号砥部町税条例の一部改正についてを議題と

します。本案について委員長の報告を求めます。井上総務文教常任委員長。 
○総務文教常任委員長（井上洋一） ご報告申し上げます。去る３月９日の本会議におき

まして、総務文教常任委員会に付託されました議案第１４号について、審査の結果をご報

告申し上げます。砥部町税条例の一部改正については、使用料手数料等見直し基準に基づ

き適正価格に改正するもので、平成１９年４月１日から納税証明書の交付手数料、固定資

産課税台帳閲覧手数料、固定資産課税台帳に記載されている事項の証明書交付手数料につ

いて２００円から３００円に見直しを行うものであります。よって、議案第１４号は、適

正な改正がなされていると認められ、原案のとおり可決すべきものと決定しましたので、

ここにご報告申し上げ委員長報告を終わります。 
○議長（栗林政伸） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第１４号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第１４号砥部町税条例の一部改

正については、委員長の報告のとおり可決されました。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１１ 議案第１５号 砥部町手数料条例の一部改正について 
（総務文教常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（栗林政伸） 日程第１１議案第１５号砥部町手数料条例の一部改正についてを議

題とします。本案について委員長の報告を求めます。井上総務文教常任委員長。 
○総務文教常任委員長（井上洋一） ご報告申し上げます。去る３月９日の本会議におき

まして、総務文教常任委員会に付託されました議案第１５号について、審査の結果をご報

告申し上げます。砥部町手数料条例の一部改正については、使用料手数料等見直し基準に

基づく原価計算の結果を踏まえ適正価格に改正するもので、平成１９年４月１日からほと

んどの手数料について２００円を３００円に改定し、住宅用家屋証明申請手数料１件につ
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き１，３００円を追加するものであります。よって、議案第１５号は、適正な改正がなさ

れていると認められ、原案のとおり可決すべきものと決定しましたので、ここにご報告申

し上げ委員長報告を終わります。 
○議長（栗林政伸） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第１５号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第１５号砥部町手数料条例の一

部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１２ 議案第１６号 砥部町国民健康保険税条例の一部改正について 
（総務文教常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（栗林政伸） 日程第１２議案第１６号砥部町国民健康保険税条例の一部改正につ

いてを議題とします。本案について委員長の報告を求めます。井上総務文教常任委員長。 
○総務文教常任委員長（井上洋一） ご報告申し上げます。去る３月９日の本会議におき

まして、総務文教常任委員会に付託されました議案第１６号について、審査の結果をご報

告申し上げます。砥部町国民健康保険税条例の一部改正については、国保運営審議会の答

申を踏まえ、健全な国保財政の運営を図るため、平成１９年４月１日から国民健康保険の

医療分・介護分の所得割税率の引き上げ、均等割・平等割の金額の引き上げ、軽減額の限

度額の引き上げをするもので、財源不足による税収を確保し、健全な国民健康保険財政の

運営をするために、今回の改正はやむを得ない措置であります。よって、議案第１６号は、

適正な改正がなされていると認められ、原案のとおり可決すべきものと決定しましたので、

ここにご報告申し上げます。なお、なぜ引き上げる必要があるか住民に周知徹底していた

だきたい。また、医療費が膨らまないよう予防対策施策をより一層推進していただきたい。

ということで、以上を申し上げ委員長報告を終わります。 
○議長（栗林政伸） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第１６号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
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［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第１６号砥部町国民健康保険税

条例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１３ 議案第１７号 砥部町ふるさと創生基金条例の一部を改正する等の条例の 
制定について 

（総務文教常任委員長報告、質疑、討論、採決） 
○議長（栗林政伸） 日程第１３議案第１７号砥部町ふるさと創生基金条例の一部を改正

する等の条例の制定についてを議題とします。本案について委員長の報告を求めます。井

上総務文教常任委員長。 
○総務文教常任委員長（井上洋一） ご報告申し上げます。去る３月９日の本会議におき

まして、総務文教常任委員会に付託されました議案第１７号について、審査の結果をご報

告申し上げます。砥部町ふるさと創生基金条例の一部を改正する等の条例の制定について

は、基金の適正な管理をするため、ふるさと創生基金、高齢者保健福祉基金、土地開発基

金の運用益金の処理方法の変更及びとべの館運営基金、とべ温泉運営基金の処分の方法の

追加、並びに福祉基金と同一目的の基金であるまごころ基金を廃止するものであります。

よって、議案第１７号は、適正な改正がなされていると認められ、原案のとおり可決すべ

きものと決定しましたので、ここにご報告申し上げ委員長報告を終わります。 
○議長（栗林政伸） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第１７号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第１７号砥部町ふるさと創生基

金条例の一部を改正する等の条例の制定については、委員長の報告のとおり可決されまし

た。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１４ 議案第１８号 砥部町奨学資金貸与条例の一部改正について 
（総務文教常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（栗林政伸） 日程第１４議案第１８号砥部町奨学資金貸与条例の一部改正につい

てを議題とします。本案について委員長の報告を求めます。井上総務文教常任委員長。 
○総務文教常任委員長（井上洋一） ご報告申し上げます。去る３月９日の本会議におき

まして、総務文教常任委員会に付託されました議案第１８号について、審査の結果をご報

告申し上げます。砥部町奨学資金貸与条例の一部改正については、特別支援教育の推進の
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ための学校教育法の一部を改正する法律の施行に伴い、盲学校、聾学校及び養護学校を特

別支援学校に用語の改正をするものと、奨学資金の貸与資格の範囲を明確にするため町内

を旧広田村に改めるものであります。よって、議案第１８号は、適正な改正がなされてい

ると認められ、原案のとおり可決すべきものと決定しましたので、ここにご報告申し上げ

委員長報告を終わります。 
○議長（栗林政伸） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第１８号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第１８号砥部町奨学資金貸与条

例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１５ 議案第１９号 砥部町梅野奨学資金給付条例の一部改正について 
（総務文教常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（栗林政伸） 日程第１５議案第１９号砥部町梅野奨学資金給付条例の一部改正に

ついてを議題とします。本案について委員長の報告を求めます。井上総務文教常任委員長。 
○総務文教常任委員長（井上洋一） ご報告申し上げます。去る３月９日の本会議におき

まして、総務文教常任委員会に付託されました議案第１９号について、審査の結果をご報

告申し上げます。砥部町梅野奨学資金給付条例の一部改正については、特別支援教育の推

進のための学校教育法の一部を改正する法律の施行に伴い、盲学校、聾学校及び養護学校

を特別支援学校に用語の改正をするものであります。よって、議案第１９号は、適正な改

正がなされていると認められ、原案のとおり可決すべきものと決定しましたので、ここに

ご報告申し上げ委員長報告を終わります。 
○議長（栗林政伸） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第１９号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第１９号砥部町梅野奨学資金給



 119

付条例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１６ 議案第２０号 砥部町高齢者生活福祉センター条例の一部改正について 
（厚生常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（栗林政伸） 日程第１６議案第２０号砥部町高齢者生活福祉センター条例の一部

改正についてを議題とします。本案について委員長の報告を求めます。土居厚生常任委員

長。 
○厚生常任委員長（土居美智子） ご報告申し上げます。去る３月９日の本会議におきま

して、厚生常任委員会に付託されました議案第２０号について、審査の結果をご報告申し

上げます。議案第２０号砥部町高齢者生活福祉センター条例の一部改正については、地域

包括支援センターの開設に伴い、従来の高齢者在宅福祉事業の内容を見直し、地域支援事

業として実施するため、条例中の用語を整理し、適正な内容にするものであります。よっ

て、議案第２０号は適切な処置がなされており、原案のとおり可決すべきものと決定しま

したので、ここにご報告申し上げ委員長報告を終わります。 
○議長（栗林政伸） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第２０号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第２０号砥部町高齢者生活福祉

センター条例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１７ 議案第２１号 砥部町国民健康保険条例の一部改正について 
（厚生常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（栗林政伸） 日程第１７議案第２１号砥部町国民健康保険条例の一部改正につい

てを議題とします。本案について委員長の報告を求めます。土居厚生常任委員長。 
○厚生常任委員長（土居美智子） ご報告申し上げます。去る３月９日の本会議におきま

して、厚生常任委員会に付託されました議案第２１号について、審査の結果をご報告申し

上げます。議案第２１号砥部町国民健康保険条例の一部改正については、運営協議会の委

員に被用者保険等保険者を代表する委員を新たに１名加えるもので、国の基準に基づく措

置がとられるものであります。よって、議案第２１号は適切な処置がなされており、原案

のとおり可決すべきものと決定しましたので、ここにご報告申し上げ、委員長報告を終わ

ります。 
○議長（栗林政伸） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
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［質疑なし］ 
○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第２１号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第２１号砥部町国民健康保険条

例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１８ 議案第２２号 砥部町廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例の 
一部改正について 

（産業建設常任委員長報告、質疑、討論、採決） 
○議長（栗林政伸） 日程第１８議案第２２号砥部町廃棄物の減量及び適正処理等に関す

る条例の一部改正についてを議題とします。本案について委員長の報告を求めます。中島

産業建設常任委員長。 
○産業建設委員長（中島博志） ご報告申し上げます。去る３月９日の本会議におきまし

て、産業建設常任委員会に付託されました議案第２２号について、審査の結果をご報告申

し上げます。議案第２２号については、ごみの減量化とリサイクルの推進、ごみ処理費用

の負担の公平化及び適正処理費用の確保の観点からごみ有料化を１０月１日から実施する

ため、関連する条文を整理するもので、平成６年より検討されてきた事項であり、時代の

流れで、やむを得ない改正であります。よって、議案第２２号は、採決の結果、賛成多数

で、原案のとおり可決すべきものと決定しましたので、ここにご報告申し上げ委員長報告

を終わります。 
○議長（栗林政伸） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第２２号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第２２号砥部町廃棄物の減量及

び適正処理等に関する条例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１９ 議案第２３号 砥部町浄化槽保守点検及び施設管理に関する条例の 
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一部改正について 
（産業建設常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（栗林政伸） 日程第１９議案第２３号砥部町浄化槽保守点検及び施設管理に関す

る条例の一部改正についてを議題とします。本案について、委員長の報告を求めます。中

島産業建設常任委員長。 
○産業建設常任委員長（中島博志） ご報告申し上げます。去る３月９日の本会議におき

まして、産業建設常任委員会に付託されました議案第２３号について、審査の結果をご報

告申し上げます。浄化槽保守点検及び施設管理について、延滞金の規定や保守点検料の規

定を明確にするため条例中の用語を改正するもので、必要な改正と認められます。よって、

議案第２３号は、適切な措置がなされていると認められ、原案のとおり可決すべきものと

決定しましたので、ここにご報告申し上げます。以上で、委員長報告を終わります。 
○議長（栗林政伸） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第２３号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第２３号砥部町浄化槽保守点検

及び施設管理に関する条例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第２０ 議案第２４号 砥部町農業研修センター条例の一部改正について 
（産業建設常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（栗林政伸） 日程第２０議案第２４号砥部町農業研修センター条例の一部改正に

ついてを議題とします。本案について委員長の報告を求めます。中島産業建設常任委員長。 
○産業建設常任委員長（中島博志） ご報告申し上げます。去る３月９日の本会議におき

まして、産業建設常任委員会に付託されました議案第２４号について、審査の結果をご報

告申し上げます。農業研修センターの使用料の減免規定及び使用料の見直しを行うもので、

使用料については、見直し基準に基づき時間帯別から１時間単位の適正価格に改正されて

おり、必要な改正と認められます。よって、議案第２４号は、適切な措置がなされている

と認められ、原案のとおり可決すべきものと決定しましたので、ここにご報告申し上げ委

員長報告を終わります。 
○議長（栗林政伸） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
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［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。議案第２４号の採決を行います。 

本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり決定することにご異議ありません

か。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第２４号砥部町農業研修センタ

ー条例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第２１ 議案第２５号 砥部町林間休憩施設条例の一部改正について 
（産業建設常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（栗林政伸） 日程第２１議案第２５号砥部町林間休憩施設条例の一部改正につい

てを議題とします。本案について委員長の報告を求めます。中島産業建設常任委員長。 
○産業建設常任委員長（中島博志） ご報告申し上げます。去る３月９日の本会議におき

まして、産業建設常任委員会に付託されました議案第２５号について、審査の結果をご報

告申し上げます。林間休憩施設の使用料を１箇月及び時間帯から１時間単位に見直しを行

うもので、使用料手数料等見直し基準に基づき適正価格に改正されており、必要な改正と

認められます。よって、議案第２５号は、適切な措置がなされていると認められ、原案の

とおり可決すべきものと決定しましたので、ここにご報告申し上げ委員長報告を終わりま

す。 
○議長（栗林政伸） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第２５号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第２５号砥部町林間休憩施設条

例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第２２ 議案第２６号 砥部町ふるさと生活館条例の一部改正について 
（産業建設常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（栗林政伸） 日程第２２議案第２６号砥部町ふるさと生活館条例の一部改正につ

いてを議題とします。本案について委員長の報告を求めます。中島産業建設常任委員長。 
○産業建設常任委員長（中島博志） ご報告申し上げます。去る３月９日の本会議におき

まして、産業建設常任委員会に付託されました議案第２６号について、審査の結果をご報

告申し上げます。ふるさと生活館の使用料金を使用料手数料等の見直し基準に基づき時間
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単位の適正価格に改正するもので、必要な改正と認められます。よって、議案第２６号は、

適切な措置がなされていると認められ、原案のとおり可決すべきものと決定しましたので、

ここにご報告申し上げ委員長報告を終わります。 
○議長（栗林政伸） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第２６号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第２６号砥部町ふるさと生活館

条例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第２３ 議案第２７号 砥部町砥部焼伝統産業会館条例の一部改正について 
（産業建設常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（栗林政伸） 日程第２３議案第２７号砥部町砥部焼伝統産業会館条例の一部改正

についてを議題とします。本案について委員長の報告を求めます。中島産業建設常任委員

長。 
○産業建設常任委員長（中島博志） ご報告申し上げます。去る３月９日の本会議におき

まして、産業建設常任委員会に付託されました議案第２７号について、審査の結果をご報

告申し上げます。砥部焼伝統産業会館の入館料を使用料手数料等の見直し基準に基づき適

正価格に改正するもので、必要な改正と認められます。よって、議案第２７号は、適切な

措置がなされていると認められ、原案のとおり可決すべきものと決定しましたので、ここ

にご報告申し上げ委員長報告を終わります。 
○議長（栗林政伸） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第２７号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第２７号砥部町砥部焼伝統産業

会館条例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第２４ 議案第２８号 砥部町農業集落排水施設条例の一部改正について 

（産業建設常任委員長報告、質疑、討論、採決） 
○議長（栗林政伸） 日程第２４議案第２８号砥部町農業集落排水施設条例の一部改正に

ついてを議題とします。本案について委員長の報告を求めます。中島産業建設常任委員長。 
○産業建設常任委員長（中島博志） ご報告申し上げます。去る３月９日の本会議におき

まして、産業建設常任委員会に付託されました議案第２８号について、審査の結果をご報

告申し上げます。今回総津地区農業集落排水処理施設の完成に伴い、別表に完成施設を加

え、合わせて督促手数料及び延滞金の条文を追加するもので、必要な改正と認められます。

よって、議案第２８号は、適切な措置がなされていると認められ、原案のとおり可決すべ

きものと決定しましたので、ここにご報告申し上げ委員長報告を終わります。 
○議長（栗林政伸） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第２８号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第２８号砥部町農業集落排水施

設条例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 
ここでしばらく休憩します。再開は 2 時４０分です。 

 
休憩 午後２時２５分 
再開 午後２時４４分 

 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第２５ 議案第２９号 平成１８年度砥部町一般会計補正予算（第 6 号） 
 
日程第２６ 議案第３０号 平成１８年度砥部町国民健康保険事業特別会計補正予算 

（第４号） 
日程第２７ 議案第３１号 平成１８年度砥部町介護保険事業特別会計補正予算（第 4 号） 
 
日程第２８ 議案第３２号 平成１８年度砥部町とべの館特別会計補正予算（第１号） 
 
日程第２９ 議案第３３号 平成１８年度砥部町農業集落排水特別会計補正予算 

（第２号） 
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日程第３０ 議案第３４号 平成１８年度砥部町水道事業会計補正予算（第３号） 
（所管常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（栗林政伸） 日程第２５議案第２９号から日程第３０議案第３４号までの平成１

８年度補正予算に関する６件を一括議題とします。本案について委員長の報告を求めます。

中島産業建設常任委員長。 
○産業建設常任委員長（中島博志） ご報告申し上げます。去る３月９日の本会議におき

まして、産業建設常任委員会に付託されました補正予算４件について、審査の結果をご報

告申し上げます。 
始めに、議案第２９号一般会計補正予算第 6 号のうち、当委員会に所管する項目につい

て主なものは、農業費では、県営砥部地区かんがい排水事業償還金特別助成補助金５６０

万円、マルチ栽培推進事業費補助金５４万３千円の増額を、商工費では、交流ふるさと研

修の宿上水道給水管改修工事費６０万５千円を、土木費では、県道生活道路改良整備事業

負担金１，１７３万５千円を、その他不用額の減額補正を行っておりますが、いずれも必

要経費の補正をするものであります。 
次に、議案第３２号平成１８年度砥部町とべの館特別会計補正予算第１号については、 

館運営費で、商品売り上げの増加に伴う商品仕入費４００万円。基金費で積立金７３０万

５千円を増額し、財源は売店売上金と繰越金等を充当しています。 
 次に、議案第３３号平成１８年度砥部町農業集落排水特別会計補正予算第２号について

は、農業集落排水施設整備費で、工事完了に伴う工事請負費１，７４５万３千円の減額を

するものであります。 
次に、議案第３４号平成１８年度砥部町水道事業会計補正予算第３号について主なもの

は、収益的収入では上水道節水による水道使用料８００万円の減額を、収益的支出では資

本的支出から組み替えを行った日ノ出保育所深井戸調査委託料６００万円。固定資産除却

費６９２万２千円を、資本的支出では、人件費の補正をしています。いずれも、必要な補

正をするものであります。 
よって、議案第２９・３２・３３・３４号の４件については、いずれも適切な補正がな

されており、原案のとおり可決すべきものと決定しました。以上で委員長報告を終わりま

す。 
○議長（栗林政伸） 土居厚生常任委員長。 
○厚生常任委員長（土居美智子） ご報告申し上げます。去る３月９日の本会議におきま

して、厚生常任委員会に付託されました議案第２９号、３０号及び３１号について、審査

の結果をご報告申し上げます。 
 議案第２９号平成 18 年度砥部町一般会計補正予算第６号のうち、当委員会に所管する

項目について主なものは、障害者福祉費では、障害者自立支援法の施行を円滑に行うため

システムの追加改修費１１３万１千円を、老人福祉施設費では、広田生活支援ハウス管理

運営委託料２５０万円増額を、国民健康保険総務費では、事業勘定繰出金２９７万８千円

を、 
介護保険総務費では、後期高齢者医療制度に伴う介護保険システム改修費３０６万６千円、
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特別会計への繰出金８１４万１千円を、児童福祉総務費では、乳幼児健康支援事業委託料

３８万７千円増額を、その他不用額の減額補正を計上しております。 
次に、議案第３０号平成１８年度砥部町国民健康保険事業特別会計補正予算第４号の事

業勘定については、一般被保険者の療養給付費１，５５８万９千円の増額及び高額療養費

１，０００万円の減額。老人保健医療費拠出金額の確定による拠出金４４４万１千円の減

額、介護納付金１４８万１千円の増額、共同事業拠出金９２０万円の減額、施設勘定への

繰出金１０万４千円を補正するものであり、その財源は、国県支出金、繰越金等で調整し

ております。 
次に、議案第３１号平成１８年度砥部町介護保険事業特別会計補正予算第４号の保険事

業勘定では、趣旨普及費２３万１千円の減額、居宅介護サービス給付費１，６５０万円の

増額、地域密着型介護サービス給付費１，６６２万円の減額、審査支払手数料１２万円の

増額、財政安定化基金拠出金１４８万１千円の減額、運営基金積立金１４８万１千円の増

額補正及び財源組み替えをしており、その財源は、国県支出金、支払基金交付金、繰入金

で調整しています。介護サービス事業勘定については財源組み替えを行っています。 
以上、議案第２９号、３０号及び３１号の３議案については、いずれも適切な補正がな

されており、原案のとおり可決すべきものと決定しましたので、ここにご報告申し上げ委

員長報告を終わります。 
○議長（栗林政伸） 井上総務文教常任委員長。 
○総務文教常任委員長（井上洋一） ご報告申し上げます。去る３月９日の本会議におき

まして、総務文教常任委員会に付託されました議案第２９号について、審査の結果をご報

告申し上げます。 
 議案第２９号平成１８年度砥部町一般会計補正予算第６号のうち、当委員会に所管する

項目の主なものは、財産管理費で文化会館西駐車場進入路用地を土地開発基金より買い取

る公有財産購入費２１５万１千円を、消防施設費で、消火栓新設及び維持管理負担金３２

７万７千円の増額を、教育費で、山村留学センター・砥部中学校・広田給食センターのガ

スメーター改修費３４万１千円を、基金費で、財政調整基金積立金３億３７万９千円、福

祉基金積立金７９７万９千円を、その他不用額を減額する補正となっております。歳入に

ついては、使用料、国庫支出金、財産収入、寄付金、繰入金、繰越金を増額し、その他の

歳入については減額となっています。その他、指定管理に伴う債務負担行為補正及び民生

費と教育費で繰越明許費の設定を行っています。 
以上、議案第２９号については、適切な予算補正と認められ、原案のとおり可決すべき

ものと決定しましたので、ここにご報告申し上げ委員長報告を終わります。 
○議長（栗林政伸） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。討論、採決については１件ずつ行います。 

議案第２９号平成１８年度砥部町一般会計補正予算第 6 号について討論を行います。討

論はありませんか 
［討論なし］ 
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○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 
議案第２９号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第２９号砥部町平成１８年度砥

部町一般会計補正予算第６号は、委員長の報告のとおり可決されました。 
議案第３０号平成１８年度砥部町国民健康保険事業特別会計補正予算第４号について、

討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第３０号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］  
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第３０号平成１８年度砥部町国

民健康保険事業特別会計補正予算第４号は、委員長の報告のとおり可決されました。 
議案第３１号平成１８年度砥部町介護保険事業特別会計補正予算第４号について、討論

を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第３１号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］  
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第３１号平成１８年度砥部町介

護保険事業特別会計補正予算第４号は、委員長の報告のとおり可決されました。 
議案第３２号平成１８年度砥部町とべの館特別会計補正予算第１号について、討論を行

います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第３２号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］  
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第３２号平成１８年度砥部町と

べの館特別会計補正予算第１号は、委員長の報告のとおり可決されました。 
議案第３３号平成１８年度砥部町農業集落排水特別会計補正予算第２号について、討論

を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第３３号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり
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決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］  
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第３３号平成１８年度砥部町農

業集落排水特別会計補正予算第２号は、委員長の報告のとおり可決されました。 
議案第３４号平成１８年度砥部町水道事業会計補正予算第３号について、討論を行いま

す。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第３４号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］  
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第３４号平成１８年度砥部町水

道事業会計補正予算第３号は、委員長の報告のとおり可決されました。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第３１ 議案第３５号 平成１９年度砥部町一般会計予算 
 
日程第３２ 議案第３６号 平成１９年度砥部町国民健康保険事業特別会計予算 
 
日程第３３ 議案第３７号 平成１９年度砥部町老人保健特別会計予算 
 
日程第３４ 議案第３８号 平成１９年度砥部町介護保険事業特別会計予算 
 
日程第３５ 議案第３９号 平成１９年度砥部町とべの館特別会計予算 
 
日程第３６ 議案第４０号 平成１９年度砥部町とべ温泉特別会計予算 
 
日程第３７ 議案第４１号 平成１９年度砥部町梅野奨学資金特別会計予算 
 
日程第３８ 議案第４２号 平成１９年度砥部町奨学資金特別会計予算 
 
日程第３９ 議案第４３号 平成１９年度砥部町土地取得特別会計予算 
 
日程第４０ 議案第４４号 平成１９年度砥部町公共下水道特別会計予算 
 
日程第４１ 議案第４５号 平成１９年度砥部町農業集落排水特別会計予算 
 
日程第４２ 議案第４６号 平成１９年度砥部町浄化槽特別会計予算 
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日程第４３ 議案第４７号 平成１９年度砥部町水道事業会計予算 
 

（所管常任委員長報告、質疑、討論、採決） 
○議長（栗林政伸） 日程第３１議案第３５号から日程第４３議案第４７号までの平成１

９年度予算に関する１３件を一括議題とします。本案について委員長の報告を求めます。

中島産業建設常任委員長。 
○産業建設常任委員長（中島博志） ご報告申し上げます。去る３月９日の本会議におき

まして、産業建設常任委員会に付託されました、当初予算の７議案について、審査の結果

をご報告申し上げます。 
 議案第３５号平成１９年度砥部町一般会計予算のうち、当委員会に所管する項目につい

ては、まず、環境保全課関係では、ごみの減量化とリサイクルの推進、ごみ処理費用の負

担の公平化及び適正処理費用の確保の観点から、ごみ有料化を実施する費用のほか、所管

施設の修繕など安全対策に万全を期し、適正管理に努めることとしています。また、浄化

槽設置整備補助事業など生活排水対策の実施や、清潔で快適なゆとりある生活環境づくり

の経費が計上されております。次に、下水道課関係では、公共下水道特別会計への繰出金

が計上されています。次に、農林課関係では、中山間地域等直接支払事業を始め、各種補

助事業の経費や国営道前道後平野土地改良事業償還金を、また、農業基盤の整備を図るた

め、町単土地改良事業補助金を、新規事業として農地・水・環境保全向上対策事業費を、

林業関係では、神の森大橋の改修工事費、町民の森づくり事業費などの経費が計上されて

います。次に、商工観光課関係では、陶街道五十三次事業の費用や陶芸塾の経費、伝統産

業会館・陶芸創作館の経費、農村工芸体験館・峡の館・研修の宿の指定管理委託料などが

計上されております。次に、建設課関係では、八倉地区コミュニティー広場整備事業費や、

安全で安心できる道づくりに努めるため、道路の維持費・新設改良費、県営事業に対する

負担金が計上されております。また、住宅費では、公営住宅重光団地解体費用や木造住宅

耐震診断補助事業費が計上されています。 
 次に、議案第３９号平成１９年度砥部町とべの館特別会計予算では、売店収入の増額を

目指すための予算計上となっています。 
 次に、議案第４０号平成１９年度砥部町とべ温泉特別会計予算については、施設の経営・

維持管理費のみの予算となっています。 
 次に、議案第４４号平成１９年度砥部町公共下水道特別会計予算においては、処理場の

建設工事設計監理委託費２億４，２００万円、管渠工事費２億９，８８０万円、土地取得

特別会計より用地購入費２億７，０９３万９千円を計上しています。 歳入については、国

庫補助金、町債、一般会計よりの繰入金で賄うこととしています。また、処理場の建設工

事費４年間の債務負担行為を設定しています。 
 次に、議案第４５号平成１９年度砥部町農業集落排水特別会計予算においては、総津地

区の農業集落排水施設の完了により、処理施設の管理運営費１，０１８万９千円及び公債

費１，２１１万５千円を計上した予算となっています。歳入については、受益者分担金、

一般会計繰入金、使用料等で賄うこととしています。 
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次に、議案第４６号平成１９年度砥部町浄化槽特別会計予算においては、浄化槽の維持

管理費用及び基金への積立金を事業収入、繰越金で賄う健全財政予算となっています。 
 次に、議案第４７号平成１９年度砥部町水道事業会計予算においては、上水道では、生

活用水の安定供給を行なうため、千足地区及び向南台地区への配水管布設工事請負費を、 
また、新規水源対策では、候補地の地質調査委託料の経費が計上されています。なお、過

年度に借り入れた企業債の償還金が増加していますが、経営改善に努め、安定した経営が

保たれています。 
 以上、７議案については、それぞれ適切な予算編成がなされているものと認められまし

た。よって、議案第３５号、３９号、４０号、４４号、４５号、４６号及び４７号の７議

案については、原案のとおり可決すべきものと決定しましたので、ここにご報告申し上げ

委員長報告を終わります。 
○議長（栗林政伸） 土居厚生常任委員長。 
○厚生常任委員長（土居美智子） ご報告申し上げます。去る３月９日の本会議におきま

して、厚生常任委員会に付託されました議案第３５号、議案第３６号、議案第３７号及び

議案第３８号の４議案について、審査の結果をご報告申し上げます。 
議案第３５号平成１９年度砥部町一般会計予算のうち、当委員会に所管する項目の歳出

については、住民サービス課関係では、国民健康保険事業特別会計、老人保健特別会計へ

の繰出金等を計上しているほか、県後期高齢者医療広域連合への負担金及び医療制度関連

システム改修委託料、重度心身障害者・母子家庭・乳幼児の医療費などが計上されていま

す。生きがい推進課関係では、介護保険事業については、低所得者利用負担軽減対策費や

介護保険事業特別会計への繰出金が計上されています。障害者福祉については、障害者自

立支援法の施行に伴う各種障害者の支援費用が計上されています。老人福祉については、

介護保険特別会計で地域包括支援センターの運営が始まり、一部の事業が特別会計に移行

しましたが、引き続き実施する支援事業費用が計上されています。このほか、高齢者施設

の維持管理に要する経費等も計上されております。民生こども課関係では、子育て支援事

業の充実を図るため、乳幼児健康支援事業、集いの広場事業、放課後児童クラブの費用が

計上されています。また、保育所、児童館の経費や児童手当の費用が計上されています。

健康づくり課関係では、地域に根ざした生涯健康づくりの推進を図るため、老人保健費で

は、健康教育、健康相談、健康診査等に取り組む費用、保健衛生費では、休日・夜間の救

急医療体制の維持費用、各種予防接種の費用、乳幼児健診、母子の健康相談、保健センタ

ー屋根塗装工事などの費用が計上されております。 
 次に、議案第３６号平成１９年度砥部町国民健康保険事業特別会計予算については、事

業勘定では、対前年２３．１％の増となっており、その主な要因は、医療費等の増加であ

ります。内容は、事業を運営する経費と保険給付費、老人保健拠出金、介護納付金、共同

事業拠出金、人間ドック受診を支援する経費等が計上されています。また、新規事業とし

て特定健診にかかる５箇年計画の策定費用が計上されています。その財源として、国民健

康保険税で全体の２０．８％を賄い、残りを国県支出金、療養給付費等交付金、共同事業

交付金、一般会計からの繰入金、前年度からの繰越金等で賄っています。施設勘定では、
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国民健康保険診療所の経費で、施設の管理運営費、医療の必要経費及びエアコンの入れ替

え経費が計上されています。そのうち４２．３％は人件費となっています。その財源とし

て、診療収入と一般会計の繰入金等で賄っています。 
 次に、議案第３７号平成１９年度砥部町老人保健特別会計予算については、予算総額で

対前年比４．５％の減となっており、そのほとんどが、医療給付費の減によるものであり

ます。これは、老人保健医療受給対象者が平成１４年から５箇年の間に７０歳から７５歳

に移行する制度改正の影響が出ているものです。また、平成２０年度から後期高齢者医療

制度に移行することとなっています。その財源として、支払基金からの交付金が５１．９％

を占め、残りは、国県支出金、一般会計からの繰入金等で賄っています。 
 次に、議案第３８号平成１９年度砥部町介護保険事業特別会計予算については、事業勘

定では、６．２％の増となっており、そのほとんどが保険給付費の増によるもので、各種

介護サービス予算が計上されています。また、地域包括支援センター設置による地域支援

事業費が計上されています。その財源として、３７．８％を国県支出金に、２９．９％を

支払基金交付金に、残りを介護保険料、一般会計からの繰入金等で賄っています。介護サ

ービス事業勘定では、高齢者生活福祉センターで行う居宅介護サービス事業、地域包括支

援センターで行う介護予防サービス事業の費用が計上されています。その財源として、介

護サービス収入で賄っています。 
 以上、４議案については、いずれも適切な予算編成がなされているものと認められまし

た。よって、議案第３５号、議案第３６号、議案第３７号及び議案第３８号については、

原案のとおり可決すべきものと決定しましたので、ここにご報告申し上げ委員長報告を終

わります。 
○議長（栗林政伸） 井上総務文教常任委員長。 
○総務文教常任委員長（井上洋一） ご報告申し上げます。ご報告申し上げます。去る３

月９日の本会議におきまして、総務文教常任委員会に付託されました当初予算４件につい

て、審査の結果をご報告申し上げます。 
 議案第３５号平成１９年度砥部町一般会計予算のうち、当委員会に所管する項目につい

て、歳入については、国の税源移譲により町民税は増額しますが、所得譲与税が廃止され、

地方譲与税は大幅な減額となります。一方、財政健全化計画に基づき、使用料・手数料の

見直しを進め、使用料、手数料は増額を見込んでおります。しかし、収入の高い率を占め

ていた地方交付税や国･県の支出金は、減額の傾向で、三位一体改革の影響を受けており、

厳しい財政運営が予想されます。歳出の主なものは、議会費、監査委員費では、経常経費

のみの計上となっています。総務課関係では、一般管理の経費、交通安全対策の経費、防

災対策の経費、県議会議員・参議院議員選挙費等の経費、常備消防の経費、消防団の備品

購入や活動費の経費、継続の事業として行政評価システム導入支援業務委託料などが計上

されています。企画課関係では、電算の安定稼動の経費、後期高齢者医療制度導入に伴う

ネットワーク構築費用等の経費、広報の発行経費、指定統計調査の経費、継続の事業とし

て総合計画策定委託料などが計上されています。監理財政課関係では、本庁及び支所の施

設や町有地の管理費、町有施設の総津地区農業集落排水施設への接続工事費、町債の償還
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費が計上されています。税務課関係では、適正な税徴収のための費用及び愛媛地方税滞納

整理機構への負担金、標準宅地鑑定評価委託料が計上されています。学校教育課関係では、

人間性豊かな砥部の子どもの育成を目標に、基礎基本の確実な定着を図る小・中学校費の

予算計上がなされています。本年は、宮内小学校のプールろ過機更新補修工事費、砥部地

区３小学校のパソコン更新費用、砥部中学校校舎・体育館耐力度調査費用、また、幼児教

育の費用、教職員宿舎の管理費、山村留学センターの費用、遠距離通学の費用等が計上さ

れています。学校給食では、衛生管理の徹底と、環境衛生設備の充実を図り、施設・設備

の効果的運営に努め、安全性を基本に、栄養バランス豊かな魅力ある給食を提供する費用

が計上されています。生涯学習課関係では、社会の変化に対応できる人間性豊かな町民の

育成を目指した、生涯学習社会の確立を図る費用、人権問題や差別の解消に向け、人権啓

発活動を推進する費用、文化財保護の費用、また、社会体育では、各種スポーツ大会の委

託料及び総合公園等の指定管理委託料などの予算計上となっております。公民館では、中

央公民館、地区公民館の管理費、生涯学習公民館活動事業費、青少年ホームの費用などが

計上されています。文化会館は指定管理委託料、図書館については、施設の管理運営費及

びコンピューターシステム更新等の経費が計上されております。 
 次に、議案第４１号平成１９年度砥部町梅野奨学資金特別会計予算についてであります

が、１９年度の奨学生は、高校１年生５名、２年生４名、３年生５名の合計１４名を予定

しています。なお、財源については、基金からの繰入金等で賄うこととしています。 
次に、議案第４２号平成１９年度砥部町奨学資金特別会計予算についてでありますが、

１９年度の貸し付けは新規４名、継続７人の１１人を予定しています。その財源について

は貸し付け金の償還金及び基金繰入金等で賄うこととしています。 
次に、議案第４３号平成１９年度砥部町土地取得特別会計予算についてでありますが、

１９年度は公共下水道処理場用地の先行取得に係る公債費で償還費用が計上されています。

その財源として、下水道特別会計への用地売り払い収入で賄うこととしています。 
 以上、４議案については、適切な予算編成がなされているものと認められました。よっ

て、議案第３５号、４１号、４２号及び４３号の４件については原案のとおり可決すべき

ものと決定しましたので、ここにご報告申し上げ委員長報告を終わります。 
○議長（栗林政伸） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。

１１番、宮内光久君。 
○１１番（宮内光久） 当初予算のことではございませんけれども、一般会計の項目があ

りますので、一つお尋ねをいたします。臨時職員、幼稚園の教諭と保育園の保育士さんの

日額が改正されると聞き及んでおりますが、１４日の総務文教常任委員会の中で、どのよ

うな説明があり、また、どのような討論をされたのか総務文教常任委員長にお伺いをいた

します。 
○議長（栗林政伸） 井上総務文教常任委員長。 
○総務文教常任委員長（井上洋一） 宮内議員のご質問にお答えします。ちょっと資料は

そちらの方に置いておりますので、すみませんが口頭で。総務文教常任委員会のその他の

項目で総務課長より報告がございました。現在の金額を変更して、増額して７，６００円
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で保育士という職ですかね、保育所の方の関係の公募を行ったと。残念なことに応募者が

いなかったと聞いております。簡単に言えばそのような内容です。あと幼稚園等について

もそのような報告でありまして、周辺市町村はどうだということでありますが、記憶はち

ょっと定かでないんで、松前町が多分、年間でいえば２１０万円位だろうと。伊予市が２

２０万円位だろうと、つかみですので多少の増減あります。この増額した予算でいきます

と、砥部町が２００万円位になるだろうと。増額しても周辺よりは低いと。金額が悪いの

かどうかは別にしまして、そういうことで、まあいう、臨時的な職員の応募がなかったと

いうふうに聞いておりますし、今現在、そう理解しております。ですから、財源的には周

辺と肩を並べたかなという所であります。あと、その他の詳細については聞き逃しがあっ

たかもしれませんので、その辺は申し訳ないですが、大掴みではそのような報告だったと

私は記憶しております。以上です。 
○議長（栗林政伸） 宮内光久君。 
○１１番（宮内光久） ただ今、委員長の方から報告がありましたが、一つですね、理事

者さんの方にお尋ねをしたいと思います。今現在、４月から施行されるということがあり

ますので、現在の人数。その該当する人数ですね。それをできればお知らせ願いたいなと。

年額どの位増額されるのか。私が聞いておるのは今の最低賃金が１日６，５００円。５年

以上の勤務されておる方は７，６００円。６，５００円と７，６００円、差が１，１００

円ございますが、これが１日１，１００円値上がりすると、賃金を上げますと、月に直し

たら 2 万ちょいの増額になるかと思います。これの人数がどれ位あるのか。年間どのくら

い補正予算でいくのか。できればお答えをお願いいたします。それと今、委員長の言われ

たように、公募しても該当者がいないと、公募者がいないと言われますが、私は、臨時職

員さんということで、将来先が見えない職場に、果たして若い方が、賃金上げて来られる

のか。私はそうではないと思います。やはり３年位真面目に働いていただければ、採用試

験、面接等をして、正職員にあげていくとか、未来のある職場にしていかなければ、なか

なかこういう問題は来ないと思いますので、その辺の所も踏まえてですね、考えをお伺い

したいと思います。 
○議長（栗林政伸） 明賀総務課長。 
○総務課長（明賀徹） ただ今の、宮内議員さんのご質問なんですが、まず臨時の人数で

すが、現在新しくおさえて、３月１日現在でおさえた人員がですね、砥部保育所で１２名、

宮内保育所１３名、麻生保育所１８名。それと広田保育所３名いうふうに聞いております。

ただ、これには常勤の部分と、パートで雇われている方がございますので、両方と合わせ

た数とご認識ください。幼稚園につきましては、砥部幼稚園が２名、宮内幼稚園が１名、

それと麻生幼稚園が３名というふうに聞いております。それと金額についてですが、先ほ

ど井上委員長の方からご報告あった数字で大体、大体といいますか、端数を除けたら大体

そういうことで合っています。昨年１２月に広報とべで、幼稚園教諭と、保育所保育士の

臨時の方について公募をかけました。しかしながら、２月の段階で予定していた人数に到

達してなかったということで、担当課の方からご相談いただきまして、近隣町村の臨時の

賃金に比べて砥部町がちょっと低すぎるんではないかというようなこと。それで、とりあ
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えず、今現在３段階で設定しております、６，５００円、７千円、７，６００円をまず一

つに１本化してしまって、一番高いとこに合わせて公募をかけてみてはどうかということ

でかけました。ただ２月の終わりの時点だったものですから、広報には間に合いませんで

した。それでハローワーク、また専門学校、短大等に呼びかけまして公募をいたしました。

昨日、担当課の方に聞いたら概ね４月１日までには確保出来るであろうというような答え

をいただいております。ただ今後も産休とか育休関係の理由で、また臨時職員が必要にな

ってくると思われます。この件につきましては、４月以降に広報また町のホームページ等

で公募をかけたいと思います。それで、ちなみに松前町が年額２１１万５千円。ちょっと

端数がありますけど、２１１万５千円。伊予市で２２２万７千円支給しております。砥部

町が今回、７，６００円に改定いたしますと、６，５００円支払っている方で、年間２９

万円ほど増えます。それと７千円で支払っている方につきましては１５万８千円増えるよ

うな形になります。それと年間の影響額といわれたんですが、当然、育休に入りますと給

料がカットされますから、浮いた金額で増えた金額を大体補って２００万前後は持ち出し

が出るようになる計算をしております。以上です。 
○議長（栗林政伸） 宮内光久君。 
○１１番（宮内光久） 今の説明で十分わかったかと思いますが、うちも当委員会、厚生

でございますので、人事権と賃金の方は、議員はものを言えないという立場上ではありま

すけれど、こういう大事なことでありますので、説明だけはしてほしいと思います。以上

です。 
○議長（栗林政伸） 井上洋一君。 
○総務文教常任委員長（井上洋一） 最初に宮内議員さんの方から質問されておりました

ので、途中で質疑がありまして、ただ内容的な部分が１つありますので、ただ臨時で採用

されて３年後位には採用したらどうかというような、宮内議員の発言だったと思います。

ただ私ら労働者の立場からいえばそれはそれで賛成の立場にいきますけども、町財政とい

う立場でいいますと、その本採用にして良いのか悪いのかというのはやっぱり、議員も理

事者の側も議論していただきたいと思います。将来幼保一元化という問題もありますし、

これが出来るのか出来ないのかは、私はわかりませんが、これを含めてトータルで物を考

えないとダメなんで、宮内議員の発言を肯定するわけにはまいりません、これは。今の現

在で。これは議会も理事者側も両方でやっぱり議論して、いいものにしたいと思いますの

で。それだけは申し上げて委員長報告にかえさせていただきたいと思います。以上です。 
○議長（栗林政伸） 中村町長。 
○町長（中村剛志） ただ今の宮内議員さんの件ですが、３年間の臨時の方をその時点で

あげるということについては非常に大きな問題があると思います。そういうことで今後、

検討はしてまいりますが、基本的にはやはり臨時の方も一般の方も同等に扱わなければな

らないというふうに考えております。そして保育士さんにつきましても、本採用であれば、

１年目の試験からかなり受験にも来られますし､そこを皆さんが目指しているということ

でございます。そういうことで、臨時で３年雇ってから、本採用にするということに関し

ては、私は非常に疑問を持っております。それと、やはり先ほど井上議員さんの方から言
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われましたように、今後、幼保一体化、そしてまた子供さんたちがどのように生れてくる

かということも予測出来ません。それと保育士さんの場合は、またこれからお雇いしまし

ても４０年間保証していかなければなりません。そういう面で、子供さんの数と、そうい

う事も把握しながら進めていかなければならないというふうに考えております。そういう

ことで、今後の検討課題とさせていただきたいと思います。以上です。 
○議長（栗林政伸） 宮内光久君。 
○１１番（宮内光久） 私が言うのは、例えばの話でございまして、是非、臨時職員さん

の未来のあることについては、検討課題と思いますので、そこのあたりを考えていただき

たいと思います。答弁はいりません。 
○議長（栗林政伸） 質疑を終わります。討論、採決については１件ずつ行います。 

議案第３５号平成１９年度砥部町一般会計予算について討論を行います。討論はありま

せんか。１７番、玉井啓補君。 
○１７番（玉井啓補） 一般会計の反対討論をいたしたいと思います。議案第３５号平成

１９年度砥部町一般会計予算についての反対討論を行います。朝日新聞によれば、地方議

会が変革を迫られる背景には、小泉前政権が進めてきた地方財政改革がある。地方交付税

の削減や、補助金の廃止で地域格差が開きつつある。生き残りをかけた自治体間競争のた

めにも議員の立場から自治体の情報公開と、行政の情報を迫り、監視しようとする動きが

生まれてきたのだ。今の中央議員たるもの、財政について調査し、行政のいいなりになら

ず、内容を分析できなければ無価値だ。役に立たない人物は、次の選挙で即刻取り替えな

ければならないと厳しく書かれております。また、日本経済新聞は、夕張市の破綻につい

て、年間予算１００億円程度の市で、総額６３０億円の負債。市は短期の資金不足を銀行

から借入れで補う一時借入金制度を利用する巧妙な手口で、１０年以上も赤字を隠し続け

ていた。本来は文字通り、一時しのぎの策として利用される制度。金融機関へ年度内に返

済しなければならないが、返済しては新年度にはまた借りるという自転車操業を繰り返す

ことで、雪だるま式に負債が膨れ上がったのです。財政について質問したいんだがと、あ

る議員が議会に一般質問の参考にするため、財政担当の職員に切り出すと、こんな答えが

返ってきた。銀行関係者に夕張は大変だと知られると信用がなくなる。一時借入金の限度

額は議会で議決するため知っていたが、職員の言葉の裏を読めば、財政が危ないことは想

像がつく。しかし、議員はこの問題を追及することはなかった。市長が暴走した場合、議

会がストップさせなければ大変なことになる。財政当局は一般に説明不足なものだが、夕

張に一人でも財政に詳しい議員がいれば、こんなひどい状況にはならなかっただろうと書

かれています。一般質問でも指摘しておりましたが、砥部町財政健全化計画は、普通会計

の町債残高は６０億円程度まで減らされる見込みですが、公共下水道事業に着手すること

から、特別会計の方で町債残高が膨らんできます。平成２３年度以降は、町全体の町債が

１００億円を超えることになりますと書かれております。そのため、平成１９年度はごみ

有料化、介護、国保税、使用料手数料の値上げラッシュと、各種団体への補助金交付金の

削減です。公共下水道入札減により１億６千万円を積み立てる計画ですが､少しでも国保税、

介護保険に繰り入れるべきだと考えます。砥部町の平成１９年度の会計予算は住民いじめ
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の負担です。その原因は公共下水道の２３６億円がネックです。今からでも遅くはないの

です。計画変更すべきです。また重要なことは、情報公開制度をつくることではないでし

ょうか。最後に憲法２５条に明記されている最低限度の生活すら破壊する、格差と貧困が

広がっていることです。国民の暮らしを守るのは政治の責任です。そのことを申し上げて、

反対討論といたします。 
○議長（栗林政伸） 他にございませんか。４番、土居美智子君。 
○４番（土居美智子） 反対討論です。いいんですよね。 
○議長（栗林政伸） かまんですよ。自分とこの管轄はいかんけど。自分とこと違うんや

ったらかまん。違うんでしょ。厚生の関係じゃないんでしょ。そしたらかまんです。 
○４番（土居美智子） 私は１９年度の一般会計予算案、並びについでに出てきますので

ここで言っておきますけど第４４号の公共下水道特別会計予算、これについて反対の意見

を述べたいと思います。もし公共の方で話せということならば場所を変えますけども。昨

年、今年と個人所得税の恒久的な減税の一貫であるはずであった定率減税がなくなりまし

た。町民税の非課税対象者が、課税対象者となり、昨年においても介護保険料が値上がり

したとか、本当に思わぬ税の増大で困惑した人が増えております。今回、各条例の改正の

多くは、手数料、利用料の値上げ、ごみ有料化、そして国民保険料率の変更、増大という

ことに関しまして、ますます住民にとっては非常に生活に重みがかかることになります。

それにも増して考えてみますと、今回設置されようとしております大型公共工事は、その

負債の大部分を、いわゆる公共工事に関わらない地域の人も全員が払う町民税、その他の

租税につきまして、血税がその返済に注がれることになります。やはり、公共工事につき

ましてはあまりにも大き過ぎまして、住民の生活を圧迫するものであってはならない。計

画を早急に凍結し、将来の設計図をはっきりと決めた上で、住民の福祉の上に重みを与え

ないような計画にもっていくべきであり、今回、私は、この一般会計並びに公共下水道特

別会計に対しては、非常に将来に対して不安を持つと共に住民に対して非情な過重を背負

わせることになると思います。それらを考えた上で、私はこの２つについては反対の意見

を持っておりますので、皆さんにどうぞご賛同いただきますようにお願いを申し上げまし

て、つたない言葉ですけども是非、この条の改正という重さを十分皆さんが噛み締めてい

ただければありがたいと思います。以上です。 
○議長（栗林政伸） 暫時休憩します。 
  

休憩 午後 3 時３８分 
再開 午後 4 時５０分 

 
○議長（栗林政伸） 再開します。玉井議員のごみの有料化につきましては、所管の産建

委員会で審議をしておりますので、この部分については、本人の申し出によりカットさせ

ていただきます。そして、土居美智子議員の公共下水道の件につきましては、第４４号の

方に差し替えます。 
 本日の会議時間は、議事の都合によって延長します。 



 137

次に、委員長の報告に、賛成者の発言を許します。２番、政岡洋三郎君。 
○２番（政岡洋三郎） ２番、政岡洋三郎です。私は、委員長報告に賛成の立場で討論を

いたします。国民健康保険税の見直しについては、旧砥部町において、平成１５年度に利

率等の引き下げを行い、現在まで基金の取り崩し等により運営をしてきていますが、国民

健康保険は年々医療費が膨らみ、平成１５年度、平成１７年度では実質単年収支で１億円

を超える赤字となり、年々繰越金が減少しております。このような状態では、平成１９年

度の基礎課税分の必要税収を確保するには、引き下げ前と同水準まで引き上げることが必

要な状態であります。また介護納付金課税分については、平成１２年度以降、改正を行っ

ていないため、必要税収を確保するためには、非常に大きな引き上げ率とする必要があり

ます。しかし、被保険者の高齢化や、景気の低迷による負担能力の脆弱化を考慮すれば急

激な負担増は避けるべきで、今回の見直しになっており、やむを得ない状況にあると考え、

委員長報告に賛成するものであります。また、使用料手数料を２００円から３００円に引

き上げることについても、委員長報告のとおり適正であると思われるので、賛成するもの

であります。議員各位におかれましても、ご賛同賜りますようお願い申し上げまして賛成

討論といたします。 
○議長（栗林政伸） 他に討論はありませんか。これで討論を終わります。 

議案第３５号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することに賛成の方はご起立願います。 
［賛成者：１５名、反対者：２名］ 
 起立多数と認めます。ご着席ください。よって、議案第３５号平成１９年度砥部町一般

会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 
議案第３６号平成１９年度砥部町国民健康保険事業特別会計予算について討論を行いま

す。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第３６号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］  
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第３６号平成１９年度砥部町国

民健康保険事業特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 
議案第３７号平成１９年度砥部町老人保健特別会計予算について討論を行います。討論

はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第３７号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］  
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第３７号平成１９年度砥部町老
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人保健特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 
議案第３８号平成１９年度砥部町介護保険事業特別会計予算について討論を行います。

討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第３８号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］  
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第３８号平成１９年度砥部町介

護保険事業特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 
議案第３９号平成１９年度砥部町とべの館特別会計予算について討論を行います。討論

はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第３９号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］  
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第３９号平成１９年度砥部町と

べの館特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 
議案第４０号平成１９年度砥部町とべ温泉特別会計予算について討論を行います。討論

はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。議案第４０号の採決を行います。 

本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり決定することにご異議ありません

か。 
［「異議なし」の声あり］  
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第４０号平成１９年度砥部町と

べ温泉特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 
議案第４１号平成１９年度砥部町梅野奨学資金特別会計予算について討論を行います。

討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第４１号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］  
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第４１号平成１９年度砥部町梅

野奨学資金特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 
議案第４２号平成１９年度砥部町奨学資金特別会計予算について討論を行います。討論
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はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第４２号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］  
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第４２号平成１９年度砥部町奨

学資金特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 
議案第４３号平成１９年度砥部町土地取得特別会計予算について討論を行います。討論

はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第４３号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］  
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第４３号平成１９年度砥部町土

地取得特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 
議案第４４号平成１９年度砥部町公共下水道特別会計予算について討論を行います。こ

こで先ほどの、土居さんの反対意見がありましたので、委員長に賛成者の発言を許します。

１番、山口元之君。 
○１番（山口元之） １番、山口元之です。私は委員長報告に賛成の立場で討論を行いま

す。公共下水道事業は、住民福祉の上で、また将来に向け必ず整備しなければならない事

業です。よって、産建委員会としては適正な予算であると思います。よって、委員長報告

に賛成するものであります。議員各位におかれましてもご賛同賜りますようお願い申し上

げまして、賛成討論を終わります。 
○議長（栗林政伸） 他に討論はありませんか。これで討論を終わります。 

議案第４４号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することに賛成の方はご起立願います。 
［賛成者：１５名、反対者：２名］ 
 起立多数と認めます。ご着席ください。よって、議案第４４号平成１９年度砥部町公共

下水道特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 
議案第４５号平成１９年度砥部町農業集落排水特別会計予算について討論を行います。

討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第４５号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］  
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○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第４５号平成１９年度砥部町農

業集落排水特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 
議案第４６号平成１９年度砥部町浄化槽特別会計予算について討論を行います。討論は

ありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第４６号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］  
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第４６号平成１９年度砥部町浄

化槽特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 
議案第４７号平成１９年度砥部町水道事業会計予算について討論を行います。討論はあ

りませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第４７号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］  
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第４７号平成１９年度砥部町水

道事業会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第４４ 平成１８年陳情第７号 国民の食糧と健康、農業を守る陳情について 
（産業建設常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（栗林政伸） 日程第４４平成１８年陳情第７号国民の食糧と健康、農業を守る陳

情についてを議題とします。所管の常任委員長の報告を求めます。中島産業建設常任委員

長。 
○産業建設常任委員長（中島博志） ご報告申し上げます。去る１２月７日の本会議にお

きまして、産業建設常任委員会に付託され継続審査となっておりました平成１８年陳情第

７号について、審査の結果をご報告申し上げます。国民の食糧と健康、農業を守る陳情事

項については国政レベルの極めて重要な問題であり、なお、調査検討の必要があります。

よって、平成１８年陳情第７号は、引き続き継続審査とすることに決定しましたので、こ

こにご報告申し上げます。委員長報告を終わります。 
○議長（栗林政伸） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし] 
○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

平成１８年陳情第７号の採決を行います。平成１８年陳情第７号に対する委員長の報告
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は継続審査です。報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］  
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、平成１８年陳情第７号国民の食糧と

健康、農業を守る陳情については、継続審査とすることに決定しました。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第４５ 平成１８年陳情第８号 住民の暮らしを守り、公共サービス拡充を求める 
陳情について 

（総務文教常任委員長報告、質疑、討論、採決） 
○議長（栗林政伸） 日程第４３平成１８年陳情第８号住民の暮らしを守り、公共サービ

ス拡充を求める陳情についてを議題とします。所管の常任委員長の報告を求めます。井上

総務文教常任委員長。 
○総務文教常任委員長（井上洋一） ご報告申し上げます。去る１２月７日の本会議にお

きまして、総務文教常任委員会に付託され継続審査となっておりました平成１８年陳情第

８号について、審査の結果をご報告申し上げます。住民の暮らしを守り、公共サービス拡

充を求める陳情については、国政レベルの問題であり、本町行政の権限、議会の権限事項

に属さない事項であります。よって、平成１８年陳情第８号は不採択とすることに決定し

ましたので、ここにご報告申し上げ委員長報告を終わります。 
○議長（栗林政伸） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし] 
○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

平成１８年陳情第８号の採決を行います。平成１８年陳情第８号に対する委員長の報告

は不採択です。報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］  
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、平成１８年陳情第８号住民の暮らし

を守り、公共サービス拡充を求める陳情については、不採択とすることに決定しました。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第４６ 陳情第１号 トンネルじん肺根絶の根本的な対策を求める意見書の提出に 
関する陳情について 

（総務文教常任委員長報告、質疑、討論、採決） 
○議長（栗林政伸） 日程第４６陳情第１号トンネルじん肺根絶の根本的な対策を求める

意見書の提出に関する陳情についてを議題とします。所管の常任委員長の報告を求めます。

井上総務文教常任委員長。 
○総務文教常任委員長（井上洋一） ご報告申し上げます。去る３月８日の本会議におき

まして、総務文教常任委員会に付託されました陳情第１号トンネルじん肺根絶の根本的な

対策を求める意見書提出に関する陳情について、審査の結果をご報告申し上げます。トン

ネルじん肺問題については、現在訴訟中の案件でもあり、最近の動向として企業側と和解
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が成立するケースが出ていますが、陳情事項は、なお、調査検討の必要があります。よっ

て、陳情第１号は継続審査とすることに決定しましたので、ここにご報告申し上げ委員長

報告を終わります。 
○議長（栗林政伸） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし] 
○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

陳情第 1 号の採決を行います。陳情第 1 号に対する委員長の報告は、継続審査です。報

告のとおり、決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、陳情第１号トンネルじん肺根絶の根

本的な対策を求める意見書の提出に関する陳情については、継続審査とすることに決定し

ました。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第４７ 発議第１号 砥部町議会委員会条例の一部改正について 
（趣旨説明、質疑、討論、採決） 

○議長（栗林政伸） 日程第４７発議第１号砥部町議会委員会条例の一部改正についてを

議題とします。本案について説明を求めます。樋口議会運営委員長。 
○議会運営委員長（樋口泰幸） 発議第１号砥部町議会委員会条例の一部改正について。

地方自治法第１０９条第７項の規定により砥部町議会委員会条例の一部を改正する条例を

次のように提出します。平成１９年３月１６日提出。砥部町議会議長栗林政伸殿。砥部町

議会運営委員会委員長樋口泰幸。砥部町議会委員会条例の一部を改正する条例。砥部町議

会委員会条例（平成１７年砥部町条例第１５５号）の一部を次のように改正する。第８条

第１項に次のただし書きを加える。ただし、閉会中においては、議長が指名することがで

きる。第８条第３項に次のただし書きを加える。ただし、閉会中においては、議長が変更

することができる。第１３条第２項に次のただし書きを加える。ただし、閉会中において

は、議長が許可することができる。附則。この条例は、公布の日から施行する。提案理由。

地方自治法の一部を改正する法律（平成１８年法律第５３号）の施行に伴い、委員会条例

を改正するため提案するものです。よろしくお願いいたします。 
○議長（栗林政伸） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし] 
○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

発議第１号の採決を行います。本案は原案のとおり、決定することにご異議ありません

か。 
［「異議なし」の声あり］ 
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○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、発議第１号砥部町議会委員会条例の

一部改正については、可決されました。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第４８ 発議第２号 砥部町議会会議規則の一部改正について 
（趣旨説明、質疑、討論、採決） 

○議長（栗林政伸） 日程第４８発議第２号砥部町議会会議規則の一部改正についてを議

題とします。本案について説明を求めます。樋口議会運営委員長。 
○議会運営委員長（樋口泰幸） 発議第２号砥部町議会会議規則の一部改正について。地

方自治法第１０９条第７項の規定により、砥部町議会会議規則の一部を改正する規則を次

のように提出する。平成１９年３月１６日提出。砥部町議会議長栗林政伸殿。砥部町議会

運営委員会委員長樋口泰幸。砥部町議会会議規則の一部を改正する規則。砥部町議会会議

規則（平成１７年砥部町議会規則第１号）の一部を次のように改正する。第１４条に次の

１項を加える。３ 委員会が議案を提出しようとするときは、その案をそなえ、理由を付

け、委員長が議長に提出しなければならない。第３９条第２項中「提出者の説明」の次に

「又は第１項の委員会の付託」を加え、同項を第３項とし、第１項の次に次の１項を加え

る。２ 前項の規定にかかわらす、委員会提出の議案は、委員会に付託しない。ただし、

議会の議決で付託することができる。第７２条第２項中「第３項」を「第４項」に改める。

第１００条中「第１項」を「第３項」に改める。第１１０条中「第１項」を「第３項」に

改める。附則。この規則は、公布の日から施行する。提案理由。地方自治法の一部を改正

する法律（平成１８年法律第５３号）の施行に伴い、会議規則を改正するため提案するも

のであります。よろしくお願いいたします。 
○議長（栗林政伸） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
１６番、山本典男君。 
○１６番（山本典男） あの、議会の条例あるいは規則、さっきは規則を変えるんはわか

るんですが、どういう方向に、細かい文言がわからんのですが、実際どういう方向に変わ

ろうとするのか、それを教えてほしいのですが。中途半端な柱を聞いたんではまったくわ

からない、わしらは。そんなに悪い事は考えてないじゃろうくらいな、善意な考え方は思

うけどですね、実際なんの中身がなんやらわからん。はっきり言って。ちょっと教えてほ

しいんですが。 
○議長（栗林政伸） 樋口泰幸君。 
○議会運営委員長（樋口泰幸） 山本議員の質問にお答えします。この案件につきまして

は、前回の全員協議会の中で、委員会の中で委員長提案ができるようになったなど内容説

明をしておりますので、帰りまして、説明事項をご朗読願ったらと思います。よろしくお

願いいたします。 
○議長（栗林政伸） 山本典男君。 
○１６番（山本典男） 大体前に説明を、あった話をするんだろうということで、大体は

わかるんですけど、どういうことなのか。そこで読み上げただけではいかん。我々のとこ

に資料で回ってこんとですね、どういうことを変えようということなんかまったくわから
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ん。するというのを、これをしないというふうに変えるとか、そのようなことではですね、

全体にどう変える、中身を変えるんだという、わからんので、もうちょっと我々にわかる

ように、これからしていただいたら助かるんですが。 
○議長（栗林政伸） 樋口泰幸君。 
○議会運営委員長（樋口泰幸） 山本議員の質問にお答えします。再度、資料配布いたし

ましょうか。それとも、もう 1 度見直していただけますか。 
○議長（栗林政伸） 山本典男君。 
○１６番（山本典男） 我々もわからんけん再度、私に、あるいは他の者も、他の者は皆

わかっとるかもしれませんが、私にほしいです。 
○議長（栗林政伸） ここで暫く休憩します。 
 

休憩 午後５時２１分 
再開 午後６時 ３分 

 
○議長（栗林政伸） 再開します。先ほど、山本典男君の質問の議会会議規則の件につき

ましては、それぞれ議員さんの机の上に配布しておりますので、説明は省略させていただ

きます。質疑を終わります。討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

発議第２号の採決を行います。本案は原案のとおり、決定することにご異議ありません

か。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、発議第２号砥部町議会会議規則の一

部改正については、可決されました。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第４９ 愛媛県後期高齢者医療広域連合組合議会議員の選出について 
○議長（栗林政伸） 日程第４９愛媛県後期高齢者医療広域連合議会議員の選出について

選挙を行います。おはかりします。選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項

の規定により、指名推選にしたいと思います。これにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって選挙の方法は、指名推選によることと

決定しました。 
おはかりします。指名の方法については、議長によって指名することにしたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議長によって指名することに決定し

ました。中村剛志町長を指名します。 
おはかりします。ただいま、議長が指名しましたとおり当選人と定めることにご異議あ
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りませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、ただいま指名しましたとおり、当選

されました中村剛志町長が議場におられますので、会議規則第３３条第２項の規定により、

当選の告知をします。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第５０ 伊予市外二町共有物組合議員の選出について 
○議長（栗林政伸） 日程第５０平成１９年４月３０日をもって任期満了を迎える伊予市

外二町共有物組合議員の選出について、選挙を行います。 
おはかりします。選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定により、

指名推選にしたいと思います。これにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって選挙の方法は、指名推選によることと

決定しました。 
おはかりします。指名の方法については、議長によって指名することにしたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議長によって指名することに決定し

ました。山口元之君、政岡洋三郎君、井上洋一君、大野和博君、樋口泰幸君、橋本敏彦君

を指名します。 
おはかりします。ただいま、議長が指名しましたとおり当選人と定めることにご異議あ

りませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、ただいま指名しましたとおり、当選

されました山口元之君、政岡洋三郎君、井上洋一君、大野和博君、樋口泰幸君が議場にお

られますので、会議規則第３３条第２項の規定により、当選の告知をします。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第５１ 土地開発公社の役員の選任について 
○議長（栗林政伸） 日程第５１平成１９年４月３０日をもって任期満了を迎える砥部町

土地開発公社の役員の選任について報告します。土地開発公社の理事に西岡章一君、中村

茂君、宮内光久君、平岡文男君。監事に西村良彰君を選任しました。 
おはかりします。ただ今中村町長から議案第４８号砥下第５号砥部中央幹線管渠敷設工

事（２工区）請負契約の締結についてが提出されました。これを日程に追加し、追加日程

第１として、議題にしたいと思います。これにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。議案第４８号を日程に追加し、追加日程第１

として、議題とすることに決定しました。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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追加日程第 1 議案第４８号 砥下第５号砥部中央幹線管渠敷設工事（２工区）請負契約

の締結について 
（説明、質疑、討論、採決） 

○議長（栗林政伸） 追加日程第１議案第４８号砥下第５号砥部中央幹線管渠敷設工事（２

工区）請負契約の締結についてを議題とします。本案について説明を求めます。松下監理

財政課長 
○監理財政課長（松下行吉） 議案第４８号砥下第５号砥部中央幹線管渠敷設工事（２工

区）請負契約の締結についてご説明申し上げます。まず提案理由でございますが、議会の

議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により提案するも

のでございます。契約の目的でございますが、工事名、砥下第５号砥部中央幹線管渠敷設

工事（２工区）でございます。契約の方法は一般競争入札でございます。契約金額は９，

８４９万円。うち消費税及び地方消費税の額４６９万円でございます。この額は、予定価

格の６５．１％でございます。契約の相手方でございますが、愛媛県宇和島市寄松甲１５

４番地。株式会社浅田組。代表取締役浅田春雄でございます。それでは、事業の概要、入

札経過等についてご報告いたします。事業概要につきましては、砥部町のフジ入り口から

赤坂泉入り口付近まで、距離にしまして３８５．３ｍを推進工法で、パイ８００ミリの推

進工法で実施するものでございます。工期は議決をいただきました日から１９年８月末日

までを予定しております。入札につきましては、２月の８日に一般競争入札の告示を行い、

３月５日、入札を行いました。応募がありました業者は、２１社ございました。そのうち

１社が辞退をいたしまして、入札は２０社で行っております。応札の結果１４社が低入札

調査価格を割り込む状態になっております。この１４社のうち、６社が当町の低入札の判

定基準であります設計工事費の７０％、共通仮設費の６０％、現場管理費の５０％以上と

いう規定を満足できませんでした。残り８社のうち、最も低い応札価格でありました浅田

組につきまして、更に詳細調査を行った結果、同社は応札価格によって、この工事を推進

できると判断いたしまして、同社と仮契約を締結いたしております。議会の議決をいただ

きますと、本契約ということになりますので、ご審議の上、ご議決賜りますようよろしく

お願いいたします。 
○議長（栗林政伸）説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし] 
○議長（栗林政伸） 質疑なしと認めます。討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（栗林政伸） 討論なしと認めます。 

議案第４８号の採決を行います。本案は原案のとおり決定することにご異議ありません

か。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、議案第４８号砥下第５号砥部中央幹

線管渠敷設工事（２工区）請負契約の締結については、可決されました。 
おはかりします。ただ今厚生常任委員長から議員派遣について申し出がありました。こ
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れを日程に追加し、追加日程第２として、議題にしたいと思います。これにご異議ありま

せんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。議員派遣についてを日程に追加し、追加日程

第２として、議題とすることに決定しました。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

追加日程第２ 議員派遣の件について 
○議長（栗林政伸） 追加日程第２議員派遣の件についてを議題とします。委員会研修に

ついて、説明を求めます。土居厚生常任委員長 
○厚生常任委員長（土居美智子） 厚生常任委員会の研修日程が決まりしたのでご報告申

し上げます。災害時における乳幼児・障害者・高齢者等弱者に対する自主防災組織の取り

組み方及び健康・介護問題について調査研究のため、４月中旬に新潟県小千谷市社会福祉

協議会及び厚生労働省で委員会研修を実施する予定であります。これのご承認をよろしく

お願いいたします。 
○議長（栗林政伸） 厚生常任委員長から説明のとおり、閉会中に委員会研修を実施する

ことにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、厚生常任委員長から説明のとおり、

閉会中の委員会研修を実施することに決定しました。 
おはかりします。各委員長より、閉会中の継続調査の申し出がありましたので、次期定

例会の会期日程等、議会の運営に関する事項及び議長の諮問に関する事項については議会

運営委員会に、常任委員会の所管事務等の調査事項については所管の常任委員会に、特別

委員会の調査事項については特別委員会に、それぞれ付託し、閉会中の継続調査とするこ

とにしたいと思います。これにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（栗林政伸） 異議なしと認めます。よって、各委員長から申し出のとおり、閉会

中の継続調査とすることに決定しました。 
これで本日の議事日程は、すべて終了しました。会議を閉じます。町長あいさつをお願

いします。 
○町長（中村剛志） 閉会にあたり一言ごあいさつを申し上げます。議員の皆様には終始

熱心なご審議を賜り、全議案をご議決・ご承認いただきましたことに、心から感謝を申し

上げます。ご議決いただきました新年度予算につきましては、執行にあたり再度厳正に研

究しながら常に創意工夫して、最大の効果を発揮するよう努めてまいります。また、今定

例会において議員の皆様から頂きましたご提案・ご意見・ご要望等は、十分検討させてい

ただき、これからの行政運営及び行政事務の遂行に反映するよう努めてまいりたいと考え

ております。どうか議員の皆様におかれましても、今後も積極的かつ前向きなご意見・ご

提案をいただくとともに、新しい年度に向け、一層のご支援・ご協力を賜りますよう、お

願い申し上げまして、閉会のごあいさつとさせていただきます。ありがとうございました。 
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○議長（栗林政伸） 以上をもって、平成１９年第１回砥部町議会定例会を閉会します。 
 
 

閉会 午後６時１５分 
 
 
 
 地方自治法第１２３条の規定により、会議の経過を記載し、その相違ないことを証明す

るためにここに署名する。 
 

 
砥部町議会議長 

 
議員 
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